
脇
型
付
『
能
之
秘
書
』
翻
刻

脇
型
付
研
究
会
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【
凡
例
】

一
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
『
能
之
秘
書
』
を
翻
刻
す
る
。

二
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
方
針
に
従
っ
た
。

1
、
底
本
の
目
録
の
通
し
番
号
は
縦
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
翻
刻
で

は
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
通
し
番
号
順
に
横
に
列
記
し
た
。

2
、
底
本
に
は
改
行
が
な
い
が
、
翻
刻
で
は
適
宜
、
改
行
と
一
字
下

げ
を
お
こ
な
っ
た
。

3
、
漢
字
の
異
体
字
・
旧
字
体
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
あ

ら
た
め
た
。

4
、
カ
タ
カ
ナ
の
「
ハ
」「
ニ
」
は
カ
タ
カ
ナ
の
ま
ま
に
し
た
。

5
、
適
宜
句
読
点
を
ふ
っ
た
。

6
、
能
の
詞
章
や
台
詞
と
認
め
ら
れ
る
部
分
は
、「

」
に
入
れ
た
。

ア
イ
の
台
詞
が
途
中
に
入
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
句
点
を

付
し
て
区
切
り
を
つ
け
た
。

7
、
能
の
演
目
名
は
〈

〉
で
囲
ん
だ
。

8
、
明
ら
か
に
脱
字
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
、
推
定
で
き
る

文
字
を
（

）
に
入
れ
て
補
っ
た
。

9
、
衍
字
や
誤
字
等
は
、（
マ
マ
）
と
し
て
ル
ビ
で
示
し
た
。
誤
字
の

う
ち
、
文
字
が
推
定
で
き
る
場
合
や
、
漢
字
の
当
て
字
に
つ
い

て
は
、〔

〕
に
入
れ
て
ル
ビ
で
示
し
た
。

10
、
注
が
あ
る
文
字
に
は
丸
付
数
字
を
ふ
り
、
各
曲
の
末
尾
に
記
し

た
。

11
、
文
字
が
入
る
べ
き
箇
所
が
空
白
の
場
合
は
、
お
よ
そ
の
字
数
を

□
で
表
し
た
。

12
、
難
読
文
字
は
■
で
示
し
、
推
定
で
き
る
場
合
は
注
に
示
し
た
。

13
、〈
松
山
鏡
〉
の
後
に
は
〈
通
盛
・
忠
度
・
兼
平
・
経
政
・
実
盛
・

敦
盛
・
江
口
・
采
女
・
定
家
・
夕
顔
〉
が
再
掲
さ
れ
て
い
る
。

初
出
と
再
出
の
本
文
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
若
干
の
異
同
が

あ
る
。
異
同
は
注
に
示
し
た
。

三
、
翻
刻
第
一
稿
は
、
中
司
由
起
子
・
深
澤
希
望
・
山
中
玲
子
が
お
こ

な
っ
た
。
二
〇
一
九
年
よ
り
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
共
同
利
用
・

共
同
研
究
拠
点
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
の
公
募
型

共
同
研
究
「
脇
型
付
「
能
之
秘
書
」
の
解
読
と
注
釈
を
通
し
た
能

の
様
式
化
以
前
の
演
出
の
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
中
司
由
起
子
、

研
究
分
担
者
：
岩
崎
雅
彦
・
小
田
幸
子
・
大
日
方
寛
・
深
澤
希
望

・
山
中
玲
子
）
に
お
い
て
読
解
を
進
め
、
校
訂
本
文
を
作
成
し
た
。
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【
翻
刻
】

一

高
砂

二

老
松

三

呉
羽

四

伏
見

五

養
老

六

志
賀

七

難
波

八

か
ん
た
む

九

放
生
川

十

賀
茂

十
一

弓
八
幡

十
二

白
楽
天

十
三

皇
帝

十
四

道
明
寺

十
五

猩
々

十
六

白
髭

十
七

氷
室

十
八

鵜
羽

十
九

玉
井

廿

か
む
や
う
き
う

廿
一

金
札

廿
二

め
か
り

廿
三

田
村

廿
四

頼
政

廿
五

清
経

廿
六

八
嶋

廿
七

道
盛

廿
八

忠
度

廿
九

兼
平

丗

経
正

丗
一

実
盛

丗
二

敦
盛

丗
三

江
口

丗
四

采
女

丗
五

定
家

丗
六

夕
か
ほ

丗
七

松
風

丗
八

湯
谷

丗
九

源
氏
供
養

四
十

仏
原

四
十
一

井
筒

四
十
二

は
せ
を

四
十
三

の
き
は

四
十
四

や
う
き
ひ

四
十
五

野
の
宮

四
十
六

千
手

四
十
七

は
し
と
み

四
十
八

た
え
ま

四
十
九

三
輪

五
十

立
田

五
十
一

か
き
つ
ハ
た

五
十
二

あ
ま

五
十
三

は
衣

五
十
四

舟
は
し

五
十
五

う
か
ひ

五
十
六

か
つ
ら
き

五
十
七

山
う
は

五
十
八

遊
行

五
十
九

女
郎
花

六
十

に
し
き
ゝ

六
十
一

と
を
る

六
十
二

春
日
龍
神

六
十
三

ぬ
え

六
十
四

あ
さ
か
ほ

六
十
五

西
行
桜

六
十
六

雲
林
院

六
十
七

あ
り
と
ほ
し

六
十
八

関
寺

六
十
九

そ
と
は
小
町

七
十

あ
ふ
む
小
町
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①

七
十
一

通
小
町

七
十
二

角
田
川

七
十
三

三
井
寺

七
十
四

か
し
は
さ
き

七
十
五

は
ん
女

七
十
六

百
萬

七
十
七

う
き
ふ
ね

七
十
八

玉
か
つ
ら

七
十
九

う
と
ふ

八
十

天
鼓

八
十
一

こ
ゝ
う

②

八
十
三

藤
戸

八
十
二

東
岸
居
士

八
十
三

ふ
し
太
鼓

八
十
四

二
人
し
つ
か

八
十
五

松
む
し

八
十
六

あ
こ
き

八
十
七

梅
か
え

八
十
八

水
無
瀬

八
十
九

籠
太
鼓

九
十

自
然
居
士

九
十
一

張
良

九
十
二

景
清
③せ
つ
た
い

朝
長

九
十
五

春
栄

九
十
六

元
服
曾
我

九
十
七

あ
た
か

九
十
八

七
き
落

九
十
九

満
仲

百

盛
久

百
一

は
ち
の
木

百
二

に
し
き
戸

百
三

あ
ふ
ひ
の
上

百
四

せ
う
き

百
五

つ
な

百
六

か
う
う

百
七

舟
弁
慶

百
八

大
え
④せ
か
ひ

百
九

鞍
馬
天
狗

百
十

せ
つ
生
石

百
十
一

金
輪

百
十
二

道
成
寺

百
十
三

く
ろ
つ
か

百
十
四

紅
葉
か
り

百
十
五

あ
ひ
そ
め
川

百
十
六

松
山
か
ゝ
み

百

秘
傳
書

①
〈
通
小
町
〉
か
ら
〈
景
清
〉
ま
で
の
通

し
番
号
は
、
ミ
セ
ケ
チ
で
訂
正
さ
れ
て
い

る
。
②
以
下
、
目
録
の
通
し
番
号
に
ず
れ

あ
り
。
記
事
本
文
の
通
し
番
号
と
一
致
し

な
い
。
③
〈
せ
つ
た
い
〉
と
〈
朝
長
〉
に

は
番
号
が
な
い
。〈
せ
つ
た
い
〉
と
〈
朝

長
〉
は
割
注
表
記
。
④
〈
せ
か
ひ
〉
に
は

番
号
が
な
い
。
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一

一

高
砂

三
大
臣
。
は
た
に
あ
わ
せ
、
上
に
折
も
の
な
と
よ
し
。
ゑ
ほ
し
、
ち
や

う
つ
か
け
し
て
。
か
り
き
ぬ
。
大
く
ち
。
呂
の
こ
し
お
ひ
し
て
。
金
ノ
末

〔
ま
く
へ
〕

広
。
ま
へ
ゝ
か
ゝ
り
、
次
第
三
た
ん
う
た
せ
、
ま
く
を
上
さ
せ
、
正
方
を

ゆ
う
〳
〵
と
見
渡
し
、
則
正
方
よ
り
見
お
ろ
し
、
左
之
足
よ
り
は
し
か
ゝ

り
へ
上
り
、
か
り
き
ぬ
の
あ
ひ
し
ら
ひ
。
左
右
を
す
る
。
は
し
か
ゝ
り
ハ

い
か
ほ
と
み
し
か
く
共
長
く
と
も
、
三
つ
に
お
り
て
、
一
つ
〳
〵
ハ
い
か

に
も
し
つ
か
に
ゆ
る
〳
〵
と
出
て
、
ま
ん
中
に
て
正
方
を
見
て
、
か
り
き

ぬ
の
あ
ひ
し
ら
い
在
之
。
は
し
か
ゝ
り
三
つ
一
分
を
ハ
い
か
に
も
静
に
出

る
。
二
分
を
は
ち
と
早
く
、
さ
て
一
分
に
て
足
よ
り
は
や
む
る
。
鼓
、
足

を
見
て
早
め
か
し
ら
打
か
く
る
也
。
さ
て
左
ヘ
向
心
に
出
る
也
。
正
方
に

て
ゆ
ら
り
と
見
上
、
さ
て
左
之
足
を
少
う
し
ろ
へ
ひ
ら
き
、
さ
て
右
之
足

よ
り
引
、
つ
れ
と
立
向
。
三
人
之
間
、
遠
近
無
之
様
見
合
て
立
也
。
次
第

を
う
た
ひ
、
左
ノ
足
を
少
う
し
ろ
へ
引
、
右
よ
り
ふ
み
出
し
、
正
方
へ
四

足
行
、
左
よ
り
二
足
引
す
ゑ
、
正
方
に
て
な
の
り
、
仏
神
と
請
。
正
方
に

て
名
乗
末
、
左
右
を
た
い
は
い
し
、
左
よ
り
開
、
左
ヘ
通
立
向
。
道
行
謡
、

返
を
ハ
、
つ
れ
衆
ハ
か
り
ニ
う
た
わ
せ
よ
。
二
段
め
の
打
返
よ
り
右
よ
り

ふ
み
開
、
正
方
へ
行
。「
高
砂
之
浦
」
と
云
所
に
て
左
之
足
を
少
引
、
右

よ
り
開
、
う
た
ひ
付
て
、
右
之
き
ひ
す
を
上
て
少
ふ
み
、
右
よ
り
開
。
扇

を
ひ
ろ
け
、
二
つ
三
つ
ひ
ら
り
〳
〵
と
し
て
、
二
大
臣
へ
向
、「
急
候
程

に
」
と
云
。
扇
ハ
ひ
ろ
け
さ
る
か
吉
。
但
、
三
度
仕
候
ハ
ヽ
一
度
程
ハ
よ

し
と
言
。
又
御
年
よ
り
て
ハ
ひ
ろ
け
て
吉
言
。
右
之
足
を
少
引
、
左
よ
り

ふ
み
出
し
、
わ
き
座
へ
な
を
る
。
左
之
ひ
さ
を
立
、
左
之
袖
を
ひ
さ
の
上

へ
ゆ
り
か
け
、
少
は
し
か
ゝ
り
の
方
へ
向
や
う
に
な
を
る
也
。
し
て
、
小

謡
過
て
立
。
右
よ
り
二
足
程
出
て
、「
里
人
を
相
待
」
と
云
。「
い
か
に
」

と
し
て
へ
向
、
う
た
ひ
か
け
よ
。
も
ん
だ
い
の
う
ち
に
て
も
、
し
て
の
仕

舞
又
ハ
う
た
ひ
の
も
ん
く
、
し
て
の
心
つ
け
を
能
々
心
に
か
け
て
、
わ
き

よ
り
も
よ
く
〳
〵
心
を
か
け
よ
。
地
之
小
謡
に
な
り
て
、「
実
や
あ
を
き

て
も
」
の
あ
た
り
に
て
右
之
足
よ
り
開
、
な
を
る
也
。
大
夫
に
向
、

「
猶
々
」
と
言
也
。
さ
し
、
く
せ
ま
ひ
、
い
つ
に
て
も
、
し
て
の
心
を
付

候
ハ
ヽ
面
を
合
、
能
々
心
付
有
へ
し
。「
か
け
共
落
葉
の
つ
き
せ
ぬ
」
所

に
て
能
々
心
を
付
也
。
取
分
ろ
ん
き
は
、
わ
き
と
し
て
と
也
。
う
た
ひ
を

心
え
て
能
々
心
を
付
よ
。
中
入
に
心
を
付
て
。

二
大
臣
を
「
い
か
に
誰
か
有
」
と
よ
ふ
。
二
大
臣
立
て
、
右
之
足
よ
り

ふ
み
出
し
、
少
前
へ
出
、
右
之
ひ
さ
を
つ
き
、
左
之
ひ
さ
を
立
て
、
両
の

手
を
つ
き
、
か
し
ら
を
さ
け
、「
御
前
に
候
」
と
言
所
也
。「
人
を
尋
て
来

候
へ
」。
二
大
臣
立
て
大
鼓
の
前
迄
行
、「
い
か
に
此
所
之
人
の
渡
り
候

か
」
と
言
。
間
出
時
、「
少
尋
申
度
事
の
候
間
か
く
御
出
候
へ
」
と
言
。

先
之
所
へ
行
、
又
手
を
つ
き
、「
所
の
者
を
尋
て
参
り
て
候
」
と
言
。
本

ノ
座
へ
も
又
笛
の
前
へ
な
り
共
、
な
を
る
也
。
間
出
る
時
、「
近
か
う
渡

候
へ
」。「
是
ハ
九
州
ひ
こ
の
国
あ
そ
の
宮
之
神
主
に
て
候
か
、
此
所
初
而

一
見
ノ
事
に
て
候
。
此
所
に
お
ゐ
て
高
砂
の
松
の
い
わ
れ
を
か
た
つ
て
御

聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
語
候
物
哉
。
尋
申
事
余
の
儀
に
あ
ら
す
。
さ
い

せ
ん
も
申
こ
と
く
、
此
所
は
し
め
て
一
見
之
事
に
て
候
か
、
何
と
な
く
此

所
一
見
仕
候
処
ニ
、
い
つ
く
と
も
な
く
老
人
ふ
う
ふ
来
、
高
砂
す
み
の
江

の
い
わ
れ
、
只
今
御
身
の
御
物
語
と
ひ
と
し
く
懇
に
か
た
り
、
其
後
あ
れ

成
み
き
わ
に
立
寄
、
す
み
よ
し
に
先
行
、
あ
れ
に
て
待
申
さ
ん
と
言
す
て
、
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小
舟
に
取
乗
、
何
方
共
な
く
を
し
出
す
と
見
て
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程

に
、
ふ
し
ん
に
存
、
さ
て
尋
申
て
候
」。「
心
得
申
て
候
。
さ
あ
ら
ハ
我
等

も
舟
に
の
り
、
急
す
み
よ
し
へ
参
う
す
る
に
て
候
」。「
頼
申
さ
う
す
る
に

て
候
」。
立
て
、
右
よ
り
ふ
み
出
し
、
少
前
へ
出
、
つ
れ
衆
と
立
向
。
謡
、

本
之
様
ニ
又
な
を
る
也
。
帰
る
時
ハ
右
ノ
足
よ
り
ふ
み
出
し
入
也
。
又

「
九
州
ひ
こ
の
国
あ
そ
の
宮
神
主
」
と
言
事
を
後
に
言
た
る
も
よ
し
。
所

に
よ
り
又
時
に
よ
る
へ
し
。

一

二

老
松

三
大
臣
。
道
行
、
付
候
而
。「
神
慮
も
わ
か
」
の
時
分
ニ
、
下
に
居
る

也
。「
北
」「
南
」
と
心
付
る
。「
左
に
」
と
右
を
見
る
。「
右
に
」
と
左
を

見
る
也
。「
此
松
俄
に
」
と
心
在
之
。

二
大
臣
に
間
を
よ
は
せ
、「
近
う
渡
候
へ
」。「
是
ハ
都
の
に
し
梅
津
の

な
に
か
し
に
て
候
か
、
当
し
や
初
而
一
見
之
事
に
て
、
当
社
に
お
ゐ
て
松

梅
の
い
わ
れ
か
た
つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
語
候
物
哉
。
尋
申
事

よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
さ
い
せ
ん
も
申
こ
と
く
、
是
ハ
都
よ
り
下
、
当
社
初

而
参
詣
申
、
何
と
な
く
是
成
松
梅
を
詠
候
処
に
、
何
方
と
も
な
く
老
人
一

人
、
又
若
き
お
と
こ
一
人
来
候
程
に
、
聞
及
た
る
と
ひ
梅
ト
ハ
何
れ
の
木

を
申
候
そ
と
尋
申
て
候
へ
は
、
是
は
御
身
の
御
物
語
と
一
し
く
、
と
ひ
梅

の
い
わ
れ
懇
に
か
た
り
、
又
老
松
の
子
細
さ
ま
〳
〵
か
た
り
給
ひ
、
其
後

す
か
た
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
し
は
ら
く
こ
の
所
に
逗
留
し
、
い
よ

〳
〵
御
つ
け
を
ま
た
う
す
る
に
て
候
」。
立
て
、
う
た
ふ
。
つ
ね
の
こ
と

く
。

一

三

呉
服

三
大
臣
。
付
而
。

二
大
臣
ニ
、
間
を
よ
は
せ
よ
。「
近
か
う
渡
り
候
へ
」。「
此
所
を
は
、

呉
服
の
里
と
申
し
候
か
」。「
是
ハ
当
き
ん
に
つ
か
へ
仕
る
臣
下
に
て
候
か
、

せ
つ
州
す
み
よ
し
に
参
詣
申
、
そ
れ
よ
り
浦
つ
た
ひ
、
此
所
初
而
一
見
の

事
に
て
候
。
此
所
に
お
ゐ
て
呉
服
鳥
あ
や
は
鳥
の
い
わ
れ
存
な
ら
ハ
、
語

て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
語
候
も
の
か
な
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら

す
。
さ
い
せ
ん
申
こ
と
く
、
此
所
初
而
一
見
の
事
に
て
候
か
、
此
松
原
に

あ
た
り
は
た
も
の
ゝ
を
と
の
聞
え
候
程
に
、
立
寄
見
候
処
に
、
い
と
な
ま

め
け
る
女
性
二
人
見
え
候
か
、
一
人
ハ
は
た
を
お
り
今
一
人
ハ
糸
を
取
引
、

つ
ね
の
里
人
と
は
み
え
す
候
程
に
、
是
ハ
い
か
成
人
に
て
渡
り
候
そ
と
尋

申
て
候
へ
ハ
、
呉
羽
鳥
あ
や
は
鳥
の
い
わ
れ
、
只
今
御
身
の
御
物
語
と
一

し
く
、
さ
ま
〳
〵
か
た
り
給
ひ
、
其
後
庭
鳥
も
ま
た
な
か
す
候
程
に
、
夜

長
く
共
待
給
へ
、
姿
を
か
へ
て
来
ら
ん
と
言
す
て
、
す
か
た
を
見
う
し
な

ひ
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
さ
て
尋
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
さ
あ
ら
は

此
松
か
け
に
逗
留
し
、
弥
々
き
と
く
を
見
う
す
る
に
て
候
」。
立
。

一

四

伏
見

三
大
臣
。
付
而
。
な
を
る
。

「
近
か
う
渡
り
候
へ
」。「
是
ハ
和
州
春
日
の
明
神
に
参
詣
申
、
そ
れ
よ

り
当
社
に
参
候
か
、
此
ふ
し
み
山
に
お
ゐ
て
白
菊
の
い
わ
れ
御
存
な
ら
ハ
、

か
た
つ
て
御
聞
候
へ
」。「
懇
に
御
物
語
候
物
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
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す
。
さ
い
せ
ん
も
申
こ
と
く
、
当
社
初
而
参
詣
申
処
ニ
、
い
つ
く
不
知
老

人
、
又
若
男
一
人
、
白
菊
を
持
て
来
候
程
に
、
ふ
し
ん
を
な
し
て
候
へ
ハ
、

只
今
御
身
の
御
物
か
た
り
と
一
し
く
、
此
伏
見
山
に
お
ゐ
て
白
菊
の
い
わ

れ
さ
ま
〳
〵
か
た
り
給
ひ
、
其
後
是
ハ
ふ
し
み
の
お
き
な
ゝ
る
か
、
御
代

を
守
給
ふ
と
言
捨
て
、
す
か
た
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存

候
て
、
さ
て
尋
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
さ
あ
ら
は
此
所
に
逗
留
し
、

弥
々
き
と
く
を
見
う
す
る
に
て
候
」。

一

五

養
老

三
大
臣
。
付
而
。「
扨
は
是
か
と
立
寄
み
れ
は
」
の
時
、
し
て
次
第
に

立
寄
体
也
。

一

六

志
賀

三
大
臣
。
付
す
に
、「
し
か
の
山
に
付
て
候
」。
な
を
る
也
。

「
近
ふ
わ
た
り
候
へ
」。「
是
ハ
当
き
む
に
御
仕
し
ん
か
に
て
候
か
、
此

し
か
の
山
桜
、
今
を
さ
か
り
な
る
よ
し
申
候
間
、
此
所
初
而
一
見
の
事
に

て
候
。
此
し
か
の
山
に
お
ゐ
て
く
ろ
ぬ
し
の
い
わ
れ
存
な
ら
ハ
、
語
り
て

御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
か
た
り
給
ふ
物
か
な
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。

此
所
何
と
な
く
花
を
詠
候
処
に
、
老
人
一
人
、
又
若
男
一
人
来
候
而
、
薪

に
花
を
お
り
そ
へ
、
此
所
に
や
す
み
候
程
に
、
お
も
か
る
へ
き
薪
に
猶
花

の
枝
を
折
そ
へ
休
候
ハ
、
こ
れ
ハ
薪
の
お
も
さ
に
休
候
か
、
又
心
有
て
休

候
か
と
、
ふ
し
ん
を
な
し
て
候
へ
ハ
、
只
今
御
身
の
御
物
か
た
り
と
一
し

く
、
い
ろ
〳
〵
古
歌
な
と
引
給
ひ
、
其
後
此
し
か
の
山
路
に
帰
る
と
て
、

姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
さ
て
尋
申
て
候
」。「
心
得

申
候
。
し
ハ
ら
く
此
所
に
候
て
、
弥
々
花
を
詠
ふ
す
る
に
て
候
」。
立
。

一

七

難
波
梅

三
大
臣
。
付
而
。
な
を
る
。
余
の
儀
な
し
。

一

八

か
む
た
ん

①

（
マ
マ
）

二
人
。
は
な
し
も
と
ゆ
ひ
。
わ
さ
た
。
か
ら
折
。
又
ハ
折
物
ハ
と
き
て
。

そ
は
つ
き
。
大
口
。
末
広
を
し
や
く
さ
し
に
し
て
。
こ
し
を
か
き
、「
か

ん
た
む
の
枕
に
ふ
し
に
け
り
」
を
う
た
ひ
す
へ
て
、「
い
か
に
」
と
言
。

合
め
、
ぬ
け
ぬ
や
う
に
、
は
し
か
ゝ
り
長
た
ん
を
心
得
て
出
る
也
。
太
鼓

の
わ
き
に
こ
し
を
お
ろ
し
、
扇
を
ぬ
き
、
た
い
の
そ
は
へ
つ
る
〳
〵
と
行
。

右
之
ひ
さ
を
た
て
、
左
を
つ
き
、
左
の
手
を
も
つ
き
、
扇
に
て
た
い
を
二

つ
た
ゝ
い
て
、
う
し
ろ
へ
少
の
き
、
両
の
手
を
つ
き
、
右
の
ひ
さ
を
立
て
、

「
い
か
に
」
と
言
出
す
。「
玉
の
み
こ
し
に
の
り
（
の
）
道
」
の
時
、
こ
し

を
二
人
し
て
か
き
、
つ
れ
ハ
左
の
、
わ
き
ハ
右
也
。
し
て
、
た
い
へ
上
ら

ハ
、
笛
の
前
へ
な
を
る
。
こ
し
を
ハ
つ
れ
請
取
、
大
鼓
の
う
ち
の
わ
き
へ

戻
り
て
、
是
も
笛
の
前
へ
な
を
る
也
。
又
大
臣
ハ
夢
の
舞
を
さ
き
に
立
、

出
る
。
大
臣
、
ゑ
ほ
し
の
前
を
少
お
り
き
る
也
。
つ
れ
も
同
し
。
ち
こ
を

わ
き
正
方
へ
な
を
し
、
其
つ
き
〳
〵
に
な
を
る
也
。
立
て
、
大
鼓
の
前
へ

出
。
右
之
ひ
さ
を
つ
き
、
左
の
ひ
さ
を
立
、
両
の
手
を
付
、「
い
か
に
」
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と
言
、「
た
み
さ
か
へ
」
と
か
し
ら
を
さ
く
る
也
。
立
て
、
も
と
の
所
へ

な
を
る
也
。
但
金
春
に
ハ
ち
こ
へ
扇
を
ひ
ろ
け
て
、
し
や
く
を
し
、
そ
れ

よ
り
な
を
る
也
。「
皆
き
え
〳
〵
」
の
時
、
笛
の
前
へ
な
を
る
也
。
京
に

ハ
、
こ
し
か
き
を
本
脇
と
す
。
下
に
ハ
大
臣
を
本
脇
と
す
る
也
。

①
「
わ
さ
た
」
は
「
は
さ
ら
」
の
誤
写
で
「
ば
さ
ら
髪
」
の
こ
と
か
。

一

九

放
生
川

三
大
臣
。
付
而
。

間
、
よ
は
せ
来
時
、「
近
う
わ
た
り
候
へ
」。「
当
社
に
お
ゐ
て
、
放
生

川
の
い
は
れ
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
も
の
か
な
。
尋

申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
是
は
か
し
ま
の
し
ん
し
よ
く
に
て
候
か
、
け
ふ

ハ
八
月
十
五
日
、
当
社
之
御
祭
ニ
候
由
承
及
候
間
、
参
詣
申
候
処
に
、
老

人
一
人
、
若
男
二
人
、
う
ほ
ゝ
も
ち
来
候
ほ
と
に
、
け
ふ
ハ
み
な
〳
〵
神

〔
式
〕

事
と
て
、
し
や
う
〳
〵
の
き
敷
す
か
た
成
に
、
お
き
な
に
か
き
り
、
う

ほ
ゝ
持
、
放
生
の
わ
さ
ふ
し
ん
に
こ
そ
候
へ
と
申
て
候
へ
ハ
、
只
今
御
身

の
御
物
語
と
一
し
く
、
い
け
る
を
は
な
つ
ま
つ
り
成
と
申
、
其
上
さ
ま

〳
〵
の
事
委
敷
か
た
り
給
ひ
、
其
後
武
氏
の
神
ハ
我
な
り
と
名
乗
給
ひ
、

あ
れ
成
山
上
に
の
ほ
り
給
ふ
と
見
て
、
す
か
た
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、

ふ
し
ん
に
存
、
さ
て
尋
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
此
所
に
お
ゐ
て
、
重
而

き
と
く
を
見
う
す
る
に
て
候
」。

一

十

か
も
①

先
、
作
物
出
す
。
三
大
臣
。
付
而
。
作
物
を
見
て
、「
是
成
川
辺
」
と

言
。
狂
言
、
神
楽
か
、
お
ん
田
か
也
。

①
曲
名
の
後
に
一
折
分
の
空
白
が
あ
る
。

一

十
一

弓
八
幡

三
大
臣
。
付
而
。
し
て
次
第
に
弓
を
取
也
。
何
時
も
上
手
に
取
也
。
正

方
へ
向
。
有
難
と
思
ふ
心
を
思
ひ
入
て
、
弓
を
下
に
置
、
な
を
る
也
。

間
を
は
、
二
大
臣
に
よ
は
せ
よ
。「
当
所
の
者
」
と
、
よ
は
せ
た
る
か

よ
し
。
間
、
来
る
時
「
近
う
渡
り
候
へ
」。「
是
ハ
後
（
宇
）
多
院
に
仕
へ

奉
る
臣
下
に
て
候
、
当
社
に
お
ゐ
て
く
わ
の
弓
よ
も
き
の
矢
に
て
、
世
を

お
さ
め
し
い
わ
れ
存
な
ら
は
、
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
語
候
物
哉
。

た
つ
ね
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
是
ハ
当
社
初
而
参
詣
申
候
処
に
、
老
人

と
若
き
男
二
人
来
ら
れ
候
か
、
老
人
ハ
弓
と
見
え
て
、
に
し
き
の
袋
に
入

て
持
来
ら
れ
候
ほ
と
に
、
ふ
し
ん
を
な
し
て
候
へ
ハ
、
只
今
御
身
の
御
も

の
か
た
り
と
一
し
く
、
懇
に
か
た
り
給
ひ
、
其
後
我
こ
そ
か
わ
ら
の
神
と

名
乗
、
御
神
た
く
う
た
か
う
な
と
の
給
ひ
、
す
か
た
を
か
き
け
す
や
う
に

見
う
し
な
ひ
て
候
ほ
と
に
、
な
ん
ほ
う
ふ
し
ん
に
存
、
尋
申
て
候
」。「
心

え
申
候
。
此
所
に
し
は
ら
く
逗
留
し
、
弥
々
御
し
ん
た
く
を
ま
た
う
す
る

に
て
候
」。
立
て
。
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一

十
二

白
楽
天

三
大
臣
。
但
本
脇
一
人
ハ
、
た
う
か
ふ
り
。
い
ろ
有
は
ち
ま
き
。
た
う

う
ち
わ
に
て
も
、
又
末
広
に
て
も
。
ま
く
へ
か
ゝ
り
、
お
き
つ
ゝ
み
を
打

せ
、
笛
、
ゆ
り
を
ふ
き
出
す
を
き
ゝ
、
ま
く
を
い
か
に
も
た
か
く
上
さ
せ
、

い
か
に
も
し
つ
か
に
出
て
、
正
方
に
て
名
乗
。
次
第
の
時
、
道
行
う
た
ひ

出
す
様
ニ
、
つ
れ
衆
と
立
向
。
つ
れ
ハ
本
脇
名
乗
間
ハ
、
太
鼓
の
わ
き
に

右
之
ひ
さ
を
つ
き
、
左
之
ひ
さ
を
た
て
ゝ
、
笛
之
方
へ
向
。
二
人
な
か
ら

①

つ
く
は
ひ
、
但
う
ほ
つ
な
る
き
、
脇
名
乗
は
て
ゝ
、
道
行
付
て
。
な
を
る

也
。
詩
を
つ
く
る
時
、
正
方
へ
向
。
少
安
す
る
心
持
在
之
。
さ
の
み
安
し

た
る
ハ
悪
し
。「
水
に
す
め
る
」
の
時
分
に
本
座
へ
、
な
を
る
也
。

①
「
う
ほ
つ
な
る
き
」
は
難
読
。
誤
写
か
。
ま
た
は
脱
文
が
あ
る
か
。

一

十
三

皇
帝

た
う
か
ふ
り
。
色
は
ち
ま
き
。
か
り
き
ぬ
。
大
口
。
末
広
。
大
臣
二
人

つ
れ
て
。
先
、
た
い
二
つ
、
い
た
す
。
さ
て
ま
く
へ
か
ゝ
り
、
ら
む
し
や

う
を
打
せ
、
さ
て
ま
く
を
い
か
に
も
高
く
上
さ
せ
、
い
か
に
も
し
つ
か
に

ゆ
る
〳
〵
と
出
る
也
。
脇
正
方
の
た
い
へ
右
之
足
よ
り
上
り
、
大
臣
柱
之

方
へ
向
。
ち
と
角
か
け
て
、
左
之
足
を
上
に
く
み
、
な
を
る
也
。
大
臣
二

人
ハ
笛
之
前
に
、
鼓
之
前
に
な
を
る
也
。
け
ん
を
左
之
ひ
さ
の
下
、
せ
ん

む
し
ろ
よ
り
下
へ
入
、
つ
か
を
少
出
し
、
取
能
様
に
入
さ
す
る
也
。
い
か

に
も
を
し
し
つ
め
て
、「
春
ハ
」
と
う
た
ひ
出
す
也
。「
木
の
間
の
月
も
お

ほ
ろ
」
の
あ
た
り
に
て
、
き
ひ
の
ひ
き
ま
ハ
し
を
と
ら
す
る
也
。
大
夫
出

て
、「
い
か
に
」
と
言
時
、
左
へ
向
。
左
之
足
を
立
る
様
に
し
て
、
う
た

ふ
也
。
右
へ
向
も
有
。
是
ハ
悪
し
也
。
中
入
に
、
し
て
に
心
を
能
々
付
也
。

き
ひ
に
向
、「
い
か
に
」
と
言
也
。「
彼
御
枕
に
を
く
へ
き
也
」
之
時
、

二
大
臣
に
向
、
言
渡
す
也
。
二
大
臣
は
「
ち
よ
く
諚
尤
」
と
言
々
立
て
、

太
鼓
之
わ
き
な
る
か
ゝ
み
を
と
り
、
ふ
た
い
さ
き
、
少
き
ひ
の
方
へ
よ
せ

て
、
さ
き
を
通
程
直
て
置
也
。「
ふ
し
き
や
か
ゝ
み
の
其
内
に
」
と
言
時
、

か
ゝ
み
を
見
る
也
。
き
ひ
に
ハ
心
を
不
付
、
か
ゝ
み
計
に
心
付
也
。「
御

門
ハ
是
を
ゑ
ひ
ら
ん
有
つ
て
」
と
言
時
、
の
ひ
上
り
、
か
ゝ
み
を
は
つ
た

と
見
て
、「
つ
る
き
を
ぬ
い
て
」
の
時
、
扇
を
す
て
、
け
ん
を
取
、
立
見

か
ら
、
あ
つ
き
を
見
て
、「
の
か
す
ま
し
」
と
言
時
、
心
を
能
付
る
。「
つ

る
き
を
ふ
り
上
」
之
時
、
左
の
足
よ
り
お
り
、
け
ん
を
ふ
り
上
、
一
刀
き

り
、
見
う
し
な
ひ
た
る
体
を
す
る
也
。
き
ひ
の
た
い
へ
上
り
、
右
之
手
に

て
柱
を
か
こ
ひ
、「
ふ
し
き
や
」
と
正
方
を
は
る
か
に
請
て
言
。「
お
そ
ろ

し
け
れ
」
と
言
時
、
う
し
ろ
へ
二
足
三
足
程
の
く
や
う
に
し
て
、
右
之
足

を
ゝ
ろ
し
、
こ
し
を
か
け
、
左
之
ひ
さ
を
さ
き
に
た
て
、
跡
よ
り
入
也
。

か
り
き
ぬ
の
袖
を
、
い
と
に
て
と
ち
た
る
か
吉
也
。

一

十
四

道
明
寺

三
人
僧
也
。
大
口
を
き
る
也
。
道
行
付
也
。
立
て
、「
い
か
に
」
と
言

也
。「
さ
ら
ハ
や
か
て
御
供
申
候
」
と
言
也
。
し
て
の
を
し
へ
候
様
に
す

る
也
。「
是
に
て
木
け
ん
し
ゆ
」
と
、
を
し
へ
候
処
を
見
る
也
。「
神
仏
一

〔
如
〕女成
」
之
時
分
に
、
本
座
へ
な
を
る
也
。
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一

十
五

猩
々

一
人
。
は
な
し
も
と
ゆ
ひ
、
た
う
も
と
ゆ
ひ
し
て
。
は
つ
ひ
に
て
、
そ

は
つ
き
に
て
も
。
折
物
成
と
も
、
う
つ
く
し
き
物
を
き
て
。
大
口
。
末
広
。

①

名
乗
て
、
道
行
を
置
て
、「
か
け
を
た
ゝ
へ
て
」
と
、
脇
の
居
座
を
み
て
、

脇
之
居
座
に
て
、
う
た
ひ
は
た
す
ほ
と
に
分
別
し
て
、
そ
ろ
〳
〵
と
行
。

う
た
ひ
は
て
ゝ
、
な
を
る
也
。

①
「
道
行
を
置
て
」
は
「
道
行
を
過
て
」
の
誤
写
か
。

一

十
六

白
ひ
け

三
大
臣
。
付
而
。
立
而
也
。

一

十
七

氷
室

三
大
臣
。
付
而
。
立
て
也
。

一

十
八

鵜
之
羽

先
、
作
物
出
す
。
三
大
臣
。
付
而
。「
是
成
」
と
、
か
り
殿
を
見
て
な

を
る
。
立
て
。
か
た
り
の
時
、
し
て
す
わ
ら
は
、
す
は
る
。
又
、
立
て
か

た
ら
ハ
、
立
て
吉
也
。
し
て
次
第
也
。「
袖
を
ひ
か
へ
て
」
之
時
、
袖
を

ひ
か
ゆ
る
心
す
る
也
。
二
足
程
出
る
也
。

二
大
臣
に
間
を
よ
は
せ
よ
。「
在
所
の
も
の
か
、
近
う
渡
候
へ
」。「
是

ハ
当
君
に
仕
へ
奉
臣
下
に
て
候
。
此
所
に
を
ゐ
て
、
う
の
は
ふ
き
合
す
の

い
わ
れ
、
わ
き
て
ハ
と
よ
玉
ひ
め
の
し
さ
い
存
な
ら
ハ
、
語
て
御
聞
せ
候

へ
」。「
懇
に
か
た
り
給
ふ
物
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
当
社
初
而

社
参
申
、
心
静
に
一
見
申
候
所
に
、
何
方
共
な
く
女
性
二
人
来
ら
れ
候
程

（
マ
マ
）

に
、
是
成
か
り
殿
に
つ
き
、
ふ
ふ
し
ん
を
な
し
て
候
へ
ハ
、
只
今
御
身

の
御
物
語
と
一
し
く
、
懇
に
語
給
ひ
、
其
後
と
よ
玉
ひ
め
ハ
我
成
と
言
す

て
海
上
に
立
と
見
て
、
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
な
ん
ほ
う
ふ
し
ん

に
存
、
尋
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
此
所
に
逗
留
し
、
重
而
き
と
く
を
見

う
す
る
に
て
候
」。
立
て
。

一

十
九

玉
の
井

先
、
作
物
を
出
す
。
二
人
。
本
わ
き
一
人
。
た
う
か
ふ
り
。
は
ち
ま
き
。

〔
ま
く
へ
〕

か
り
き
ぬ
。
大
口
。
末
広
。
ま
へ
ゝ
か
ゝ
り
、
を
き
つ
ゝ
み
を
打
せ
、
出

る
也
。
つ
れ
二
人
ハ
〈
白
楽
天
〉
の
こ
と
く
也
。
正
方
に
て
名
乗
、
そ
の

ま
ゝ
道
行
う
た
ひ
、
付
而
。
つ
れ
ハ
な
を
る
。
正
方
へ
向
、「
扨
も
」
と

言
出
す
。
正
方
を
近
く
み
て
、「
是
に
る
り
の
か
わ
ら
」
と
言
。「
門
前
に

玉
の
井
有
」
と
、
井
つ
ゝ
を
み
る
也
。
又
「
ゆ
つ
の
か
つ
ら
の
木
有
」
と

木
を
み
て
、「
此
木
の
か
け
に
」
と
た
ち
よ
り
、
心
し
つ
か
に
居
也
。
立

て
、「
我
此
玉
の
井
の
ほ
と
り
に
た
ゝ
す
む
」
と
言
。
木
の
か
け
に
身
を

か
く
し
、
た
ゝ
す
む
体
也
。「
あ
ら
わ
れ
た
る
」
と
言
時
、
少
出
る
心
也
。

「
さ
ら
ハ
や
か
て
と
も
な
ひ
、
宮
中
へ
参
候
へ
し
」
と
言
、
脇
座
へ
な
を

る
也
。「
尊
ハ
御
座
を
立
給
へ
」
と
言
所
に
て
立
て
、「
五
ち
や
う
の
わ

に
ゝ
の
せ
奉
る
」
と
言
時
、
左
の
足
よ
り
の
る
心
し
て
、
入
也
。
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一

二
十

漢
陽
宮

先
、
し
て
出
て
、
な
を
る
也
。
大
臣
ハ
、
し
て
柱
之
内
、
脇
正
方
に
な

を
る
也
。
本
脇
ハ
、
は
な
し
も
と
ゆ
ひ
に
、
た
う
も
と
ゆ
ひ
を
し
て
。
折

も
の
な
と
、
う
つ
く
し
く
き
て
。
は
た
に
は
、
ね
り
に
、
こ
う
は
い
な
と

重
而
よ
し
。
そ
は
つ
き
。
大
口
。
け
ん
を
は
き
、
末
広
を
持
。
つ
れ
も
同

〔
ま
く
へ
〕

し
。
ま
へ
ゝ
か
ゝ
り
、
一
声
を
打
せ
、
出
て
、
は
し
か
ゝ
り
の
ま
ん
中
に
、

つ
れ
の
居
て
謡
程
に
出
よ
。
つ
れ
ハ
跡
に
出
る
也
。
左
之
足
を
少
引
、
右

之
足
を
引
す
ゑ
、
正
方
へ
両
人
な
か
ら
向
。
う
か
か
う
て
う
た
ひ
、
出
、

正
方
を
は
る
か
に
見
て
、「
山
遠
し
て
」
と
う
た
ひ
出
す
。「
や
た
け
の

心
」
を
ハ
、
向
相
て
う
た
ふ
也
。「
や
う
〳
〵
行
は
名
も
高
き
」
に
て
正

方
へ
向
、
少
行
て
「
漢
陽
宮
」
と
、
つ
れ
之
方
へ
付
也
。
つ
れ
は
、
か
し

こ
ま
り
待
。
わ
き
ハ
松
之
所
ま
て
行
、「
そ
う
も
ん
と
」
言
。
狂
言
、
出

て
言
也
。
大
臣
聞
て
、
し
て
へ
言
、
笛
の
前
へ
の
く
。
両
人
な
か
ら
、
刀

を
出
す
。
正
方
を
請
て
、
う
た
ひ
出
す
。「
お
く
れ
た
り
」
と
、
つ
れ
を

見
る
。「
は
ん
ゑ
き
か
く
ひ
」
と
、
扇
を
ひ
ろ
け
、
正
方
に
を
き
、
た
い

の
右
へ
立
の
き
、
下
に
居
也
。
わ
き
ハ
、
さ
し
つ
の
は
こ
を
と
り
持
て
出

て
、
笛
之
前
へ
の
き
、
な
を
る
。「
け
い
か
ハ
期
し
た
る
」
と
言
時
、
け

ん
を
と
り
、
た
い
へ
上
り
、
し
て
之
む
ね
、
か
り
き
ぬ
の
下
へ
手
を
入
。

両
人
な
か
ら
、
け
ん
を
む
ね
へ
さ
し
つ
け
、
居
る
也
。
左
之
ひ
さ
を
つ
き
、

右
の
ひ
さ
を
立
て
、
両
人
な
か
ら
同
し
。「
い
か
に
し
ん
ふ
や
う
、
何
と

有
へ
き
そ
」
と
談
合
す
る
心
也
。「
君
聞
や
〳
〵
」
之
あ
た
り
よ
り
、
少

〳
〵
ね
ふ
り
、
又
ハ
さ
め
、
又
ハ
ね
ふ
り
〳
〵
す
る
也
。「
二
三
へ
ん
」

の
時
分
よ
り
は
、
本
〳
〵
に
ね
ふ
る
体
也
。
又
、
か
り
き
ぬ
の
袖
に
取
つ

く
も
在
之
。
大
夫
次
第
也
。「
御
衣
の
袖
を
ひ
つ
き
り
」
と
言
、
し
ん
ふ

や
う
ハ
、
う
し
ろ
へ
こ
ろ
ひ
、
た
い
よ
り
お
つ
る
。
け
い
か
ハ
右
之
方
へ

こ
ろ
ひ
落
也
。
立
て
、
ゆ
め
の
さ
め
た
る
体
に
て
、
お
き
上
り
、
柱
に
立

か
く
れ
候
時
、
ふ
し
ん
ノ
体
在
之
。「
い
か
り
を
な
し
て
」
の
時
、
い
か

る
体
也
。
け
ん
を
御
門
へ
、
な
け
か
く
る
。
乍
去
あ
た
ら
ぬ
や
う
に
、
な

く
る
也
。「
や
つ
さ
き
」
と
言
時
、
と
う
と
ふ
し
、
大
夫
次
第
に
お
き
上

り
、
入
也
。

一

二
十
一

金
札

一
人
。
大
臣
也
。
を
き
つ
ゝ
み
に
て
出
、
名
乗
。
道
行
、
不
付
に
。
な

を
る
也
。
立
て
、
う
た
ふ
。「
参
り
て
拝
こ
そ
」
に
て
、
な
を
る
也
。
札

を
大
夫
よ
り
渡
時
取
て
、「
実
々
」
と
言
也
。
さ
し
上
、
少
正
方
へ
向
、

左
之
手
に
て
さ
し
上
、
右
之
手
を
そ
へ
て
、「
抑
」
と
言
出
す
。「
事
も
お

ろ
か
や
」
と
、
大
夫
を
見
て
言
也
。
札
を
下
に
置
也
。

一

二
十
二

和
布
苅

三
人
。
本
脇
ハ
、
か
さ
折
に
、
白
物
な
と
き
る
。
よ
り
か
り
き
ぬ
。
大

口
。
末
広
。
つ
れ
二
人
ハ
、
か
み
し
も
。
か
み
を
ゆ
ひ
て
。
し
つ
め
折
。

同
、
正
方
に
て
名
乗
。
つ
れ
ハ
太
鼓
の
脇
に
、
つ
く
は
う
て
居
也
。
サ
シ

よ
り
、
つ
れ
立
ち
、
付
る
也
。
道
行
に
ハ
立
、
向
。
不
付
に
。
な
を
る
。

う
た
ふ
。
小
う
た
ひ
之
返
に
て
下
に
ゐ
る
。

中
入
之
間
に
、
た
ま
た
す
き
を
上
る
也
。
た
い
ま
つ
と
、
か
ま
と
を
出
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し
て
を
く
。「
か
ん
ぬ
し
た
い
ま
つ
ふ
り
立
て
」
と
、
一
く
を
ハ
下
に
ゐ

て
、
う
た
ふ
。
う
た
ひ
〳
〵
、
た
い
ま
つ
を
右
に
て
取
上
、
左
へ
取
、
右

に
ハ
か
ま
を
持
。
う
た
ひ
の
返
に
て
立
。
岩
間
を
つ
た
ふ
仕
舞
也
。
た
い

ま
つ
を
ふ
り
立
て
、
三
か
ま
か
り
、
左
之
足
よ
り
少
開
。
右
へ
ま
ハ
り
、

正
方
を
見
帰
り
、「
本
之
こ
と
く
」
と
み
て
、
思
ひ
入
を
し
て
、
入
也
。

太
鞁
之
わ
き
に
、
か
ま
、
た
い
ま
つ
を
す
て
ゝ
、
入
也
。
ほ
こ
を
持
な
ら

ハ
、
か
ま
を
こ
し
に
さ
し
、
右
に
ほ
こ
を
持
。
め
を
か
る
時
、
ほ
こ
を
下

に
置
。
か
ま
を
ぬ
き
、
か
り
て
、
か
ま
を
こ
し
に
さ
し
、
右
へ
た
い
ま
つ

を
と
り
、
左
に
ほ
こ
さ
き
を
う
し
ろ
へ
な
し
、
か
へ
る
。

一

二
十
三

田
村

三
人
。
上
り
僧
也
。
道
行
、
付
而
。
な
を
る
。
立
て
、
南
北
を
見
て
う

た
う
。「
さ
そ
う
花
と
つ
れ
て
、
ち
る
や
心
な
る
ら
ん
」。
其
時
わ
か
れ
て
、

な
を
る
也
。

立
て
、
大
鼓
の
前
ま
て
行
。「
い
か
に
当
寺
門
前
之
人
の
渡
り
候
か
。

少
尋
申
度
事
候
間
、
是
へ
候
御
出
へ
」。「
是
は
東
国
方
者
に
て
候
。
当
寺

初
而
一
見
之
事
候
。
当
寺
□
□
子
細
わ
き
て
ハ
田
村
丸
之
い
わ
れ
御
存
な

ら
は
語
て
御
聞
か
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
語
候
物
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に

あ
ら
す
。
さ
い
せ
ん
も
申
こ
と
く
、
是
は
東
（
国
）
方
之
者
に
て
候
か
、

当
寺
初
而
参
候
処
に
、
や
こ
と
な
き
人
う
つ
く
し
き
玉
ハ
ヽ
き
を
も
ち
、

花
の
か
け
を
き
よ
め
候
程
に
、
是
は
は
な
も
り
に
て
候
か
と
申
て
候
へ
ハ
、

さ
ん
候
花
守
と
や
申
さ
む
、
又
宮
つ
こ
と
や
申
へ
き
、
い
つ
れ
に
よ
し
あ

る
も
の
と
思
候
へ
と
仰
候
程
に
、
当
寺
之
ら
ひ
れ
き
尋
申
て
候
へ
ハ
、
懇

に
か
た
り
給
ひ
候
程
に
、
又
見
え
渡
り
た
る
名
所
を
尋
候
へ
ハ
、
懇
に
を

し
へ
候
程
に
、
御
身
ハ
誰
に
て
候
そ
と
申
て
候
へ
ハ
、
我
か
行
か
た
を
見

よ
と
候
て
御
身
御
物
か
た
り
の
こ
と
く
、
是
成
内
ち
ん
に
入
給
ふ
と
み
て
、

姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
な
ん
ほ
う
ふ
し
ん
に
存
、
さ
て
尋
申
て

候
」。「
心
え
申
て
候
。
暫
此
所
に
逗
留
し
、
田
村
丸
之
御
跡
を
も
懇
に
と

ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
立
て
も
、
又
ハ
た
ゝ
す
も
同
し
。

一

二
十
四

頼
政

一
人
。
下
僧
也
。
少
付
之
正
方
へ
向
、
さ
し
を
う
た
ふ
也
。「
山
の
姿
、

川
の
な
か
れ
、
遠
の
里
」
之
心
在
之
。
し
て
に
よ
は
れ
て
向
也
。
さ
て

「
あ
れ
に
一
村
の
里
」
の
心
在
之
。「
是
に
見
た
る
小
嶋
か
さ
き
」
の
心
。

「
む
か
ひ
に
見
た
る
寺
」
之
心
。「
平
等
院
」
お
も
し
ろ
き
心
。「
扇
の
し

は
」
の
心
。
是
ハ
、
し
て
の
腹
切
所
を
さ
し
て
見
る
也
。
し
て
へ
よ
く

〳
〵
と
ふ
也
。
物
語
り
に
、
し
て
す
わ
ら
ハ
脇
も
す
わ
る
也
。
し
て
次
第

也
。立

て
居
、
間
を
よ
ふ
也
。「
在
所
之
人
の
渡
候
か
。
少
尋
申
度
事
候
間
、

こ
な
た
へ
御
出
候
へ
」。「
此
所
に
お
ゐ
て
源
三
位
頼
政
之
し
か
ひ
し
は
て

給
ひ
た
る
い
わ
れ
、
か
た
つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
。

尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
お
こ
と
よ
り
以
前
に
老
人
一
人
来
、
此
所
之

名
所
旧
跡
残
無
を
し
へ
候
程
に
、
此
し
は
に
つ
き
ふ
し
ん
を
な
し
て
候
へ

は
、
只
今
御
身
の
御
も
の
か
た
り
と
一
し
く
、
頼
政
か
せ
ん
に
打
ま
け
給

た
る
所
を
懇
に
か
た
り
給
ひ
、
其
後
我
よ
り
政
か
ゆ
う
れ
ひ
と
候
て
、
此

し
は
の
ほ
と
り
へ
立
寄
給
ふ
と
見
て
、
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
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し
ん
に
存
、
尋
申
候
」。「
心
え
申
候
。
さ
あ
ら
ハ
此
所
に
逗
留
し
、
頼
政

の
御
跡
懇
に
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
不
立
に
也
。

一

二
十
五

清
経

お
り
す
ち
な
と
き
て
。
茶
せ
ん
か
み
ゆ
ひ
か
け
。
す
わ
ふ
。
大
口
。
こ

し
お
ひ
し
め
。
お
り
笠
を
き
。
刀
さ
し
て
。
守
を
く
ひ
に
か
く
る
。
次
第
、

笛
之
方
へ
向
、
謡
也
。
次
第
過
、
か
さ
を
ぬ
き
、
左
之
手
に
持
方
に
て
名

乗
。
道
行
之
打
返
に
て
、
か
さ
を
き
る
也
。
付
す
に
と
言
。「
こ
な
た
へ
」

と
よ
は
れ
て
、
か
さ
を
す
て
、
よ
り
て
右
之
ひ
さ
を
つ
き
、
左
之
ひ
さ
を

立
、
両
之
手
を
つ
き
言
。
小
う
た
ひ
に
な
り
、
手
を
上
る
。
又
手
を
付
、

「
い
か
に
申
上
候
」。
か
た
み
を
取
出
、
扇
を
ひ
ろ
け
、
す
ゑ
て
立
。
つ
れ

之
前
へ
行
候
て
、
右
の
手
ひ
さ
を
つ
き
て
、
さ
し
上
る
。
取
候
て
か
ら
の

き
、
扇
を
し
ほ
め
、
笛
の
前
へ
の
き
、
な
を
る
。

一

二
十
六

八
嶋

三
人
。
下
僧
也
。
付
而
。
な
を
る
也
。
立
て
、
正
方
へ
向
。「
塩
屋
の

あ
る
し
の
帰
て
候
」
と
言
。
二
足
三
足
ほ
と
出
、
宿
を
か
る
也
。「
扨
な

く
さ
み
ハ
浦
の
名
」
之
返
に
、
本
の
居
座
へ
な
を
る
也
。
中
入
に
心
を
付

る
也
。

狂
言
、
必
か
ゝ
る
也
。「
何
と
て
」
と
、
ゝ
か
め
ら
れ
て
、「
い
や
、
是

（
マ
マ
）

ハ
此
屋
の
あ
る
し
に
か
り
申
て
、
と
ま
り
て
と
ま
り
て
候
」。「
い
や
是
ハ

正
か
り
申
て
と
ま
り
て
ハ
候
へ
と
も
、
乍
去
い
に
し
へ
此
所
ハ
源
平
両
家

の
か
せ
ん
の
ち
ま
た
と
承
及
候
間
、
其
い
く
さ
物
語
か
承
度
候
。
御
存
な

ら
ハ
語
て
御
聞
か
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
物
哉
。
尋
申
事
よ
の

儀
に
あ
ら
す
。
是
ハ
都
か
た
の
も
の
に
て
候
か
、
此
所
初
而
一
見
之
事
に

て
候
。
此
所
に
お
ゐ
て
日
の
暮
候
程
に
、
此
塩
屋
に
立
寄
、
一
夜
を
明
し

申
さ
う
す
る
と
存
、
此
所
や
す
ら
い
候
処
に
、
老
人
と
若
き
男
と
二
人
来

れ
候
程
に
、
此
塩
屋
の
あ
る
し
に
て
候
ハ
ヽ
、
宿
を
か
し
申
さ
れ
よ
か
し

と
申
て
候
へ
ハ
、
安
事
な
れ
と
も
、
し
ほ
や
の
う
ち
見
く
る
し
く
候
と
被

申
候
程
に
、
く
る
し
か
ら
ぬ
と
申
て
候
へ
は
、
宿
を
か
さ
れ
候
程
に
と
ま

り
申
、
い
ろ
〳
〵
雑
談
な
ど
候
程
に
、
只
今
御
身
に
尋
申
候
こ
と
く
、
源

平
之
か
せ
ん
之
様
体
を
承
度
由
申
て
候
へ
ハ
、
只
今
御
身
の
御
物
か
た
り

と
一
し
く
懇
に
語
ひ
、
其
後
よ
し
つ
ね
の
う
き
よ
の
夢
は
し
さ
ま
し
給
ふ

な
と
の
給
ひ
、
此
し
ほ
や
を
出
る
と
見
て
、
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、

な
ん
ほ
う
ふ
し
ん
に
候
よ
」。「
心
え
申
候
。
此
所
暫
逗
留
し
、
懇
に
と
ふ

ら
ひ
申
、
其
後
何
方
へ
も
罷
通
ら
ふ
す
る
に
て
候
」。
立
て
も
居
て
も
同

し
也
。

一

二
十
七

道
盛

弐
人
。
常
之
僧
也
。
き
や
う
を
ふ
と
こ
ろ
へ
入
、
出
也
。
正
方
に
て
名

乗
。
脇
座
に
て
、
こ
し
を
か
く
る
。
つ
れ
ハ
名
乗
之
間
ハ
、
太
鼓
の
わ
き

に
ま
ち
て
居
て
、
こ
し
を
か
け
て
か
ら
立
て
、
脇
の
下
に
な
を
る
也
。
こ

し
を
か
け
て
か
ら
、
お
し
し
つ
め
て
、「
い
そ
山
」
と
う
た
ひ
出
す
也
。

後
ハ
立
す
に
う
た
ふ
也
。「
お
経
を
ひ
ら
き
」
の
時
、
開
、
と
く
し
ゆ
す

る
也
。「
あ
ら
う
れ
し
」
ま
て
経
を
よ
む
体
也
。
中
入
に
能
々
心
を
付
る
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也
。間

、
か
ゝ
る
。
知
人
也
。
ふ
し
ん
を
立
合
、
間
か
た
り
す
る
也
。
狂
言

よ
り
ふ
し
ん
を
た
て
ら
れ
て
、
中
入
也
。
様
体
を
か
た
る
也
。
後
ハ
其

ま
ゝ
謡
也
。
大
夫
出
て
、
つ
か
〳
〵
と
来
時
、
立
て
、
少
出
て
、「
に
よ

か
」
と
、
か
つ
し
や
う
し
て
言
也
。
し
て
と
一
度
に
、
す
ハ
る
也
。
後
ハ

こ
し
を
不
懸
也
。

一

二
十
八

忠
度

三
人
。
下
僧
也
。
道
行
、
不
付
に
。「
宿
を
か
ら
う
」
と
言
、
な
を
る

也
。
立
て
、
中
入
に
心
を
付
也
。
直
に
太
こ
の
ま
へ
ま
て
行
、
間
を
よ
ふ
。

「
少
た
つ
ね
申
度
事
候
間
、
是
へ
御
出
候
へ
」
言
、
本
座
へ
な
を
る
。

「
此
所
に
て
さ
つ
ま
の
か
み
忠
度
の
は
て
給
ひ
た
る
い
わ
れ
存
な
ら
ハ
、

御
物
語
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
物
か
な
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら

す
。
是
ハ
都
方
の
者
に
て
候
か
、
此
所
初
而
一
見
の
事
に
て
候
か
、
此
所

①

②

に
て
宿
を
か
り
、
又
ハ
花
の
か
け
程
之
候
へ
き
か
と
の
給
ひ
候
程
に
、
誰

を
あ
る
し
と
定
候
へ
き
と
申
て
候
へ
は
、
そ
れ
に
つ
き
只
今
御
身
の
御
物

か
た
り
と
一
し
く
、
い
ろ
〳
〵
歌
物
語
な
と
申
③
さ
れ
、
其
後
都
へ
帰
り

て
御
言
伝
す
へ
き
由
申
、
是
成
花
の
か
け
に
て
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程

に
、
ふ
し
ん
に
存
、
さ
て
尋
申
て
候
」。「
心
え
申
候
。
懇
に
と
ふ
ら
ひ
申

さ
う
す
る
に
て
候
」。「
心
え
申
候
」。「
先
々
都
に
」
と
、
う
た
ひ
出
し
て

か
ら
立
也
。

﹇
再
出
と
の
異
同
﹈
①
「
か
り
」
の
後
に
「
候
ヘ
ハ
」
が
入
る
。
②

「
又
ハ
」
が
な
い
。
③
「
さ
れ
、
其
後
都
へ
帰
り
て
御
言
」
が
な
い
。

一

二
十
九

兼
平

一
人
。
つ
ね
之
僧
也
。
道
行
、
付
而
。
な
を
る
也
。
立
て
、「
な
ふ

〳
〵
」
と
云
。「
と
く
〳
〵
め
さ
れ
」
と
云
時
、
右
之
足
よ
り
乗
。
下
に

居
る
也
。「
い
か
に
舟
頭
殿
」
と
言
也
。「
先
向
に
見
え
た
る
」
と
見
て
、

名
所
浦
山
と
、
そ
れ
〳
〵
に
心
、
目
、
か
ほ
、
身
を
も
や
る
様
に
し
て
謡

也
。
し
て
と
言
合
て
、
身
を
や
る
な
り
。
正
方
へ
、
す
み
か
け
て
居
也
。

大
夫
、
中
入
之
時
、
い
か
に
も
ふ
し
ん
な
る
体
を
し
て
見
る
也
。

狂
言
、
出
て
、
ふ
し
ん
を
立
る
時
、「
是
ハ
向
よ
り
舟
を
か
り
候
て
、

此
所
へ
越
て
候
。
そ
れ
に
つ
き
不
審
成
事
の
候
。
少
尋
申
度
事
候
間
、
こ

な
た
へ
御
出
候
へ
」
と
言
、
舟
よ
り
あ
か
り
、
居
座
へ
な
を
る
。
間
、
出

る
也
。「
別
成
事
に
て
も
な
く
候
。
今
井
の
四
郎
兼
平
の
あ
ハ
つ
か
原
に

て
は
て
給
ひ
た
る
様
体
、
御
存
な
ら
ハ
語
て
御
聞
か
せ
候
へ
」。「
懇
に
御

①

も
の
か
た
り
候
物
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
是
ハ
兼
平
の
御
ゆ
か

り
の
も
の
に
て
候
か
、
御
跡
弔
申
さ
ん
た
め
此
所
参
候
処
ニ
、
向
に
て
便

舟
を
こ
ひ
、
舟
に
乗
候
へ
ハ
、
舟
中
に
て
見
え
渡
り
た
る
浦
山
名
所
旧
跡

を
尋
申
候
へ
は
、
こ
と
〳
〵
く
を
し
へ
給
ひ
、
其
後
此
所
あ
は
つ
に
は
や

く
付
と
斗
言
す
て
、
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
不
審
に
存
、
さ
て
尋

②

申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
此
所
に
逗
留
し
、
弥
々
兼
平
の
御
跡
懇
に
弔
申

さ
う
す
る
に
て
候
」。
後
ハ
其
ま
ゝ
。

﹇
再
出
と
の
異
同
﹈
①
「
よ
の
」
が
な
い
。
②
「
弥
々
」
が
な
い
。
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一

三
十

経
正

一
人
。
下
僧
。
大
口
也
。
又
う
つ
ほ
に
て
も
吉
。
道
行
、
不
付
に
。
正

方
へ
行
、
立
て
居
也
。
し
て
、
出
る
時
、「
ふ
し
き
や
」
と
其
ま
ゝ
向
也
。

「
ま
ほ
ろ
し
の
」
返
に
て
、
す
わ
る
也
。

一

三
十
一

実
盛

三
人
僧
。
本
脇
ハ
大
口
也
。
う
つ
ほ
に
も
吉
。
わ
き
座
に
、
こ
し
を
か

く
る
。
狂
言
、
口
明
を
言
候
て
、
う
た
ひ
い
た
す
。
つ
れ
二
人
ハ
、
つ
ゝ

み
の
ま
へ
に
居
也
。
道
行
過
て
か
ら
、
脇
座
へ
な
を
る
也
。
し
て
出
て
も
、

其
ま
ゝ
う
た
ふ
也
。

①

間
、
か
ゝ
る
也
。「
何
と
て
け
ふ
ハ
お
そ
く
参
候
そ
」
と
言
。「
色
々
不②

審
成
事
の
候
。
此
所
に
て
斉
藤
別
当
実
盛
の
は
て
給
ひ
た
る
い
わ
れ
、
存

な
ら
ハ
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
祝
着
申
候
。
不
審
成
事

候
。
よ
の
儀
に
て
ハ
な
く
候
。
お
こ
と
の
ふ
し
ん
の
こ
と
く
、
何
方
と
も

③

知
す
老
人
一
人
、
此
間
日
中
の
せ
う
み
や
う
に
お
こ
た
ら
す
参
候
間
、
い

④

か
成
者
そ
名
を
名
乗
と
申
候
へ
ハ
、
名
を
ハ
な
の
ら
て
、
実
盛
の
は
て
給

⑤

ひ
た
る
様
体
を
懇
に
か
た
り
給
ひ
、
其
後
御
身
御
物
語
と
一
し
く
、
我
実

盛
か
ゆ
う
れ
い
と
言
捨
、
あ
の
池
の
辺
に
立
寄
と
見
て
、
す
か
た
を
見
う

し
な
ひ
て
候
ほ
と
に
、
な
ん
ほ
う
ふ
し
ん
に
候
」。「
さ
あ
ら
ハ
あ
の
池
の

辺
に
て
、
懇
に
弔
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
立
て
う
た
ひ
、
正
方
へ
向
、

か
つ
し
や
う
し
て
、「
南
無
あ
み
」
と
言
也
。
其
間
に
こ
し
か
け
を
と
ら

せ
て
、
後
ハ
こ
し
を
か
け
す
。

﹇
再
出
と
の
異
同
﹈
①
「
色
々
」
の
後
に
「
ふ
し
ん
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
つ

き
、
く
そ
う
も
少
し
」
が
入
る
。
②
「
存
」
の
前
に
「
御
」
が
入
る
。

③
「
の
」
が
な
い
。
④
「
名
を
ハ
」
が
な
い
。
⑤
「
身
」
の
後
に

「
之
」
が
入
る
。

一

三
十
二

あ
つ
も
り

一
人
。
ゐ
中
僧
也
。
次
第
を
笛
之
方
へ
向
、
う
た
ふ
也
。
道
行
、
付
而
。

正
方
に
て
、
せ
り
ふ
を
言
、
な
を
る
。
立
て
、「
い
か
に
」
と
言
。「
身
の

わ
さ
の
」、
小
謡
に
て
す
わ
る
也
。
但
、
し
て
に
う
か
ゝ
い
立
て
、
仕
舞

な
と
在
之
と
言
ハ
、
立
て
居
也
。

立
て
、
在
所
の
者
を
よ
ふ
。
狂
言
よ
り
、
か
ゝ
る
事
も
在
之
。「
少
尋

申
度
事
候
。
此
所
に
お
ゐ
て
あ
つ
も
り
の
は
て
給
ひ
た
る
様
体
を
か
た
つ

て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
。
近
比
面
目
も
な
き
申
事
に
て

①

候
へ
と
も
、
是
は
熊
谷
の
次
郎
直
実
か
は
て
に
て
候
」。「
心
え
申
候
。
只

今
の
御
物
か
た
り
を
承
候
む
か
し
を
思
ひ
出
て
落
涙
仕
て
候
。
弥
々
此
所

②

に
て
御
経
を
よ
み
弔
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
立
て
、
う
た
ふ
。
但
、
其

ま
ゝ
も
よ
し
。

﹇
再
出
と
の
異
同
﹈
①
「
心
え
申
候
。
只
今
の
御
物
か
た
り
を
」
が
な
い
。

②
「
よ
」
が
な
い
。

一

三
十
三

江
口

三
人
。
下
僧
也
。
付
而
。
つ
れ
に
せ
り
ふ
を
言
、
な
を
す
。
太
鼓
の
前
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に
て
、「
い
か
に
里
人
之
渡
候
か
」。「
此
所
を
ハ
江
口
の
里
と
申
候
か
。

此
所
に
て
江
口
の
君
の
旧
跡
ハ
い
つ
く
之
程
に
て
候
そ
」。「
さ
あ
ら
ハ
立

寄
弔
申
さ
う
す
る
に
て
候
」
と
言
。
ち
と
高
く
よ
り
て
。
大
夫
に
と
ひ
合

所
ハ
、
大
夫
次
第
に
見
て
、「
さ
て
ハ
」
と
言
出
す
。「
あ
ら
い
た
ハ
し

や
」
と
言
、
正
方
へ
行
。
立
て
居
て
、
大
夫
に
よ
ひ
か
へ
さ
れ
て
、「
ふ

し
き
や
な
」
と
言
也
。

大
夫
中
入
之
時
、
直
に
太
鼓
の
前
ま
て
又
行
、「
い
か
に
さ
い
せ
ん
の

①

人
の
渡
候
か
」
と
、
間
を
よ
ふ
。「
少
尋
申
度
事
之
候
間
、
こ
な
た
へ
御

出
候
へ
」。「
此
所
に
て
江
口
之
君
の
い
わ
れ
御
存
な
ら
ハ
、
か
た
つ
て
御

聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
も
の
か
た
り
候
も
の
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら

②

す
。
さ
い
せ
ん
御
身
御
を
し
へ
給
ふ
こ
と
く
、
江
口
の
君
の
旧
跡
を
た
ゝ

③

何
と
な
く
弔
候
処
に
、
い
つ
く
と
も
し
ら
す
女
性
一
人
来
、
江
口
之
君
の

④
〔
之
〕

御
事
懇
に
語
、
其
後
我
こ
そ
江
口
之
君
也
ゆ
う
れ
い
と
名
乗
、
是
成
河
竹

之
ほ
と
り
に
て
、
す
か
た
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
候
て
、

⑤
尋
申
て
候
」。「
心
え
申
候
。
此
所
に
逗
留
し
、
江
口
之
君
の
御
跡
を
懇
に

弔
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。「
い
さ
と
ふ
ら
い
て
」
の
時
、
立
也
。

﹇
再
出
と
の
異
同
﹈
①
「
間
」
で
は
な
く
「
て
」。
②
「
身
」
の
後
に

「
の
」
が
入
る
。
③
「
江
口
之
君
の
御
事
懇
に
語
、
其
後
我
こ
そ
」
が
な

い
。
④
「
君
也
」
で
は
な
く
「
君
之
」。
⑤
「
申
」
が
な
い
。

一

三
十
四

采
女

一
人
。
常
の
僧
。
道
行
、
付
而
。
正
方
へ
向
、「
う
れ
し
や
」
と
言
、

な
を
る
。
立
て
、
さ
る
沢
の
池
を
み
る
心
。
し
て
次
第
の
心
也
。
小
謡
に

て
、
な
を
る
。

①

中
入
に
立
て
、「
い
か
に
此
所
の
人
渡
り
候
か
」。
狂
言
出
時
、
な
を
り

て
、「
う
ね
め
の
君
の
い
わ
れ
御
存
な
ら
ハ
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に

②

御
物
か
た
り
候
者
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
是
ハ
諸
国
一
見
之
僧

に
て
候
か
、
此
春
日
の
明
神
へ
初
而
参
候
処
に
、
何
方
共
な
く
、
女
性
一

人
来
、
此
春
日
山
の
子
細
さ
ま
〳
〵
語
給
ひ
、
其
後
是
成
猿
沢
の
池
へ
と

も
な
わ
ふ
す
る
と
承
候
ほ
と
に
、
参
り
て
候
へ
は
、
思
ふ
子
細
之
候
へ
ハ
、

此
池
の
辺
に
て
仏
事
を
な
せ
と
承
候
程
に
、
安
間
の
事
に
て
候
、
扨
誰
と

心
さ
し
、
ゑ
か
う
申
へ
き
と
申
て
候
へ
ハ
、
さ
ま
〳
〵
か
た
り
給
ひ
、
其

後
我
ハ
采
女
の
君
の
ゆ
う
れ
い
と
承
、
此
池
水
に
入
せ
給
ふ
と
見
て
、
姿

（
マ
マ
）

を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
扨
尋
申
申
て
候
」。「
心
え

申
候
。
さ
あ
ら
ハ
此
池
の
辺
に
て
御
経
を
よ
み
、
仏
事
を
な
し
申
さ
う
す

る
に
て
候
」。
下
に
居
な
か
ら
哥
を
よ
み
か
へ
す
也
。

﹇
再
出
と
の
異
同
﹈
①
「
人
」
の
後
に
「
ノ
」
が
入
る
。
②
「
に
」
が

な
い
。

一

三
十
五

定
家

三
人
。
白
、
紫
、
黄
ハ
、
は
る
し
。
次
第
、
道
行
、
つ
ね
の
こ
と
し
。

①

付
而
。
つ
れ
衆
ハ
、
な
を
る
。
わ
き
ハ
正
方
向
、「
面
白
や
」
と
言
。「
あ

ら
咲
止
や
」
と
、
時
雨
を
見
る
心
。「
是
成
宿
り
」
と
、
わ
き
座
を
見
て
、

立
寄
心
也
。
し
て
に
、
よ
ハ
れ
て
向
ふ
。
う
た
ふ
也
。「
実
々
、
是
成
か

く
を
み
れ
は
」
と
、
正
方
の
上
の
、
け
た
の
と
を
り
を
見
て
う
た
ふ
也
。

つ
か
へ
行
時
ハ
、
し
て
次
第
に
行
。
つ
か
を
見
て
、「
あ
ら
ふ
し
き
や
」
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と
言
。
小
謡
に
て
、
な
を
る
。

立
て
、「
い
か
に
此
所
の
人
の
渡
り
候
か
」
と
言
。
狂
言
出
る
時
、「
是

②

ハ
北
国
方
の
僧
に
て
候
か
、
此
所
初
而
一
見
の
事
に
て
候
。
此
所
に
お
ゐ

て
、
定
家
卿
の
い
わ
れ
、
分
て
ハ
し
よ
く
し
内
し
ん
わ
う
の
御
事
、
御
存

候
ハ
ヽ
、
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
者
哉
。
尋
申
事
よ

の
儀
に
あ
ら
す
。
さ
い
せ
ん
も
申
こ
と
く
、
是
は
北
国
方
の
者
に
て
候
か
、

此
所
初
而
一
見
仕
候
処
に
、
俄
時
雨
の
ふ
り
来
候
程
に
、
是
成
一
宿
り
に

③

立
寄
、
時
雨
を
ハ
ら
さ
は
や
と
思
ひ
候
処
に
、
何
方
共
知
す
、
女
性
一
人

来
、
何
と
て
其
や
と
り
へ
ハ
立
寄
候
そ
と
承
候
程
に
、
只
今
の
時
雨
を
は
④

ら
さ
ん
為
に
立
寄
候
と
申
て
候
へ
ハ
、
是
ハ
定
家
の
卿
の
立
お
か
れ
た
る

時
雨
の
ち
ん
に
て
候
と
承
、
其
後
無
所
へ
供
な
わ
ふ
す
る
と
承
候
程
に
、

参
候
へ
は
、
是
成
石
た
う
ハ
し
よ
く
し
内
し
ん
わ
う
の
み
は
か
成
、
又
此

⑤

⑥

か
つ
ら
を
ハ
定
家
か
つ
ら
と
申
由
承
候
程
に
、
定
家
か
つ
ら
と
ハ
い
か
や

う
成
い
わ
れ
に
て
候
そ
と
申
て
候
へ
ハ
、
定
家
か
つ
ら
の
い
わ
れ
さ
ま

〳
〵
語
給
ひ
、
其
後
し
よ
く
し
内
し
ん
わ
う
、
こ
れ
ま
て
見
え
来
た
り
と

承
、
此
石
た
う
の
辺
に
て
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、

扨
尋
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
此
所
に
し
は
ら
く
逗
留
し
、
定
家
の
卿
又

ハ
し
よ
く
し
内
し
ん
わ
う
の
御
跡
、
懇
に
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て

候
」。
後
ハ
立
て
も
、
す
わ
り
て
も
、
く
る
し
か
ら
す
。
出
は
よ
り
、
ふ

し
儀
の
こ
ゑ
と
思
ふ
心
在
之
。「
是
見
給
へ
」
の
時
、「
あ
ら
い
た
わ
し
」

⑦

と
言
て
、
立
て
前
へ
よ
り
て
、
出
る
時
、
本
座
へ
な
を
る
。
よ
く
〳
〵
心

を
付
る
也
。

﹇
再
出
と
の
異
同
﹈
①
「
衆
」
で
は
な
く
「
方
」。
②
「
所
に
お
ゐ
て
、

定
家
卿
の
い
わ
れ
」
が
な
い
。
③
「
知
す
」
が
な
い
。
④
「
た
る
」
で

は
な
く
「
さ
て
」。
⑤
「
申
」
の
後
に
「
の
」
が
入
る
。
⑥
「
承
」
で

は
な
く
「
給
」。
⑦
「
よ
り
て
」
の
後
に
「
又
其
ま
ゝ
に
て
も
。
か
つ
せ

う
し
て
」
が
入
る
。

一

三
十
六

夕
か
ほ

三
人
。
但
、
一
人
に
て
も
。
白
、
紫
、
黄
ハ
、
は
る
し
。
茶
か
、
あ
さ
①

き
な
と
吉
。
名
乗
過
、
さ
し
よ
り
、
つ
れ
し
ゆ
、
う
た
ひ
出
し
て
足
立
。

②

道
行
、
つ
か
す
。
つ
れ
ハ
、
な
を
る
。
わ
き
ハ
、
か
く
や
の
方
を
見
て

「
あ
の
屋
（
つ
）
ま
」
と
言
、
な
を
る
。
中
入
を
見
す
。

「
い
か
に
此
あ
た
り
の
人
の
渡
候
か
」。
狂
言
出
時
、「
少
尋
申
度
事
之

候
間
、
こ
な
た
へ
御
出
候
へ
」。「
是
は
豊
後
の
国
よ
り
出
た
る
僧
に
て
候

③

か
、
此
所
に
お
ゐ
て
、
何
か
し
の
ゐ
ん
の
い
わ
れ
御
存
候
ハ
ヽ
、
語
て
御

聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
語
候
者
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
さ
い

前
も
申
こ
と
く
、
是
ハ
豊
後
の
国
よ
り
罷
上
、
此
所
何
と
な
く
や
す
ら
ひ

候
処
に
、
何
方
共
知
す
、
女
性
一
人
、
歌
を
き
ん
し
て
来
候
程
に
、
ふ
し

ん
を
な
し
て
候
へ
ハ
、
何
か
し
の
ゐ
ん
の
い
わ
れ
懇
に
か
た
り
、
又
夕
か

ほ
の
上
の
い
わ
れ
、
我
か
身
の
上
に
言
な
し
、
姿
を
か
き
け
す
や
う
に
見

う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
さ
て
尋
申
て
候
」。「
心
え
申
候
。

此
所
に
お
ゐ
て
懇
に
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
立
て
、
か
つ
せ

う
し
、
な
を
る
。
但
、
御
前
の
能
な
ら
ハ
、
正
方
へ
不
向
、
わ
き
正
方
を

請
也
。﹇

再
出
と
の
異
同
﹈
①
「
足
立
」
が
な
い
。
②
「
す
」
の
後
に
「
に
」

が
入
る
。
③
「
い
わ
れ
」
の
後
に
「
わ
き
て
は
夕
か
ほ
の
上
の
い
わ
れ
」
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が
入
る
。

一

三
十
七

松
風

一
人
。
白
、
紫
、
黄
ハ
悪
し
。
茶
、
あ
さ
き
吉
。
名
乗
、
ち
と
ひ
き
く

名
乗
。
左
の
足
よ
り
ひ
ら
き
、
大
鼓
の
前
に
て
、「
い
か
に
在
所
の
人
の

渡
候
か
」。
狂
言
出
る
時
、「
あ
れ
成
い
そ
へ
に
用
有
け
な
る
松
の
候
。
い

か
様
い
わ
れ
の
な
き
事
ハ
候
ま
し
。
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
心
え
申
候
。

さ
あ
ら
ハ
あ
の
い
そ
へ
に
立
寄
、
懇
に
弔
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
右

ノ
足
を
う
し
ろ
へ
ふ
み
ひ
ら
き
、
左
よ
り
ふ
み
ま
ハ
り
、
正
方
へ
向
。
高

く
よ
り
、
松
を
ゆ
ら
り
と
見
、「
さ
て
ハ
」
と
言
出
す
。「
哀
さ
よ
」
と
松

に
心
を
ふ
か
く
付
也
。「
か
や
う
に
」
か
ら
、
か
を
ゝ
か
へ
て
、「
け
に
秋

の
日
」
と
西
の
空
を
何
と
な
く
人
の
目
に
か
ゝ
ら
ぬ
や
う
に
、
ゆ
ら
〳
〵

と
請
て
、「
あ
の
山
本
」
と
、
大
臣
柱
の
方
を
遠
〴
〵
と
見
て
、「
是
成
」

と
脇
の
居
座
を
見
て
、
う
た
ひ
は
て
ぬ
内
に
、
少
こ
し
を
も
す
へ
、
手
を

も
両
を
よ
す
る
や
う
に
し
て
、
左
よ
り
少
ふ
み
出
し
、
何
共
無
な
を
る
也
。

ろ
ん
き
は
て
ゝ
、
立
、
正
方
へ
少
向
、「
塩
や
の
あ
る
し
」
と
言
。
右
よ

り
二
足
三
足
程
ふ
み
出
し
、
つ
れ
へ
向
、
宿
を
か
る
。
シ
テ
へ
少
も
心
を

付
す
。「
さ
ら
ハ
こ
な
た
へ
」
い
わ
れ
、
少
笛
の
前
へ
さ
か
り
、
下
に
居

也
。
下
に
居
時
よ
り
、
し
て
に
心
を
付
る
。「
わ
く
ら
ハ
」
の
歌
を
詠
内
、

し
て
も
つ
れ
も
、
な
く
時
、「
あ
ら
ふ
し
き
」
と
、
両
の
か
ほ
ゝ
能
々
見

合
也
。「
こ
ひ
く
さ
」
の
小
謡
に
て
、
打
返
の
間
に
て
、
な
を
る
也
。

一

三
十
八

湯
谷

い
か
に
も
う
つ
く
し
き
物
を
花
や
か
に
き
て
。
か
さ
折
。
ち
や
う
け
ん
。

大
口
。
末
広
。
太
刀
持
ハ
、
か
み
を
ゆ
ひ
。
か
み
し
も
。
刀
さ
し
、
し
つ①

め
折
。
た
ち
を
右
の
手
に
も
つ
。
わ
き
、
名
乗
の
間
、
し
て
柱
の
う
ち
に
、

り
し
て
よ
む
心
に
ひ
ろ
け
、
文
の
う
ち
に
な
ら
い
在
之
。「
た
ゝ
、
し
か

る
へ
く
ハ
」
の
時
、
な
ら
ひ
在
之
。
文
の
う
ち
ハ
、
つ
ね
の
文
よ
む
心
も

ち
也
。
ふ
み
は
て
ゝ
、
本
座
へ
な
を
る
。「
は
や
御
出
」
の
時
、
立
て
少

前
へ
出
、
正
方
へ
向
、
立
。
太
刀
持
も
扇
を
さ
し
ゐ
る
。
車
に
の
り
、
ひ

た
り
の
あ
し
、
な
ら
ひ
在
之
。
太
刀
を
取
、
笛
の
前
ニ
置
。
下
か
ゝ
り
に

ハ
太
刀
持
ハ
、
た
ゝ
す
。
ろ
ん
き
は
て
ゝ
、
本
座
へ
な
を
る
。
こ
し
を
か

け
す
。「
い
か
に
誰
か
有
」
と
言
。
太
刀
持
、
扇
斗
に
て
立
。「
御
前
に

候
」
と
言
。
太
刀
持
立
て
、
あ
さ
か
ほ
の
左
の
か
た
へ
行
、
か
し
こ
ま
り

て
、「
い
か
に
」
と
言
渡
、
本
座
へ
な
を
る
。
た
ゝ
し
、
下
か
ゝ
り
に
ハ
、

つ
れ
、
は
や
〳
〵
帰
れ
ハ
、
し
て
へ
す
く
に
言
渡
也
。「
わ
ら
ハ
お
酌
」

の
時
、
扇
を
ひ
ろ
け
請
る
也
。
そ
の
ま
ゝ
「
さ
ら
ハ
一
さ
し
」
と
言
。

「
実
々
」、
時
雨
の
心
在
之
。
た
ん
さ
く
を
一
く
た
り
か
、
二
く
た
り
か
、

心
を
付
て
見
て
、
一
く
た
り
な
ら
ハ
、
下
ノ
く
を
聞
。
又
、
二
く
た
り
な

ら
ハ
、
よ
む
へ
し
。
た
ん
さ
く
、
さ
か
さ
ま
な
ら
ば
取
な
を
せ
。
し
て
よ

り
、
と
り
な
を
し
渡
さ
ハ
、
そ
の
ま
ゝ
、
さ
し
あ
け
、
両
の
手
を
か
け
、

よ
む
也
。「
実
あ
わ
れ
な
り
」
と
言
時
、
た
ん
さ
く
を
下
に
置
也
。

①
「
う
ち
に
」
か
ら
「
り
し
て
よ
む
」
の
間
に
は
、
脱
文
が
あ
る
。
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一

三
十
九

源
氏
供
養

三
人
。
紫
ハ
、
ヽ
る
し
。
衣
ハ
何
色
に
て
も
。
経
の
ひ
も
を
と
き
て
、

ふ
と
こ
ろ
に
入
て
。
大
口
ハ
き
て
も
、
き
す
に
も
。
同
ハ
き
ぬ
か
吉
。
道

行
、
付
す
。
つ
れ
二
人
ハ
小
鼓
、
笛
の
所
に
な
を
る
。
正
方
へ
向
、
わ
き
、

立
て
ゐ
る
。
し
て
「
な
ふ
〳
〵
」
と
言
れ
、
向
。
中
入
に
心
を
付
る
。

立
か
ゝ
り
、
つ
れ
衆
へ
「
な
ふ
〳
〵
」
と
言
。
つ
れ
を
も
た
て
ゝ
、
石

山
へ
行
。
道
す
か
ら
、
語
体
也
。
笛
の
前
に
て
、
か
た
る
也
。
か
た
り
は

て
ゝ
、
ふ
た
ひ
の
ま
ん
中
よ
り
少
脇
座
へ
よ
り
、
下
に
ゐ
て
、
正
方
へ
向
。

つ
れ
衆
ハ
、
う
し
ろ
に
三
つ
か
な
わ
に
ゐ
て
、「
さ
て
石
山
」
と
言
出
す

也
。
う
た
ひ
は
て
ゝ
、
わ
き
座
へ
な
を
る
也
。
後
ハ
た
ゝ
す
に
、
う
た
ふ

也
。
さ
し
の
う
ち
、「
今
あ
ひ
か
た
き
」
の
時
分
、
あ
ふ
き
を
さ
し
、
し

ゆ
す
を
右
へ
と
り
、
経
を
取
出
し
持
て
、
立
。
三
足
、
四
足
程
前
へ
出
、

正
方
へ
向
。
左
の
ひ
さ
を
立
、
か
し
こ
ま
り
、
う
し
ろ
よ
り
、
し
て
の
見

る
や
う
に
、
経
を
ひ
ろ
け
さ
し
し
て
「
一
つ
の
ま
き
物
」
と
言
時
、
ひ
ろ

け
、
相
や
う
に
す
る
也
。「
花
ち
り
ぬ
」
の
打
返
し
に
て
、
経
を
左
手
へ

取
、
立
、
な
を
る
也
。
但
、
大
夫
に
よ
り
、「
夕
か
ほ
」
と
、
あ
ふ
き
に

①

て
経
を
さ
す
仕
舞
在
。
太
夫
に
と
持
て
さ
す
仕
舞
在
と
言
ハ
、「
若
紫
」

の
あ
た
り
に
て
立
。
大
夫
に
よ
る
へ
し
。
経
を
ま
き
、
ふ
と
こ
ろ
に
入
た

る
も
よ
し
。
又
、
そ
の
ま
ゝ
置
て
も
よ
し
。

①
「
と
持
て
」
は
誤
写
か
。

一

四
十

仏
の
原

三
人
。
う
つ
く
し
く
出
立
て
。
但
、
む
ら
さ
き
ハ
、
わ
ろ
し
。
道
行
、

常
如
付
而
。
正
方
へ
向
、
よ
ひ
ふ
れ
て
、
後
の
小
謡
に
て
な
を
る
。

狂
言
、
か
ゝ
る
吉
。
な
ら
い
也
。
狂
言
に
ふ
し
ん
せ
ら
れ
て
、「
是
ハ

①

さ
る
子
細
有
て
此
所
に
候
、
参
り
て
候
。
こ
の
所
に
お
ゐ
て
仏
御
前
の
御

事
存
な
ら
ハ
、
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
か
た
り
候
も
の
か
な
。
尋
申

事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
是
ハ
都
の
者
に
て
候
か
、
此
所
初
而
一
見
申
、
日

の
暮
て
候
程
に
、
此
草
た
う
に
て
一
夜
を
明
さ
ん
と
思
ひ
何
と
な
く
や
す

ら
ひ
候
処
に
、
何
方
共
な
く
女
性
一
人
来
、
何
と
て
此
草
堂
に
ハ
と
ま
る

そ
と
承
候
程
に
、
何
と
や
ら
ん
ふ
し
ん
に
存
、
色
々
尋
候
へ
ハ
、
き
わ
う

き
女
、
仏
御
前
の
御
事
を
懇
に
か
た
り
、
其
後
と
ふ
ら
ひ
給
と
の
給
ひ
、

此
草
た
う
の
内
入
て
候
ほ
と
に
、
さ
て
尋
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
こ
の

所
に
し
ハ
ら
く
逗
留
し
、
懇
に
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
立
て

も
、
そ
の
ま
ゝ
も
、
う
た
ふ
也
。

①
「
候
」
と
「
参
」
の
間
に
は
、
脱
文
が
あ
る
か
。

一

四
十
一

井
筒

一
人
。
紫
ハ
悪
し
。
名
乗
て
右
へ
開
き
、
つ
く
り
物
の
方
へ
少
立
寄
。

正
方
を
請
て
、
さ
し
を
う
た
ふ
也
。
道
行
、
付
す
に
。
な
を
る
也
。

中
入
過
て
、
立
て
、「
い
か
に
在
所
の
人
の
渡
り
候
か
」。「
少
尋
度
事

の
候
こ
な
た
へ
御
入
候
へ
」。「
此
所
に
お
ゐ
て
、
き
の
在
経
の
息
女
、
井

つ
ゝ
の
女
の
御
事
、
存
な
ら
ハ
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
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候
者
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
是
ハ
諸
国
一
見
の
僧
に
て
候
か
、

此
所
初
て
一
見
の
事
に
て
候
。
此
御
寺
に
何
と
な
く
や
す
ら
ひ
候
処
に
、

何
方
共
な
く
女
性
一
人
来
り
、
此
庭
の
い
た
井
を
む
す
ひ
上
、
花
水
と
し
、

是
成
つ
か
に
ゑ
か
う
の
け
し
き
見
え
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
尋
申
て
候

へ
ハ
、
な
り
ひ
ら
の
御
事
さ
ま
〳
〵
語
り
給
ひ
、
其
後
我
ハ
き
の
あ
り
つ

ね
か
む
す
め
、
ゐ
つ
ゝ
の
女
と
名
乗
、
是
成
井
つ
ゝ
の
か
け
に
立
寄
と
見

て
、
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
尋
申
て
候
」。「
心
得

申
候
。
此
所
に
逗
留
し
懇
に
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
後
、
立

す
に
也
。

一

四
十
二

は
せ
を

一
人
。
む
ら
さ
き
ハ
、
わ
る
し
。
経
を
左
に
も
ち
、
右
に
し
ゆ
す
を
も

ち
、
あ
ふ
き
を
さ
す
。
又
、
経
を
ふ
と
こ
ろ
に
入
、
し
ゆ
す
を
も
ち
、
あ

ふ
き
を
さ
し
て
も
、
も
ち
て
も
よ
し
。
名
乗
過
、
さ
し
に
西
を
は
る
か
に

見
て
う
か
ゝ
ひ
、「
夕
へ
の
空
」、「
月
に
成
行
」
時
、
東
の
空
を
う
か
ゝ

ひ
、
な
を
る
也
。
大
夫
の
小
謡
の
中
程
に
て
、
何
と
な
く
あ
ふ
き
を
さ
し
、

し
ゆ
す
を
右
へ
取
、
い
つ
と
な
く
ひ
ろ
け
、
ひ
さ
を
く
み
、
よ
む
心
也
。

大
夫
を
内
へ
よ
ひ
入
て
か
ら
、
能
々
大
夫
に
心
を
つ
く
る
也
。
そ
れ
ま
て

ハ
物
う
し
の
心
也
。
後
の
小
謡
、
ろ
ん
き
の
前
か
た
に
て
、
何
と
な
く
人

の
目
に
か
ゝ
ら
ぬ
や
う
に
経
を
納
也
。

狂
言
か
ゝ
る
時
、「
近
ふ
渡
候
へ
。
何
と
て
此
ほ
と
ハ
御
出
も
な
く
候

そ
」。「
そ
れ
ハ
尤
に
て
候
。
そ
れ
に
つ
ゐ
て
ち
と
尋
申
度
事
の
候
」。「
雪

の
う
ち
の
は
せ
を
の
い
つ
わ
れ
る
姿
と
申
い
わ
れ
、
存
な
ら
ハ
か
た
つ
て

御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
、
祝
着
申
候
。
そ
れ
に
付
な
ん
ほ
う

ふ
し
き
成
事
の
候
。
御
存
し
の
こ
と
く
、
我
ら
は
法
花
ち
経
の
身
に
て
候

〔
室
〕

へ
ハ
、
日
夜
朝
暮
彼
御
経
を
よ
み
候
処
ニ
、
庵
実
の
あ
た
り
に
人
の
音
の

き
こ
え
候
程
に
、
ふ
し
ん
を
な
し
て
候
へ
は
、
何
方
と
も
な
く
女
性
一
人

来
、
御
経
と
く
し
ゆ
の
ほ
と
、
内
へ
参
た
き
と
申
候
程
に
、
女
人
の
事
に

て
候
ほ
と
に
、
内
へ
ハ
叶
ま
し
き
と
申
て
候
へ
ハ
、
さ
ま
〳
〵
理
申
さ
れ

候
程
に
、
さ
あ
ら
ハ
御
経
と
く
し
ゆ
の
程
、
内
へ
御
入
候
へ
と
申
て
候
へ

ハ
、
内
へ
来
候
て
、
草
木
成
仏
の
事
を
尋
申
さ
れ
て
候
ほ
と
に
、
則
草
木

成
仏
の
事
を
申
候
へ
ハ
、
其
後
あ
の
庭
の
は
せ
を
の
辺
へ
立
寄
か
と
見
て
、

姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
ほ
と
に
、
な
ん
ほ
う
ふ
し
ん
に
候
」。「
心
え
申
候
。

さ
あ
ら
ハ
此
所
に
て
弥
々
草
木
成
仏
の
所
を
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て

候
」。
後
ハ
立
す
に
う
た
ふ
也
。

一

四
十
三

の
き
は

三
人
。
紫
ハ
悪
し
。
次
第
、
道
行
、
つ
ね
の
こ
と
し
。
付
す
に
。
つ
れ

ハ
、
な
を
る
。
左
へ
ひ
ら
き
、
右
へ
廻
り
、
太
鼓
の
所
に
て
「
所
の
人
の

渡
り
候
か
」。「
あ
れ
成
御
寺
を
ハ
何
と
申
候
そ
」。「
又
あ
の
梅
の
名
を
ハ

（
マ
マ
）

何
と
申
候
そ
」。「
さ
あ
ら
ハ
立
寄
詠
め
う
す
る
に
て
候
」
と
ハ
脇
座
へ

行
、
正
方
へ
向
、
立
て
行
也
。
よ
ひ
帰
さ
れ
て
、
小
謡
に
成
て
、
な
を
る

也
。「

い
か
に
さ
い
前
の
人
の
渡
候
か
」。「
此
所
に
お
ゐ
て
、
い
つ
み
し
き

ふ
の
御
事
存
な
ら
は
、
か
た
つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候

も
の
か
な
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
此
梅
を
何
と
な
く
詠
候
処
に
、
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何
方
と
も
な
く
女
性
一
人
来
、
其
梅
を
人
に
御
尋
候
へ
ハ
、
何
と
を
し
へ

被
候
そ
と
申
候
程
に
、
い
つ
み
し
き
ふ
と
こ
そ
、
を
し
へ
被
候
へ
と
申
て

候
へ
ハ
、
い
つ
み
式
部
と
ハ
言
へ
か
ら
す
、
知
ぬ
人
の
申
共
も
ち
ひ
へ
か

ら
す
、
此
梅
を
ハ
こ
う
ふ
ん
ほ
く
、
又
は
わ
う
し
ゆ
く
は
ひ
な
と
ゝ
こ
そ

申
候
へ
と
、
さ
ま
〳
〵
に
か
た
り
、
我
こ
そ
梅
の
あ
る
し
よ
と
の
給
ひ
、

此
梅
の
木
影
に
立
寄
か
と
見
て
、
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
な
ん
ほ

う
ふ
し
ん
に
存
尋
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
い
か
様
今
夜
に
逗
留
し
、
よ

も
す
か
ら
御
経
を
よ
み
、
仏
事
を
な
し
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
立
す
に
。

一

四
十
四

や
う
き
ひ

一
人
。
う
つ
く
し
き
物
を
き
。
か
ら
物
な
と
、
よ
し
。
た
う
も
と
ゆ
ひ
。

そ
は
つ
き
。
大
口
。
末
広
。
次
第
を
笛
の
方
へ
向
。
道
行
、
付
て
。
「
い

か
に
在
所
の
人
の
渡
り
候
か
」。「
此
所
に
お
ゐ
て
ほ
う
ら
い
き
う
ハ
何
方

に
て
候
そ
」。「
心
得
申
候
」。「
あ
ら
う
つ
く
し
の
所
や
」
と
見
て
、「
又

お
し
へ
の
こ
と
く
」
と
、
か
く
を
見
て
、「
う
か
ゝ
ハ
は
や
と
思
ひ
候
」

と
言
、
な
を
る
也
。
し
て
の
声
を
聞
、
あ
ら
ふ
し
き
と
思
ひ
、
聞
心
し
て
、

①

立
寄
。
物
こ
し
の
心
也
。「
立
出
給
ふ
」
也
時
、
さ
て
〳
〵
と
言
心
也
。

「
は
う
し
に
あ
た
へ
た
ひ
け
れ
は
」
の
時
、
右
の
ひ
さ
を
つ
き
、
扇
を
ひ

ろ
け
、
か
ん
さ
し
を
す
へ
、
左
の
手
に
も
ち
、
は
ね
を
ゆ
ひ
に
て
お
さ
へ

居
（
る
）
也
。
か
ん
さ
し
を
又
返
し
て
か
ら
、
な
を
る
。「
し
る
し
の
か

ん
さ
し
又
給
り
て
」
の
時
、
は
し
め
の
や
う
に
取
て
、
両
の
手
に
も
ち
、

さ
し
上
。
し
て
次
第
に
立
わ
か
れ
、
は
し
か
ゝ
り
に
て
か
し
こ
ま
り
、
し

て
を
さ
き
に
た
て
、
供
し
て
入
也
。

①
「
也
」
は
「
之
」
の
誤
写
か
。

一

四
十
五

野
の
宮

一
人
。
紫
悪
し
。
常
の
僧
。
名
乗
、
ち
と
ひ
き
く
名
乗
也
。
後
ハ
高
く
。

道
行
、
付
す
。
後
も
立
す
に
其
ま
ゝ
謡
也
。

「
い
か
に
此
あ
た
り
の
人
の
渡
り
候
か
」。「
少
尋
申
度
事
の
候
間
、
こ

な
た
へ
御
出
候
へ
」。「
是
ハ
諸
国
一
見
の
僧
に
て
候
。
此
所
に
お
ゐ
て
み

安
所
の
い
わ
れ
御
存
し
な
ら
ハ
、
か
た
つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物

か
た
り
候
も
の
か
な
。
さ
い
前
も
申
こ
と
く
、
是
ハ
諸
国
一
見
の
僧
に
て

候
か
、
此
所
初
而
一
見
し
、
此
森
の
木
陰
に
安
ら
ひ
候
処
ニ
、
何
方
共
女

性
一
人
来
り
給
ひ
、
御
息
所
の
い
わ
れ
を
只
今
御
身
御
物
か
た
り
と
ひ
と

し
く
懇
に
語
、
是
成
鳥
ゐ
の
か
け
に
立
寄
と
見
て
、
す
か
た
を
見
う
し
な

ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
尋
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
さ
あ
ら
ハ
此
所

に
し
は
ら
く
逗
留
し
、
御
息
所
の
御
跡
を
と
ふ
ら
ひ
申
、
其
後
何
方
へ
も

罷
通
す
る
に
て
候
」。
後
ハ
立
す
に
う
た
ふ
也
。①

①
「
野
の
宮
」
と
次
曲
「
千
手
」
と
の
間
に
、
一
折
分
の
白
紙
が
あ
る
。

一

四
十
六

千
手

一
人
。
折
物
な
と
、
う
つ
く
し
き
を
き
て
。
な
し
打
。
は
ち
ま
き
。
ひ

た
ゝ
れ
。
末
広
。
刀
。
し
け
ひ
ら
ハ
、
は
な
し
も
と
ゆ
い
。
大
口
。
く
わ

ら
か
け
て
。
し
け
ひ
ら
を
さ
き
に
立
て
。
し
け
ひ
ら
こ
し
を
か
く
る
間
ハ
、

わ
き
、
太
鼓
の
わ
き
に
か
し
こ
ま
り
、
こ
し
を
か
け
て
か
ら
立
て
、
名
乗
。
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笛
の
前
に
な
を
る
也
。
し
て
出
て
、「
い
か
に
」
と
言
時
、
立
て
、
ひ
さ

を
つ
き
聞
て
、
又
な
を
る
也
。
し
け
ひ
ら
「
あ
ら
さ
た
め
な
や
」
と
言
時
、

又
右
ひ
さ
を
つ
き
、「
い
か
に
」
と
言
。「
こ
な
た
へ
」
と
、
し
や
う
す
る

〔

そ

ん

〕

体
を
す
る
也
。
但
、
た
ゝ
す
、
う
し
ろ
へ
ひ
ら
き
。「
ひ
た
ゝ
れ
を
い
た

（
マ
マ
）

き
て
て
」
の
時
、
す
ゝ
む
る
体
也
。「
物
の
ふ
し
ゆ
こ
し
」
ノ
時
、
し
け

ひ
ら
入
也
。

一

四
十
七

は
し
と
み

一
人
。
つ
ね
の
う
つ
ほ
そ
う
也
。
つ
ね
の
名
乗
。「
草
木
国
土
」
に
て

脇
座
へ
行
。
し
て
出
て
、
向
也
。

狂
言
出
る
時
、
知
人
也
。
さ
り
な
か
ら
知
ぬ
体
に
て
も
、
言
合
也
。
立

て
、
五
条
あ
た
り
へ
行
心
持
を
思
ひ
入
に
す
る
也
。

一

四
十
八

た
え
ま

三
人
。
つ
ね
の
僧
也
。
但
、
水
衣
に
す
み
そ
め
な
と
よ
し
。
次
第
、
道

行
、
つ
ね
の
こ
と
く
、
付
而
。
な
を
る
。
立
て
、
桜
を
見
る
心
し
て
、
小

謡
に
て
な
を
る
也
。

「
い
か
に
も
ん
前
ノ
人
の
渡
り
候
か
」。「
少
尋
申
度
事
候
か
、
こ
な
た

へ
御
出
候
へ
」。「
是
ハ
此
所
初
而
一
見
の
僧
に
て
候
か
、
此
寺
を
ハ
た
え

ま
の
御
寺
候
か
」。「
さ
あ
ら
ハ
た
え
ま
の
ま
ん
た
ら
の
い
わ
れ
、
分
て
ハ

中
将
ひ
め
の
し
さ
い
御
存
候
ハ
ヽ
、
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
語

候
も
の
か
な
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
お
こ
と
以
前
に
、
何
方
共
知

ぬ
老
に
と
若
き
女
来
、
お
こ
と
の
物
語
と
一
し
く
、
た
え
ま
の
ま
ん
た
ら

の
い
わ
れ
、
懇
に
か
た
り
、
又
中
将
ひ
め
の
事
を
我
か
身
の
上
に
言
な
し
、

あ
れ
な
る
二
上
の
た
け
に
の
ほ
る
と
見
て
、
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、

ふ
し
ん
に
存
尋
申
て
候
」。「
心
え
申
候
。
此
所
に
し
は
ら
く
逗
留
し
、
中

将
姫
の
御
跡
を
懇
に
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
し
て
よ
り
経
を
、

も
し
さ
か
さ
ま
に
な
と
渡
し
候
ハ
ヽ
、
取
な
を
し
、
正
方
へ
向
、
前
へ
よ

り
、
ひ
ろ
く
る
也
。
又
、
下
か
ゝ
り
に
ハ
、「
し
ほ
う
」
を
一
句
、
脇
う

た
ふ
也
。「
有
難
」
の
時
、
経
を
い
た
ゝ
き
て
、
な
を
る
也
。

一

四
十
九

三
輪

一
人
。
何
色
の
小
袖
に
て
も
。
す
み
そ
め
の
衣
吉
。
扇
ハ
さ
し
て
吉
。

名
乗
て
、
な
を
る
也
。
し
て
、
出
た
れ
共
、
は
し
め
ハ
、
し
て
に
心
を
少

も
か
け
す
、
内
へ
来
て
か
ら
能
々
心
を
か
く
る
也
。
衣
を
や
る
時
、
手
に

持
て
も
、
又
ハ
な
け
て
も
。
し
て
に
と
ひ
合
て
、
し
て
次
第
に
渡
也
。
取

て
帰
時
、
は
や
く
よ
ひ
返
す
。
帰
る
時
、「
い
つ
く
に
」
と
言
。
帰
る
所

を
能
々
心
を
懸
る
也
。

間
、
来
候
時
、「
何
と
て
此
程
ハ
御
見
舞
も
な
く
候
そ
」。「
近
ふ
渡
り

候
へ
」。「
其
事
に
て
候
。
く
僧
も
ふ
し
ん
成
事
の
候
。
毎
日
女
性
一
人
し

き
み
あ
か
の
水
を
く
み
て
来
候
か
、
け
ふ
も
来
候
て
、
あ
ま
り
に
夜
さ
む

に
候
へ
ハ
衣
を
一
え
く
れ
よ
と
申
候
ほ
と
に
、
き
か
へ
の
衣
を
ま
い
ら
せ

て
候
へ
ハ
、
取
て
帰
り
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
御
身
ハ
い
つ
く
に
す
む

人
そ
と
尋
申
て
候
へ
ハ
、
わ
ら
わ
か
す
み
か
ハ
三
輪
の
里
山
本
近
き
所
也
。

杉
立
る
か
と
を
し
る
へ
に
た
つ
ね
給
へ
と
云
す
て
、
か
き
け
す
こ
と
く
に
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姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
な
ん
ほ
う
ふ
し
ん
に
候
」。「
扨
ハ
ふ
し
き

な
る
事
に
て
候
程
に
、
お
こ
と
の
存
し
給
に
、
き
む
足
の
事
に
て
ハ
候
へ

共
、
あ
ま
り
に
ふ
し
ん
成
事
に
て
候
程
に
、
立
越
ふ
し
ん
を
は
ら
さ
う
す

る
に
て
」。「
此
草
庵
を
立
出
て
」
と
言
、
打
返
に
て
立
。
正
方
へ
向
、
間

の
う
た
ひ
の
間
に
仕
合
て
、
向
也
。
衣
を
俄
に
見
付
、
あ
ら
ふ
し
き
と
言

心
持
也
。
さ
て
立
寄
、
右
ノ
手
に
て
衣
を
と
り
、「
よ
み
て
み
れ
は
」
と

ぎ
ん
し
た
る
心
し
て
、
後
ハ
き
ん
せ
す
に
よ
む
。
よ
み
は
な
さ
す
に
の
く
。

し
て
の
声
を
聞
、
さ
て
〳
〵
ふ
し
き
し
ゆ
せ
う
に
候
と
思
ひ
入
也
。
猶
々

心
を
か
く
る
也
。「
御
か
け
あ
ら
た
に
」
の
時
、
引
廻
を
取
時
、
ひ
さ
を

つ
き
、
か
つ
し
や
う
し
て
、
つ
ね
の
か
つ
し
や
う
よ
り
猶
々
有
難
き
心
也
。

序
へ
成
て
か
ら
、
な
を
る
也
。
能
々
付
也
。

一

五
十

立
田

三
人
。
つ
ね
の
そ
う
也
。
道
行
、
付
而
。
つ
れ
ハ
な
を
る
。
正
方
へ
向
、

立
て
ゐ
て
、「
八
さ
う
成
道
」
に
て
、
か
つ
せ
う
し
て
、「
下
紅
葉
」
に
て

下
に
ゐ
る
也
。

「
い
か
に
在
所
の
人
の
渡
り
候
か
」。「
少
尋
申
度
事
の
候
間
、
こ
な
た

へ
御
出
候
へ
」。「
是
ハ
六
十
よ
州
に
御
経
納
ひ
し
り
に
て
候
。
此
立
田
の

明
神
の
い
わ
れ
か
た
つ
て
御
き
か
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
者
哉
。

尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
少
前
に
も
申
こ
と
く
、
是
ハ
六
十
よ
州
に
御

経
を
納
る
ひ
し
り
に
て
候
か
、
あ
の
川
を
渡
り
此
明
神
へ
参
ら
ん
と
思
ひ

候
処
に
、
何
方
と
も
し
ら
す
女
性
一
人
来
、
此
川
な
渡
り
申
そ
と
承
。
其

上
い
ろ
〳
〵
古
歌
な
と
引
、
其
後
此
明
神
へ
道
引
給
ひ
、
是
成
紅
葉
な
と

の
事
を
懇
に
か
た
り
給
ひ
、
其
後
立
田
姫
ハ
我
な
り
と
、
く
れ
な
ひ
の
袖

を
打
か
さ
し
、
此
し
や
た
ん
の
戸
ひ
ら
を
ゝ
し
ひ
ら
き
、
し
や
た
ん
に
入

せ
給
ふ
と
見
て
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
さ
て
尋
申

（
マ
マ
）
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
今
夜
ハ
当
社
に
御
つ
や
申
、
か
さ
ね
て
き
と

く
を
拝
も
う
す
る
に
て
候
」。

一

五
十
一

か
き
つ
は
た

一
人
。
つ
ね
の
僧
。
名
乗
り
を
ひ
き
く
名
乗
。
道
行
、
付
而
。
正
方
に

て
、
せ
り
ふ
を
言
。
ふ
た
ひ
の
中
程
へ
出
て
、
正
方
を
請
て
、「
実
や
」

と
言
出
す
。「
あ
ら
う
つ
く
し
の
か
き
つ
は
た
」
と
言
々
わ
き
座
へ
行
。

し
て
に
、
よ
ひ
か
へ
さ
れ
て
向
也
。「
あ
ら
う
れ
し
や
、
か
う
参
ふ
」
と

云
、
な
を
る
也
。
後
ハ
、
た
ゝ
す
に
「
ふ
し
き
や
な
」
と
言
出
す
也
。

一

五
十
二

あ
ま

三
人
も
、
四
人
も
。
ち
と
花
や
か
に
出
立
。
か
み
を
ゆ
ひ
。
か
み
し
も
。

刀
。
し
つ
め
折
。
大
臣
を
さ
き
に
立
て
。
次
第
過
、
な
の
り
。
又
、
大
臣

の
名
乗
の
間
は
、
か
し
こ
ま
り
て
。
但
、
か
し
こ
ま
ら
す
に
、
な
り
を
も
、

ち
と
う
か
ゝ
ふ
心
し
て
、
立
て
ゐ
て
も
、
く
る
し
か
ら
す
候
。
道
行
、
不

付
に
。
か
く
や
の
方
、
右
へ
向
、
せ
り
ふ
を
言
、
笛
の
前
に
な
を
る
。
後
、

立
て
、「
し
は
ら
く
」
の
時
、
は
や
く
袖
を
引
留
也
。
大
臣
の
う
た
ひ
の

時
、
俄
に
か
し
こ
ま
る
。
し
て
、
扇
を
し
た
に
お
き
た
ら
ハ
、
取
上
て
、

左
に
明
て
、
又
、
下
に
お
く
也
。
す
く
に
大
臣
へ
渡
す
な
ら
ハ
、
か
ま
わ
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す
。「

い
か
に
当
浦
の
人
の
渡
り
候
か
」。「
此
所
を
ハ
し
と
の
う
ら
と
申
候

か
。
さ
あ
ら
は
、
此
所
に
て
、
あ
ま
人
の
玉
を
か
つ
き
上
た
る
所
を
存
な

ら
ハ
、
か
た
つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
も
の
か
た
り
候
。
尋
申
事
よ

の
儀
に
あ
ら
す
。
是
に
御
座
候
は
、
ふ
さ
ゝ
き
の
大
臣
殿
に
て
御
座
候
」。

「
い
や
く
る
し
か
ら
す
。
只
今
御
跡
を
と
ふ
ら
ひ
の
た
め
に
候
間
、
く
わ

（
マ
マ
）

け
ん
か
う
を
を
も
つ
て
、
御
と
ふ
ら
ひ
あ
ら
う
す
る
と
の
御
事
に
て
候

間
、
急
役
者
を
相
ふ
れ
候
へ
」。
色
〳
〵
さ
れ
事
を
言
。
立
て
、
ち
と
か

し
こ
ま
り
て
、「
あ
ま
り
に
き
と
く
成
」
と
言
。
扇
を
と
り
な
を
し
、
か

な
め
の
方
を
大
臣
へ
渡
す
。
本
座
へ
な
を
る
。
し
て
、
は
し
か
ゝ
り
に
て
、

面
を
ふ
り
上
候
時
、「
し
や
く
ま
く
」
と
う
た
ひ
出
す
。
た
と
へ
ハ
、
ふ

①

り
上
ま
し
き
と
ま
ゝ
、
そ
の
心
し
て
、
う
た
ひ
出
す
也
。

①
「
と
ま
ゝ
」
は
難
読
。

一

五
十
三

羽
衣

三
人
。
あ
さ
き
か
、
白
き
物
を
き
て
よ
し
。
は
な
し
も
と
ゆ
ひ
。
水
衣
。

大
口
。
水
衣
の
か
た
を
上
て
。
扇
ハ
中
稽
吉
。
前
に
さ
し
た
る
か
吉
。
う

し
ろ
に
さ
し
た
る
ハ
、
に
く
し
と
言
う
。
本
、
つ
り
さ
を
ゝ
右
に
か
た
け

て
、
な
の
り
に
ハ
、
さ
を
ゝ
左
に
て
お
ろ
し
、
右
に
さ
け
て
、「
風
向
か

う
」。
又
、
さ
を
ゝ
か
た
け
付
心
し
て
、
さ
を
ゝ
す
つ
る
也
。
つ
れ
ハ
な

を
る
。
わ
き
は
扇
を
ぬ
き
、
正
方
へ
向
。
衣
を
見
て
、
取
て
、
両
の
手
に

て
高
〳
〵
と
持
、
正
方
へ
向
。
よ
ひ
か
へ
さ
れ
て
、
し
て
へ
向
。「
し
は

ら
く
」
と
言
時
ノ
「
し
は
ら
く
」
と
言
俄
に
、
左
へ
引
の
き
し
て
、
手
も

ち
あ
し
き
様
に
す
る
也
。
後
ハ
、
は
つ
か
し
け
に
て
、
さ
し
出
す
。「
そ

れ
久
か
た
」
に
て
、
な
を
る
也
。

一

五
十
四

舟
は
し

と
き
ん
。
す
ゝ
か
け
。
水
衣
。
大
口
。
刀
。
し
ゆ
す
。
扇
。
次
第
、
な

の
り
。
道
行
、
付
す
に
。
な
を
る
也
。
後
、
立
。「
う
か
む
世
も
な
き
」

に
て
、
下
に
ゐ
る
。
但
、
し
て
に
よ
り
て
、
語
に
て
も
す
わ
る
也
。

「
い
か
に
在
所
の
人
渡
り
候
か
」。「
是
ハ
佐
野
と
申
在
所
に
て
候
か
」。

「
此
所
に
お
ゐ
て
佐
野
の
舟
橋
の
い
わ
れ
、
か
た
つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。

「
懇
に
御
物
語
祝
着
申
候
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
て
ハ
な
く
候
。
是
ハ
熊
野

の
客
僧
に
て
候
か
、
此
所
初
而
一
見
の
事
に
て
候
か
、
は
や
日
の
暮
候
程

に
、
宿
を
か
ら
は
や
と
存
候
処
に
、
い
つ
く
と
も
し
ら
す
、
若
き
男
と
女

性
一
人
、
ふ
う
ふ
と
見
え
て
、
此
所
に
来
、
橋
の
す
ゝ
め
に
入
て
と
を
り

候
へ
と
申
候
程
に
、
そ
く
た
い
の
身
に
て
橋
こ
う
り
う
の
心
さ
し
、
有
か

た
ふ
候
と
申
て
候
へ
ハ
、
御
身
の
御
も
の
か
た
り
と
一
し
く
、
此
舟
は
し

の
い
わ
れ
、
さ
ま
〳
〵
か
た
り
、
分
て
は
、
万
よ
う
し
う
の
歌
な
と
引
、

ハ
や
日
の
暮
候
へ
ハ
、
入
相
の
声
を
聞
、
其
ま
ゝ
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候

程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
扨
尋
申
て
候
」。「
心
え
申
候
。
今
夜
ハ
此
所
に
逗

留
し
、
懇
に
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
（
候
）」。
立
て
も
、
立
す
に
も

よ
し
。
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一

五
十
五

う
か
ひ

二
人
。
紫
ハ
わ
る
し
。
つ
ね
の
僧
也
。
名
乗
の
間
ハ
、
つ
れ
ハ
太
鼓
の

前
に
か
し
こ
ま
る
。「
行
末
」
か
ら
立
つ
く
る
。
つ
れ
立
ハ
、
つ
れ
の
方

へ
向
也
。
道
行
の
打
返
よ
り
正
方
へ
向
。「
か
ね
を
枕
の
上
に
聞
」
心
在

之
。
付
て
。
つ
れ
は
笛
の
前
に
て
立
て
、
待
て
ゐ
る
也
。
わ
き
ハ
大
鼓
の

前
迄
行
て
、「
い
か
に
此
屋
の
あ
る
し
の
渡
候
か
」。「
是
ハ
わ
う
ら
い
の

僧
に
て
候
か
、
一
夜
の
宿
を
御
か
し
候
へ
」。「
御
大
方
に
て
候
ハ
ヽ
尤
に

て
候
。
然
ら
ハ
一
夜
を
明
す
へ
き
御
た
う
ハ
候
ハ
ぬ
か
」。「
心
え
申
候
」。

「
乍
去
、
そ
れ
ハ
く
る
し
か
ら
す
候
。
法
力
を
以
と
ま
り
候
へ
し
」。
な
を

る
。
立
す
に
謡
也
。

「
近
ふ
渡
り
候
へ
。
是
ハ
宿
を
御
か
し
な
き
つ
れ
な
き
人
に
て
候
か
。

〔
さ
〕

そ
れ
に
つ
き
、
此
所
に
お
ゐ
て
、
こ
そ
の
秋
わ
き
故
む
な
し
く
成
た
る
う

つ
か
い
の
子
細
、
御
存
な
ら
ハ
か
た
つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
其
事
に
て
候
。

今
夜
ふ
し
き
成
事
の
候
。
老
仁
一
人
う
か
こ
を
持
、
た
い
ま
つ
を
と
ほ
し

来
候
間
、
是
ハ
い
か
成
人
そ
と
申
て
候
へ
ハ
、
是
ハ
く
る
し
か
ら
ぬ
者
に

て
候
、
此
川
下
岩
落
と
申
所
の
う
つ
か
ひ
に
て
候
か
、
い
つ
も
月
の
ほ
と

ハ
此
御
堂
に
あ
か
り
、
う
を
や
す
め
候
と
申
て
候
程
に
、
く
る
し
か
ら
ぬ

人
に
て
候
ハ
ヽ
、
こ
な
た
へ
来
候
へ
と
申
て
候
へ
ハ
、
其
時
、
是
ハ
こ
そ

の
秋
ふ
し
つ
け
に
成
し
う
つ
か
ひ
の
も
う
れ
い
に
て
有
と
申
候
程
に
、
さ

有
ハ
こ
う
り
き
の
う
を
つ
か
い
て
み
せ
候
へ
と
申
て
候
へ
ハ
、
う
を
つ
か

い
候
体
さ
ま
〳
〵
仕
、
其
後
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
な
ん
ほ
う
ふ

し
ん
成
事
に
て
候
か
、
若
さ
や
う
成
事
も
有
た
る
御
事
に
て
候
か
、
か
た

つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
心
え
申
候
。
さ
あ
ら
ハ
此
所
に
て
御
経
を
よ
み
仏

事
を
な
し
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
立
て
謡
也
。

一

五
十
六

か
つ
ら
き

三
人
。
と
き
ん
。
す
ゝ
か
け
。
水
衣
。
大
口
。
刀
。
末
広
。
し
ゆ
す
。

①

折
も
の
な
と
、
き
た
る
か
吉
也
。
次
第
、
名
乗
。
道
行
、
付
は
。
つ
れ
ハ

な
を
る
。
わ
き
ハ
正
方
へ
向
、
立
て
ゐ
て
、
し
て
に
よ
ハ
れ
て
向
、「
さ

ら
ハ
御
供
申
さ
ん
」
と
言
。
わ
き
座
へ
な
を
る
。

「
い
か
に
在
所
の
人
の
渡
候
か
」。「
此
所
に
お
ゐ
て
、
か
つ
ら
き
の
山
、

分
て
ハ
か
つ
ら
木
の
神
の
子
細
、
存
な
ら
ハ
か
た
つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。

「
懇
に
御
物
か
た
り
候
者
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
是
ハ
出
羽
の

は
く
ろ
山
の
客
僧
に
て
候
か
、
度
々
み
ね
入
し
、
ふ
み
な
れ
た
る
道
に
て

候
へ
共
、
俄
の
大
雪
に
前
後
を
は
う
し
、
木
か
け
に
立
寄
候
処
に
、
い
つ

く
共
し
ら
す
女
性
一
人
来
、
わ
ら
わ
か
庵
に
て
一
夜
を
明
し
候
へ
と
申
候

程
に
、
参
り
て
候
へ
ハ
、
し
も
と
を
火
に
た
き
あ
て
申
さ
れ
、
其
上
か
つ

（
マ
マ
）

ら
木
の
神
の
御
ま
し
、
御
身
の
御
物
か
た
り
と
一
し
く
色
〳
〵
語
給
ひ
、

神
に
五
す
い
の
く
る
し
み
有
、
い
の
り
か
ち
し
て
く
れ
よ
と
言
す
て
、
姿

を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
尋
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。

さ
あ
ら
ハ
此
所
に
て
、
い
の
り
か
ち
申
さ
う
す
る
」
に
て
立
て
、
正
方
へ

向
。

①
「
付
は
」
は
「
付
而
」
の
誤
写
か
。
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一

五
十
七

山
う
は〔

み
〕

三
人
。
か
み
を
ゆ
ひ
。
か
も
し
も
。
刀
。
し
つ
め
折
。
供
も
同
。
百
万

を
さ
き
に
立
て
、
名
乗
の
内
に
百
万
を
見
て
、「
是
に
渡
り
候
」
と
言
。

道
行
、
付
而
。「
御
尋
あ
ら
ふ
す
る
に
て
候
」
と
言
、
な
を
す
。
わ
き
ハ

大
鼓
の
方
へ
行
、「
い
か
に
在
所
の
人
の
渡
り
候
か
」。「
是
ハ
都
か
た
の

者
に
て
候
か
、
又
是
に
女
性
上
郎
を
供
な
ひ
申
、
善
光
寺
へ
参
候
か
、
是

よ
り
善
光
寺
へ
の
道
、
あ
ま
た
有
よ
し
申
候
間
、
道
を
ゝ
し
へ
て
給
り
候

へ
」。「
心
え
申
候
。
さ
あ
ら
ハ
友
々
に
そ
の
よ
し
を
う
か
ゝ
い
申
さ
う
す

る
に
て
候
。
こ
な
た
へ
御
入
候
へ
」。
狂
言
を
つ
れ
て
百
万
之
前
へ
出
、

か
し
こ
ま
り
て
、「
い
か
に
」
と
言
。「
ひ
ら
に
た
の
み
申
候
へ
し
。
さ
あ

ら
ハ
御
立
候
へ
」
と
、
百
万
を
も
、
つ
れ
を
も
立
つ
る
。
立
て
、「
け
ん

な
ん
成
山
」
と
、「
言
語
道
断
」
と
言
、
ち
と
西
を
見
る
。「
あ
の
一
や
と

り
へ
ハ
、
道
か
い
か
程
候
へ
き
」
と
言
、
し
て
出
候
時
、「
俄
に
日
の
暮
」

と
言
。「
さ
ら
ハ
参
り
候
」
と
言
、
な
を
る
。
笛
の
前
に
、
ち
と
出
て
な

を
る
也
。

中
入
之
間
に
、
狂
言
か
た
る
時
、
色
々
の
し
や
れ
事
を
言
。
後
ハ
、

た
ゝ
さ
る
か
よ
し
。

一

五
十
八

遊
行

三
人
。
す
み
そ
め
衣
吉
。
常
の
僧
に
て
ハ
な
し
。
次
第
、
名
乗
、
道
行
、

常
の
こ
と
く
。
道
行
、
付
す
に
。
つ
れ
ハ
な
を
る
。
正
方
へ
向
、
立
て
ゐ

る
。
し
て
に
よ
は
れ
て
、
二
足
ほ
と
出
て
、
う
た
ふ
也
。「
い
そ
か
せ
給

へ
旅
人
」
の
時
、
し
て
と
同
や
う
に
あ
ゆ
む
。
つ
か
の
柳
を
見
て
、
扨
ハ

と
言
心
也
。
小
謡
に
て
、
な
を
る
也
。

立
て
、「
い
か
に
此
所
の
人
の
渡
候
か
」。「
ち
と
尋
申
度
事
の
候
」
と

言
。「
是
成
ふ
る
つ
か
の
上
成
ハ
、
め
い
ほ
く
の
柳
に
て
候
か
」。「
さ
あ

ら
ハ
あ
の
柳
に
つ
き
子
細
の
候
ハ
ヽ
か
た
つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御

物
語
候
者
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
候
。
是
ハ
諸
国
遊
行
の
ひ
し
り

に
て
候
か
、
此
所
は
し
め
て
一
見
の
事
に
て
候
か
、
又
是
に
道
の
あ
ま
た

見
え
候
程
に
、
ひ
ろ
き
方
へ
行
は
や
と
思
ひ
候
処
ニ
、
い
つ
く
と
も
知
す

老
人
一
人
来
、
何
と
て
道
を
ハ
通
候
そ
、
前
年
遊
行
の
御
通
候
も
此
道
に

て
候
ほ
と
に
、
道
し
る
へ
申
さ
う
す
る
と
仰
候
程
に
、
と
も
か
く
も
と
申
、

此
道
へ
参
り
候
へ
ハ
、
是
成
古
つ
か
の
上
成
柳
を
お
し
へ
候
て
、
是
こ
そ

①

名
木
ノ
柳
に
て
候
へ
、
よ
く
〳
〵
見
候
へ
、
又
只
今
御
身
之
物
か
た
り
と

一
し
く
、
西
行
法
師
の
歌
に
、
道
野
辺
の
古
歌
な
と
ひ
か
れ
、
其
後
く
そ

う
に
念
仏
を
さ
つ
け
よ
と
の
御
事
に
て
候
ほ
と
に
、
則
十
念
を
さ
つ
け
申

て
候
へ
ハ
、
是
成
柳
の
木
の
本
へ
立
寄
か
と
見
て
、
姿
を
見
う
し
な
ひ
て

候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
尋
申
て
候
」。「
心
え
申
て
候
。
し
は
ら
く
此
所

に
逗
留
し
、
弥
経
念
仏
し
、
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。

①
「
之
」
は
難
読
。

一

五
十
九

女
郎
花

一
人
。
つ
ね
の
僧
。
名
乗
。
道
行
、
付
す
に
。
正
方
へ
向
、「
急
候
」

と
言
。
む
か
ひ
を
は
る
か
に
見
て
、「
む
か
ひ
」
と
言
。「
又
是
成
野
辺
」

と
脇
座
の
方
を
見
て
、「
女
郎
花
」
と
言
。
正
方
へ
向
。
立
て
ゐ
る
。
し
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て
に
よ
は
れ
て
向
。「
も
と
き
し
道
」
と
、
正
方
脇
座
の
方
へ
の
く
。「
此

を
み
な
へ
し
に
な
か
め
入
て
」
と
、
し
て
に
向
、
言
。「
こ
な
た
へ
御
入

候
へ
」
と
言
時
ハ
、
し
て
次
第
ニ
行
也
。
正
方
へ
向
、
は
る
か
に
請
て
、

「
さ
き
し
に
こ
へ
て
」
と
言
。
し
て
「
帰
る
」
と
言
時
、
な
ふ
〳
〵
と
よ

ひ
帰
す
心
也
。「
こ
な
た
へ
御
入
候
へ
」
と
、
つ
か
を
お
し
へ
候
ハ
ヽ
、

し
て
次
第
に
お
し
へ
ら
れ
て
み
る
。

中
入
に
正
方
へ
向
、「
近
比
ふ
し
ん
成
事
に
て
候
」
と
言
。
大
鼓
の
前

へ
行
、「
い
か
に
こ
の
あ
た
り
の
人
ノ
渡
り
候
か
」。「
少
尋
申
度
事
の
候

間
、
こ
う
御
出
候
へ
」。「
是
ハ
九
州
松
浦
方
ノ
そ
う
に
て
候
か
、
此
所
初

而
一
見
の
事
に
て
候
。
此
所
に
お
ゐ
て
女
郎
花
の
い
わ
れ
存
な
ら
ハ
、
語

て
御
き
か
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
語
候
物
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。

さ
い
せ
ん
も
申
こ
と
く
此
所
初
而
一
見
の
そ
う
に
て
候
か
、
此
岩
清
水
八

ま
ん
宮
ハ
我
か
国
の
う
さ
の
み
や
と
御
一
体
に
て
御
座
候
ほ
と
に
、
参
ら

ん
と
思
ひ
候
処
に
、
是
成
野
へ
に
女
郎
花
の
今
を
さ
か
り
と
さ
き
み
た
れ

て
候
ほ
と
に
、
一
本
た
お
ら
は
や
と
思
ひ
立
寄
詠
候
処
に
、
何
方
共
し
ら

す
老
仁
一
人
来
、
其
花
な
折
そ
と
承
候
間
、
何
と
て
お
し
み
給
ふ
そ
と
申

て
候
へ
ハ
、
此
野
へ
の
花
守
と
申
候
程
に
、
出
家
の
こ
と
に
て
候
程
に
、

ゆ
る
し
給
へ
と
申
て
候
へ
ハ
、
さ
ま
〳
〵
か
た
り
給
ひ
、
其
後
此
八
幡
宮

へ
道
行
た
ま
ひ
、
又
是
成
つ
か
を
御
身
の
御
物
か
た
り
と
一
し
く
、
お
と

こ
つ
か
女
つ
か
と
お
し
へ
給
ふ
と
見
て
、
夢
の
こ
と
く
に
す
か
た
を
見
う

し
な
ひ
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
尋
申
て
候
」。「
心
え
申
候
。
さ
あ
ら
は

此
所
に
逗
留
し
、
懇
に
御
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
立
す
に
、

少
正
方
を
請
て
、
う
た
ふ
也
。

一

六
十

に
し
き
ゝ

三
人
。
つ
ね
の
僧
。
次
第
。
道
行
、
付
而
。
な
を
る
。
後
、
立
。
つ
か

を
ゝ
し
へ
ら
れ
て
。
し
て
の
や
う
に
し
て
。

「
い
か
に
在
所
の
人
渡
り
候
か
。
少
尋
申
度
事
の
候
間
こ
な
た
へ
御
入

候
へ
」。「
是
は
諸
国
一
見
の
そ
う
に
て
候
か
、
此
所
に
お
ゐ
て
に
し
き
ゝ

ほ
そ
ぬ
の
ゝ
い
わ
れ
、
存
な
ら
ハ
か
た
つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物

か
た
り
候
者
哉
。
尋
申
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
少
前
も
申
こ
と
く
、
是

ハ
諸
国
一
見
の
僧
に
て
候
か
、
此
所
は
し
め
て
一
見
の
事
に
て
候
。
此
所

何
と
な
く
や
す
ら
ひ
候
処
に
、
市
人
と
見
え
若
き
男
一
人
又
女
性
一
人
、

正
ふ
う
ふ
と
見
え
て
二
人
来
、
男
の
持
た
る
ハ
う
つ
く
し
く
色
取
か
さ
り

た
る
木
也
。
又
女
の
持
た
る
ハ
鳥
の
は
に
て
折
た
る
帯
と
見
え
候
程
に
、

ふ
し
ん
を
な
し
て
候
へ
ハ
、
只
今
御
身
の
御
物
語
と
一
し
く
、
に
し
き
ゝ

細
帯
と
て
当
所
の
名
物
に
て
候
と
申
。
其
上
此
山
の
ふ
も
と
に
に
し
き
つ

か
と
て
候
を
見
せ
う
す
る
と
申
、
と
も
な
ひ
候
程
に
、
参
り
て
候
へ
ハ
、

に
し
き
つ
か
の
い
わ
れ
さ
ま
〳
〵
語
、
其
後
ふ
う
ふ
共
に
此
つ
か
の
内
に

入
と
見
て
姿
を
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
尋
申
て
候
」。「
心

え
申
候
。
弥
此
所
に
て
彼
ふ
う
ふ
の
人
の
跡
懇
に
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る

に
て
候
」。
立
て
。

一

六
十
一

と
を
る

一
人
。
つ
ね
の
僧
。
正
方
に
て
名
乗
、
其
ま
ゝ
さ
し
を
う
た
ひ
、「
千

里
も
同
一
足
」
と
、
一
足
引
も
有
。
い
や
石
源
大
夫
、
引
た
る
と
也
。
付
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而
。
正
方
に
て
、
せ
り
ふ
を
言
、
な
を
る
也
。
し
て
出
時
、
立
て
「
い
か

に
」
と
言
。「
さ
て
ハ
あ
れ
成
ハ
」
と
正
方
、
脇
正
方
、
向
。
但
、
し
て

と
談
合
し
て
言
。「
月
こ
そ
出
て
候
へ
」
と
、
東
の
方
を
見
る
也
。「
あ
の

ま
か
き
」
と
、
み
る
也
。「
な
か
め
ん
や
」
と
、
し
て
す
わ
ら
ハ
、
脇
も

す
わ
る
也
。「
し
ほ
か
ま
の
浦
」
と
、
ち
と
お
と
し
付
て
言
。
又
、
立
て

「
い
か
に
せ
う
殿
」
と
、
言
か
く
る
也
。「
見
え
渡
り
た
る
」
と
、
し
て
と

能
々
言
合
て
、
名
所
を
見
る
。
し
て
に
を
し
へ
ら
れ
て
向
。
但
、
正
方
へ

う
し
ろ
よ
り
、
か
ハ
ら
ぬ
や
う
に
廻
也
。

①

中
入
迄
立
て
ゐ
て
、
所
も
言
と
言
合
て
、
か
ゝ
ら
す
ハ
、
す
く
に
行
て
、

よ
ふ
。
又
、
か
ゝ
ら
は
、
し
て
入
て
か
ら
、
其
ま
ゝ
す
わ
る
也
。
か
ゝ
ら

ハ
、「
其
事
に
て
候
。
是
ハ
此
あ
た
り
の
人
に
て
候
（
か
）」。「
是
ハ
東
国

方
の
僧
に
て
候
。
此
所
は
し
め
て
一
見
の
事
に
て
候
」。「
近
比
思
召
よ
ら

さ
る
申
事
に
て
候
へ
と
も
、
此
所
に
お
ゐ
て
、
い
に
し
へ
と
を
る
の
お

と
ゝ
ち
か
の
し
ほ
か
ま
を
都
の
内
へ
う
つ
さ
れ
た
る
い
わ
れ
、
御
存
な
ら

ハ
そ
と
か
た
つ
て
、
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
者
哉
。
尋
申

事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
さ
い
前
も
申
こ
と
く
、
此
所
初
而
一
見
の
事
に
て

候
へ
ハ
、
何
と
な
く
や
す
ら
ひ
候
処
に
、
何
方
共
無
老
仁
一
人
来
候
程
に
、

御
身
ハ
此
あ
た
り
の
人
に
て
候
か
と
尋
申
候
へ
ハ
、
是
ハ
此
所
の
し
ほ
く

み
に
て
候
と
申
さ
れ
候
程
に
、
海
辺
に
て
も
な
き
に
あ
や
ま
り
て
承
候
か

と
申
て
候
へ
ハ
、
そ
れ
に
付
、
只
今
御
身
御
物
か
た
り
と
一
し
く
、
ち
か

の
し
ほ
か
ま
の
事
懇
に
語
、
其
後
見
え
渡
た
る
名
所
な
と
、
こ
と
〳
〵
く

を
し
へ
給
ひ
、
其
後
う
し
ほ
ゝ
く
ま
ふ
す
る
と
申
さ
れ
候
か
、
あ
と
も
み

せ
す
、
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
な
ん
ほ
う
ふ
し
ん
に
存
、
尋
申
事

候
」。「
心
え
申
候
。
此
所
に
て
懇
に
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。

立
す
に
。

①
「
所
も
言
と
」
に
は
脱
字
が
あ
る
か
。「
所
の
者
が
言
う
と
、
言
い
合

い
て
」
と
い
う
意
味
か
。

一

六
十
二

春
日
龍
神

三
人
。
常
の
上
人
也
。
大
口
き
た
る
も
、
き
す
に
も
す
る
也
。
刀
さ
し

て
も
、
さ
ゝ
す
に
も
。
道
行
、
付
而
、
な
を
る
。
立
て
、
小
う
た
ひ
に
て

す
わ
る
也
。

た
い
り
や
く
ハ
、
ま
つ
し
や
に
す
る
也
。
も
し
間
を
言
ハ
、「
い
か
に

当
所
の
人
の
渡
候
か
」。「
是
ハ
と
か
の
を
の
明
え
法
師
に
て
候
。
少
物
を

尋
申
度
候
間
、
こ
な
た
へ
御
出
候
へ
」。「
尋
申
度
い
わ
れ
ハ
、
別
成
事
に

て
ハ
な
く
候
。
先
、
当
社
の
御
い
わ
れ
、
分
て
ハ
と
き
ふ
う
ひ
て
行
の
い

わ
れ
、
御
存
し
な
ら
ハ
か
た
つ
て
、
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
語
候
も

の
か
な
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
我
、
日
た
う
と
て
ん
の
心
さ
し
有

①
（
マ
マ
）

に
に
よ
り
、
当
社
へ
御
暇
乞
の
た
め
に
参
て
候
へ
ハ
、
い
つ
く
と
も
し

ら
す
老
仁
一
人
来
、
只
今
お
こ
と
の
御
物
か
た
り
と
一
し
く
、
時
ふ
う
ひ

て
行
の
事
、
懇
に
か
た
り
給
ひ
、
其
後
某
に
日
た
う
と
て
ん
を
と
ゝ
ま
り

候
へ
と
仰
ら
れ
、
其
後
我
ハ
と
き
ふ
う
ひ
て
行
と
名
乗
、
す
か
た
を
見
う

し
な
ひ
て
候
ほ
と
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
尋
申
て
候
」。「
心
え
申
候
。
此
所

し
ハ
ら
く
逗
留
し
、
御
神
た
く
を
ま
た
う
す
る
に
て
候
」。
其
ま
ゝ
う
た

う
。「
と
ま
る
へ
し
」
を
、
を
す
也
。「
わ
た
る
ま
し
」
ハ
中
、「
尋
ま
し
」

ハ
地
の
く
ら
ゐ
を
請
て
、
か
ろ
く
う
た
ふ
也
。

①
「
有
に
」
ま
で
で
表
面
が
終
わ
る
。
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一

六
十
三

ぬ
え

一
人
。
つ
ね
の
う
つ
ほ
そ
う
也
。
次
第
、
名
乗
。
道
行
、
付
而
。「
宿

を
か
ら
は
や
と
思
ひ
候
」
と
言
。
大
鼓
の
前
に
て
、「
い
か
に
里
人
の
渡

候
か
」
と
言
。
里
人
出
る
時
、「
是
は
諸
国
一
見
の
僧
に
て
候
か
、
日
の

暮
て
候
へ
ハ
、
一
夜
の
宿
を
御
か
し
候
へ
」。「
尤
御
大
方
に
て
候
共
、
よ

の
旅
人
に
ハ
ち
か
い
候
。
客
僧
に
て
候
間
、
平
に
一
夜
を
あ
か
さ
せ
て
給

へ
し
」。「
御
大
方
に
て
候
ハ
ヽ
、
力
お
よ
ハ
ぬ
事
に
て
候
。
さ
あ
ら
は
此

あ
た
り
に
、
一
夜
を
あ
か
す
へ
き
御
た
う
な
と
ハ
な
く
候
か
」。「
そ
れ
ハ

御
身
に
か
る
ま
て
ハ
な
く
候
」
と
言
、
あ
ら
け
な
く
ふ
り
き
り
、
脇
座
の

方
へ
行
。
狂
言
に
よ
ひ
帰
さ
れ
て
、「
そ
れ
は
く
る
し
か
ら
す
候
。
某
法

身
を
以
と
ま
る
へ
し
」
と
、
あ
ら
け
な
く
言
、
な
を
る
。
立
て
、
う
た
ふ

也
。
く
り
の
と
き
、
し
て
と
一
度
に
す
わ
る
也
。

間
狂
言
よ
り
、
か
ゝ
る
也
。「
昨
日
宿
御
か
し
な
き
つ
れ
な
き
人
に
て

候
な
」。
狂
言
よ
り
ふ
し
ん
を
か
け
ハ
、
か
た
る
也
。
又
、
わ
き
よ
り
も

「
そ
れ
に
つ
き
ふ
し
ん
成
事
の
候
。
近
比
お
ほ
し
め
し
よ
ら
さ
る
事
に
て

候
へ
共
、
さ
ん
み
よ
り
ま
さ
の
ぬ
え
を
ゐ
ら
れ
た
る
様
体
を
御
存
候
ハ
ヽ
、

そ
と
か
た
つ
て
御
聞
せ
候
へ
し
」。「
く
ハ
し
く
承
候
。
某
ふ
し
ん
に
存
候

も
別
成
事
に
て
ハ
な
く
候
。
其
方
宿
を
御
か
し
無
故
、
御
た
う
に
何
と
無

休
候
処
に
、
あ
の
い
そ
へ
に
舟
の
か
た
ち
に
て
ハ
候
へ
共
、
人
か
け
も
さ

た
か
に
み
え
す
候
程
に
、
い
ろ
〳
〵
ふ
し
ん
を
な
し
て
候
へ
は
、
頼
正
の

矢
さ
き
に
か
ゝ
り
命
を
う
し
な
ひ
し
ぬ
え
の
は
う
し
ん
に
て
候
間
、
跡
を

と
ふ
ら
ひ
て
く
れ
よ
と
申
候
間
、
跡
を
ハ
懇
に
と
ふ
ら
ひ
候
へ
し
、
さ
あ

ら
は
頼
正
の
矢
さ
き
に
か
ゝ
り
た
る
有
様
を
か
た
つ
て
き
か
せ
候
へ
と
申

て
候
へ
ハ
、
其
時
の
有
様
さ
ま
〳
〵
か
た
り
、
又
あ
の
み
き
わ
に
立
寄
、

う
つ
ほ
舟
に
取
乗
、
さ
ほ
ゝ
さ
す
と
ハ
見
え
て
候
か
、
か
た
ち
を
見
う
し

な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
尋
申
た
る
事
に
候
」。「
心
え
申
候
。
弥

と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
間
の
う
た
い
、
立
す
に
。
し
て
出
て
、

わ
き
の
前
へ
つ
か
〳
〵
と
か
ゝ
る
を
見
て
、
立
て
、
か
つ
し
や
う
し
て
、

二
足
三
足
程
前
へ
出
る
也
。
地
へ
成
て
か
ら
、
手
を
い
つ
と
な
く
引
也
。

う
し
ろ
へ
そ
ろ
〳
〵
と
の
く
也
。「
あ
ら
お
そ
ろ
し
」
と
言
、
す
わ
る
也
。

一

六
十
四

あ
さ
か
ほ

一
人
。
つ
ね
の
う
つ
ほ
そ
う
也
。
名
乗
、
道
行
、
常
如
。
付
す
。
正
方

へ
向
。「
あ
ら
せ
う
し
や
」
と
言
。「
是
成
寺
」
と
見
て
、
脇
座
へ
少
行
。

又
見
て
、「
白
面
や
」
と
言
。「
ふ
る
事
ま
て
」
と
言
〳
〵
脇
座
へ
行
、
正

方
へ
向
。
立
て
ゐ
（
る
）
也
。
し
て
に
よ
ハ
れ
て
、
向
。

中
入
の
時
、
直
に
行
、「
い
か
に
門
前
の
人
の
渡
り
候
か
」。「
当
寺
に

お
ゐ
て
、
は
き
あ
さ
か
ほ
の
と
こ
ろ
あ
ら
そ
ひ
た
る
い
わ
れ
を
御
存
し
候

ハ
ヽ
、
か
た
つ
て
御
き
か
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
も
の
か
な
。

尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
く
そ
う
ハ
こ
ん
ほ
ん
都
の
も
の
に
て
候
か
、

去
子
細
候
て
と
ん
せ
い
仕
候
へ
共
、
古
郷
な
つ
か
し
く
候
程
に
、
爰
元
罷

上
候
へ
ハ
、
俄
時
雨
ふ
り
来
候
程
に
、
此
寺
に
立
寄
候
処
に
、
は
き
あ
さ

か
ほ
の
さ
き
み
た
れ
候
間
、
一
本
お
ら
は
や
と
思
ひ
候
処
に
、
い
つ
く
共

な
く
女
性
一
人
来
、
色
々
言
葉
を
か
ハ
し
、
其
後
我
ハ
あ
さ
か
ほ
の
花
の

せ
い
な
る
よ
し
申
、
こ
の
ま
か
き
の
か
け
に
て
す
か
た
を
見
う
し
な
ひ
て

候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
尋
申
て
候
」。「
心
え
申
候
。
此
所
に
て
よ
く
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〳
〵
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
立
す
に
う
た
ふ
也
。

一

六
十
五

西
行
桜

一
人
。
上
人
也
。
の
う
り
き
つ
れ
て
出
て
、
こ
し
を
か
く
る
也
。
花
見

の
者
も
二
人
に
て
も
、
三
人
に
て
も
。
か
み
を
ゆ
ひ
。
か
み
し
も
に
て
。

次
第
、
道
行
、
如
常
。
不
付
。
つ
れ
衆
を
、
は
し
か
ゝ
り
へ
や
り
、
太
鼓

の
脇
に
て
案
内
を
言
。
か
し
こ
ま
り
て
、
ま
つ
。
の
う
り
き
「
い
か
に
」

と
言
、
み
な
〳
〵
立
、
正
方
へ
ち
と
出
、
う
た
ふ
也
。「
今
宵
ハ
花
の
」

か
ら
、
な
を
る
也
。
脇
の
下
へ
、
な
を
る
也
。

一

六
十
六

雲
林
院

一
人
。
は
な
し
も
と
ゆ
ひ
に
て
。
か
さ
を
き
て
。
か
け
す
わ
う
。
大
口
。

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

刀
。
末
広
。
つ
れ
つ
れ
ハ
、
つ
れ
ハ
か
み
を
ゆ
い
。
か
み
し
も
に
て
。
刀
。

し
つ
め
お
り
。
次
第
過
て
、
か
さ
を
ぬ
き
、
正
方
に
て
名
乗
。
ま
た
、
か

さ
を
き
て
、
道
行
う
た
ふ
也
。
付
て
ハ
、
つ
れ
ハ
な
を
る
也
。
か
さ
を
ぬ

き
す
て
ゝ
、
正
方
へ
向
。
花
を
見
て
「
は
る
か
に
」
と
言
、
花
の
本
へ
行
、

花
を
お
る
体
也
。
し
て
に
、
言
か
け
ら
れ
て
向
。「
夕
は
へ
の
道
」
に
て
、

す
わ
る
也
。

間
、
か
ゝ
る
也
。
但
、
か
ゝ
ら
す
ハ
立
て
、「
此
所
の
人
の
渡
候
か
」。

「
少
尋
申
度
事
の
候
間
、
こ
な
た
へ
御
出
候
へ
」。「
此
所
に
お
ゐ
て
当
寺

の
い
わ
れ
、
わ
き
て
ハ
花
の
子
細
な
と
の
候
ハ
ヽ
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。

「
懇
に
御
物
語
候
者
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
是
ハ
津
の
国
あ
し

や
の
里
に
き
ん
ミ
つ
と
申
者
に
て
候
か
、
此
所
初
而
一
見
の
事
に
て
候
。

折
節
此
花
今
を
さ
か
り
と
み
え
て
候
程
に
、
一
本
手
折
ら
ふ
す
る
と
思
ひ

立
寄
候
処
に
、
い
つ
く
と
も
し
ら
す
若
き
女
の
来
、
其
花
な
折
申
そ
と
の

給
ひ
、
そ
れ
に
つ
き
い
ろ
〳
〵
の
古
歌
な
と
引
れ
候
か
、
い
つ
く
共
な
く

姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
尋
申
て
候
」。「
心
え
申
候
。

此
所
に
逗
留
し
、
懇
に
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
間
う
た
ひ
、

そ
の
ま
ゝ
う
た
ふ
也
。

一

六
十
七

あ
り
と
を
し

〔
け
〕

一
人
。
か
さ
折
。
ち
や
う
め
ん
。
大
口
。
末
広
。
つ
れ
を
つ
れ
て
も
、

く
る
し
か
ら
す
。
つ
れ
ハ
、
か
み
し
も
也
。
次
第
、
名
乗
。
道
行
、
不

（
付
）
に
。
正
方
へ
向
、
せ
り
ふ
を
言
、
其
ま
ゝ
「
と
も
し
火
」
と
言
。

な
を
る
也
。
立
、「
な
ふ
」
と
言
。「
見
れ
ハ
」、
し
や
た
ん
を
心
付
。「
お

そ
れ
さ
る
」
ニ
て
、
つ
く
は
い
、
か
つ
か
う
す
る
也
。「
か
き
け
す
や
う

に
」
と
言
時
、
見
送
、
よ
く
心
を
付
て
。「
つ
ら
ゆ
き
も
是
を
」
の
時
、

立
て
、
し
て
柱
の
前
に
て
、「
空
に
立
帰
」
と
正
方
を
見
て
、
し
と
め
を

す
る
也
。

一

六
十
八

関
寺

三
人
。
つ
ね
の
僧
な
り
。
紫
ハ
わ
る
し
。
ち
こ
を
さ
き
に
た
て
ゝ
。
次

第
、
名
乗
。「
け
ふ
た
な
は
た
」
と
正
方
を
請
る
。
道
行
、
付
す
に
。
な

を
る
也
。
ち
こ
を
見
て
、「
是
へ
御
出
候
」
と
言
。
し
て
す
わ
る
時
、
な
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を
る
也
。
つ
れ
脇
、「
た
な
は
た
の
ま
つ
り
お
そ
な
ハ
り
候
」
と
言
時
、

立
て
、
し
て
の
わ
き
へ
よ
り
、
引
た
つ
る
心
在
之
。
但
、
今
春
方
に
ハ
袖

を
引
立
る
也
。
京
に
も
、
引
立
て
も
よ
し
と
也
。

一

六
十
九

そ
と
は
小
町

二
人
。
す
み
そ
め
の
衣
吉
。
次
第
、
名
乗
、
道
行
、
つ
ね
の
こ
と
し
。

付
す
に
。
正
方
へ
向
、「
急
候
程
に
津
の
国
あ
へ
野
の
原
に
付
て
候
。
先

此
所
に
し
は
ら
く
や
す
ら
わ
う
す
る
に
て
候
」
と
、
な
を
る
也
。
し
て
、

こ
し
を
か
け
て
か
ら
立
。
俄
に
見
つ
け
た
る
様
に
す
る
也
。
つ
れ
も
立
て
、

其
ま
ゝ
脇
座
に
て
、
う
た
ふ
も
有
。
又
、
脇
正
方
へ
、
し
て
の
う
し
ろ
を

通
、
ま
わ
り
て
、
し
て
よ
り
、
ち
と
高
く
ゐ
て
、
う
た
ふ
も
有
。
是
ハ
、

し
て
に
と
い
て
也
。「
誠
に
さ
と
れ
る
」
か
ら
右
ノ
ひ
さ
を
つ
き
、
か
つ

せ
う
す
る
也
。
つ
れ
も
「
六
ケ
し
」
と
言
時
、
し
て
帰
る
時
、
早
言
葉
を

か
け
て
、
よ
ひ
帰
す
也
。
し
て
帰
る
時
、
立
て
、「
お
こ
と
ハ
い
か
成
人

そ
」
と
、
ち
と
す
い
け
に
言
葉
を
か
く
る
也
。
名
を
名
乗
し
時
、「
さ
て

ハ
い
た
ハ
し
」
と
思
ひ
入
心
在
也
。
そ
れ
よ
り
、
ち
と
あ
か
む
る
心
在
之
。

「
小
町
に
心
を
か
け
し
人
」
の
あ
た
り
に
て
、
な
を
る
也
。

一

七
十

あ
ふ
む
小
町

む
ね
も
り
の
出
立
也
。
文
を
ふ
と
こ
ろ
に
入
也
。
名
乗
、
つ
ね
の
こ
と

し
。「
い
か
に
誰
か
有
」。
つ
れ
、「
御
前
に
候
」
と
云
。〈
ゆ
や
〉
の
太
刀

持
の
こ
と
く
、
か
み
し
も
に
て
、
太
刀
を
も
ち
言
。「
急
間
、
是
ハ
ヽ
や

関
寺
ノ
辺
に
付
て
候
。
此
所
に
お
ゐ
て
小
野
の
小
町
か
有
家
を
尋
候
へ
」。

尋
さ
せ
て
、
な
を
る
。
大
夫
に
よ
り
て
、
こ
し
を
か
け
た
る
も
吉
。
立
て

「
是
成
ハ
」
と
言
、「
立
出
み
れ
ハ
」
と
言
時
分
か
ら
少
出
る
也
。
大
夫
次

第
に
方
角
を
見
る
也
。「
御
門
よ
り
」
と
言
、
文
を
取
出
、「
御
歌
」
と
言

渡
す
心
に
す
。「
さ
ら
は
聞
候
へ
」
と
言
、
跡
へ
少
の
く
や
う
に
し
て
少

さ
し
上
、
い
か
に
も
し
つ
と
り
と
よ
む
也
。
よ
み
納
て
、
左
の
手
に
も
ち

さ
け
て
、
立
て
ゐ
る
也
。
後
ハ
ふ
し
ん
成
心
し
て
、
両
の
手
に
て
、
く
ハ

ん
と
さ
し
上
、
さ
ら
〳
〵
と
よ
む
也
。
小
謡
の
打
返
に
て
、
す
わ
る
。
文

を
下
ニ
置
也
。

一

七
十
一

通
小
町

一
人
。
つ
ね
の
僧
也
。
名
乗
て
、
な
を
る
也
。

①

間
の
語
の
打
返
ま
て
立
て
、「
市
原
野
辺
」
と
言
時
分
よ
り
、
少
つ
ゝ

出
て
、「
ざ
く
を
の
へ
」
と
言
時
、
正
方
へ
向
、
か
し
こ
ま
り
、
か
つ
し

や
う
す
る
。
立
て
、
な
を
る
也
。

①
「
語
」
は
「
謡
」
の
誤
写
か
。

一

七
十
二

角
田
川

一
人
。
う
つ
く
し
か
ら
す
し
て
。
か
み
し
も
。
刀
。
し
つ
め
折
。
か
み

を
ゆ
ひ
て
。
ひ
き
く
名
乗
。
笛
の
前
へ
、
な
を
る
也
。
又
、
あ
き
人
ハ
、

ち
と
う
つ
く
し
き
物
を
き
て
。
二
人
も
一
人
も
よ
し
。
か
み
を
ゆ
ひ
。
か

み
し
も
。
刀
。
し
つ
め
折
持
て
。
次
第
。
名
乗
。
道
行
、
付
て
。
正
方
へ
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向
、「
舟
に
の
ら
う
す
る
」
と
言
時
、
わ
き
ハ
立
て
、
知
人
之
心
也
。「
早

御
下
向
候
。
舟
に
の
せ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」
と
言
。
は
し
か
ゝ
り
を
見

て
、「
又
あ
と
の
も
の
く
る
ひ
」
と
言
、
待
体
也
。
な
を
る
也
。
つ
れ
を

ハ
脇
座
に
、
な
を
す
也
。
さ
を
ゝ
取
寄
て
置
也
。
大
夫
う
た
ひ
か
け
て
か

ら
、
立
て
う
た
ふ
也
。
舟
に
の
せ
候
時
は
、
あ
き
人
ハ
左
、
大
夫
は
右
、

な
ら
へ
て
の
す
る
也
。
右
の
か
た
を
ぬ
き
、
ひ
ほ
か
わ
を
両
な
か
ら
、
お

ひ
に
は
さ
み
、
あ
ふ
き
を
も
さ
し
、
さ
ほ
を
左
に
も
ち
、
立
て
、
右
ノ
手

を
そ
へ
て
、「
此
渡
り
ハ
」
と
言
。
語
過
て
、
俄
に
舟
付
、
か
つ
く
り
と

す
る
心
体
也
。
し
な
、
け
い
こ
に
有
也
。
あ
き
人
舟
よ
り
あ
か
り
て
、
立

向
、「
い
か
さ
ま
」
と
言
。「
舟
を
つ
な
き
て
参
候
へ
し
」
言
。
あ
き
人
は

①

本
座
へ
な
を
る
。
ひ
さ
を
つ
き
、
か
た
を
入
、
ひ
も
か
わ
を
能
之
し
、
扇

を
ぬ
き
持
て
、
立
て
、
大
夫
へ
向
、「
い
か
に
」
と
言
也
。
後
に
「
あ
ら

い
た
ハ
し
」
と
言
。
心
付
し
て
「
こ
な
た
へ
」
と
言
。「
御
子
の
」
と
言
、

つ
か
へ
つ
れ
て
行
。「
是
こ
そ
御
子
の
つ
か
に
て
候
へ
」
と
、
を
し
ゆ
る

体
也
。
し
や
う
こ
を
左
に
持
、
右
に
し
も
く
を
持
、
な
ら
す
や
う
に
し
て
、

な
ら
さ
す
に
、
す
ゝ
む
る
。
後
に
、
し
や
う
こ
を
右
へ
と
り
直
し
、
大
夫

打
よ
き
様
に
渡
す
。「
月
の
夜
念
仏
」
の
時
、
東
を
見
、「
西
方
こ
く
ら

く
」
の
時
、
西
を
見
る
。
か
つ
し
や
う
し
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
時
、

す
わ
る
也
。
大
夫
「
な
ふ
〳
〵
」
と
言
時
、
急
立
て
、
つ
か
へ
よ
く
〳
〵

心
を
付
て
、
念
仏
を
す
ゝ
む
る
也
。
又
、
な
を
る
也
。

①
「
之
し
」
は
難
読
。「
之
し
」
は
「
の
し
」
か
。「
紐
革
を
能
く
の
ば

し
」
の
意
味
か
。

一

七
十
三

三
井
寺

三
人
僧
。
何
色
に
て
も
大
口
。
刀
を
さ
し
て
も
よ
し
。
子
を
さ
き
に
立
、

出
る
。
次
第
。
道
行
、
付
す
に
。
な
を
る
。
狂
女
「
か
ね
を
つ
き
候
」
と

申
時
、
立
て
う
た
ふ
也
。「
あ
ら
め
つ
ら
し
や
」
と
言
、
と
り
つ
く
時
、

つ
れ
わ
き
立
寄
て
、
扇
に
て
た
ゝ
く
。
其
時
立
て
、「
こ
な
た
へ
の
き
候

へ
」
と
言
、
引
の
け
て
、
子
方
へ
向
、
ひ
さ
を
つ
き
て
、
う
た
ふ
也
。

一

七
十
四

か
し
は
さ
き

一
人
。
か
み
を
ゆ
ひ
て
。
か
み
し
も
。
刀
。
し
つ
め
折
。
ま
も
り
を
く

ひ
に
か
け
て
、
文
を
ふ
と
こ
ろ
に
入
、
か
さ
を
き
て
、
次
第
笛
の
方
へ
向
、

う
た
ひ
、
か
さ
を
ぬ
き
、
左
の
手
に
も
ち
、
正
方
に
て
名
乗
。
道
行
は
、

か
さ
を
き
る
。
付
る
。
又
、
か
さ
を
ぬ
き
、
手
に
も
ち
、
案
内
を
申
。
大

夫
の
こ
ゑ
を
聞
、
か
さ
を
す
て
ゝ
、
つ
る
〳
〵
と
よ
り
、
ひ
さ
を
も
つ
き
、

う
た
ふ
也
。
ろ
ん
き
を
も
手
を
つ
き
て
、
う
た
ふ
也
。「
御
理
と
思
へ
共
」

と
言
、
出
て
、
ま
も
り
を
は
つ
し
、
扇
を
ひ
ろ
け
、
ま
も
り
を
の
せ
、

①を
ゝ
う
へ
に
大
夫
取
能
様
に
を
き
、
さ
て
文
を
と
り
出
し
、
ま
も
り
の
上

に
を
き
、「
か
た
み
を
御
覧
候
へ
」
と
言
時
分
、
立
て
、
大
夫
の
前
へ
よ

り
、
ひ
さ
を
つ
き
、
右
の
手
を
つ
き
、
左
の
手
を
さ
し
上
、
わ
た
す
。
又
、

ま
も
り
は
か
り
先
へ
出
し
て
、「
又
是
に
文
の
候
」
と
言
。
文
を
と
り
出

し
渡
も
有
。
大
夫
次
第
。
と
ひ
合
て
渡
也
。
大
夫
、
中
入
に
つ
き
入
也
。

僧
ハ
う
つ
ほ
也
。
子
を
さ
き
へ
立
。
出
て
名
乗
、
な
を
る
也
。
立
て
「
い

か
に
」
と
言
。
狂
言
、
あ
い
し
ら
ひ
在
也
。
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①
「
を
ゝ
」
は
難
読
。
脱
字
が
あ
る
か
。

一

七
十
五

は
ん
女

少
将
ハ
か
さ
折
。
ち
や
う
け
ん
よ
し
。
末
広
。
わ
き
ハ
か
み
を
ゆ
ひ
。

か
み
し
も
に
、
し
つ
め
折
。
太
刀
持
つ
れ
て
。
次
第
、
名
乗
。
道
行
、
付

而
。「
い
か
に
誰
か
有
」
と
少
将
に
い
わ
れ
て
、
わ
き
「
御
前
に
」
と
言
、

か
し
こ
ま
り
て
き
く
。
少
将
ハ
言
付
て
、
こ
し
を
か
く
る
也
。
わ
き
立
て
、

「
い
か
に
誰
か
有
」
と
言
。
狂
言
を
よ
ひ
、
は
ん
女
之
事
を
尋
て
、
少
将

の
前
に
行
、
か
し
こ
ま
り
て
言
。
笛
の
前
に
、
な
を
る
也
。
立
て
、
う
た

ふ
也
。
ろ
ん
き
の
ま
に
も
立
て
言
也
。

一

七
十
六

百
万

三
人
。
か
み
を
ゆ
ひ
、
お
り
す
ち
な
と
き
て
。
か
み
し
も
。
刀
。
し
つ

め
お
り
。
子
を
さ
き
へ
た
て
ゝ
。
次
第
、
名
乗
、
つ
ね
の
こ
と
し
。
名
乗

過
て
、
狂
言
へ
「
い
か
に
在
所
の
人
渡
候
か
」。
狂
言
出
時
、「
此
所
に
お

ゐ
て
面
白
き
事
候
ハ
ぬ
か
、
何
時
よ
り
は
し
ま
り
候
そ
」。
立
て
、
言
か

く
る
。
又
、
後
、
子
を
つ
れ
て
、
母
の
前
へ
向
也
。

一

七
十
七

浮
舟

一
人
。
つ
ね
の
う
つ
ほ
そ
う
也
。
名
乗
。
道
行
、
付
而
。
な
を
る
也
。

立
て
謡
、
く
り
に
て
、
な
を
る
也
。
後
ハ
す
わ
り
て
、
う
た
ふ
也
。

立
て
、「
い
か
に
此
在
所
の
人
わ
た
り
候
か
」。「
此
所
を
ハ
う
ち
の
里

と
申
候
か
」。「
少
尋
申
度
事
候
。
此
方
へ
御
出
候
へ
」。「
此
所
に
ハ
う
き

舟
と
や
ら
ん
の
す
み
給
ひ
て
候
。
さ
あ
ら
ハ
う
き
舟
の
い
わ
れ
、
御
存
ち

な
ら
ハ
か
た
つ
て
御
き
か
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
も
の
か
な
。

尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
是
ハ
此
所
初
而
一
見
の
事
に
て
候
か
、
此
う

ち
の
川
に
お
ゐ
て
、
い
つ
く
と
も
な
く
女
性
一
人
、
少
舟
に
さ
を
ゝ
さ
し

来
候
程
に
、
爰
元
に
お
ゐ
て
、
い
に
し
へ
ハ
い
か
成
人
の
す
み
給
ひ
て
候

そ
と
尋
申
て
候
へ
ハ
、
さ
ま
〳
〵
か
た
り
給
ひ
、
其
後
よ
川
の
杉
の
二
本

を
、
ひ
え
さ
か
と
尋
給
へ
、
あ
れ
に
て
待
申
さ
ん
と
言
す
て
、
行
方
も
し

ら
す
、
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
な
ん
ほ
う
ふ
し
ん
に
存
、
さ
て
尋

申
て
候
。
小
野
辺
に
立
越
、
懇
に
と
ふ
ら
い
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
立

て
正
方
へ
向
、
心
し
て
か
つ
せ
う
す
る
也
。

一

七
十
八

玉
か
つ
ら

一
人
。
つ
ね
の
そ
う
。
名
乗
。
道
行
、
付
而
。
立
、
う
た
ひ
。
し
て
次

第
に
よ
り
て
、
二
本
の
杉
を
見
る
心
在
之
。
く
り
に
て
、
な
を
る
也
。

立
て
、「
い
か
に
在
所
の
人
の
渡
候
か
。
少
尋
申
度
事
候
。
こ
な
た
へ

わ
た
り
候
へ
」。「
此
所
に
て
玉
か
つ
ら
の
い
わ
れ
存
の
人
な
ら
ハ
、
か
た

つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
も
の
か
た
り
候
者
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に

あ
ら
す
。
お
こ
と
よ
り
以
前
に
、
此
ふ
も
と
に
て
女
性
一
人
、
ち
い
さ
き

舟
に
さ
ほ
を
さ
し
て
来
候
程
に
、
是
は
い
か
成
人
に
て
候
と
申
て
候
へ
ハ
、

只
今
御
身
の
御
物
か
た
り
と
一
し
く
、
懇
に
語
給
ひ
、
是
ハ
此
は
つ
せ
寺

に
も
う
て
く
る
も
の
也
。
又
是
成
二
本
の
杉
の
立
と
へ
と
も
な
ひ
給
ひ
候



140

程
に
、
参
り
て
候
へ
ハ
、
是
こ
そ
二
本
の
杉
に
て
候
へ
、
よ
く
〳
〵
見
候

へ
と
仰
候
て
、
其
後
と
ふ
ら
ひ
て
く
れ
よ
な
と
ゝ
言
す
て
、
姿
を
見
う
し

な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
さ
て
尋
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
此
所

に
お
ゐ
て
、
玉
か
つ
ら
の
な
い
し
の
御
跡
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て

候
」。
立
て
も
、
ゐ
て
も
よ
し
。

一

七
十
九

う
と
ふ

一
人
。
つ
ね
の
う
つ
ほ
そ
う
也
。
名
乗
過
、
さ
し
を
う
た
ひ
、「
さ
ん

け
に
こ
そ
ハ
」
と
言
〳
〵
脇
座
へ
行
。
立
て
ゐ
る
也
。
太
夫
に
よ
ひ
帰
さ

れ
て
、
向
。「
是
を
し
る
し
に
と
、
な
み
た
を
そ
へ
て
」
と
言
時
、
よ
く

〳
〵
ふ
し
ん
の
心
在
て
、
返
の
「
た
ひ
衣
」
に
て
袖
を
取
て
、
た
ち
わ
か

る
ゝ
時
、
心
を
よ
く
〳
〵
つ
け
て
、「
雲
や
け
ふ
り
」
と
言
時
、
正
方
へ

向
。立

て
ゐ
て
、
中
入
し
て
か
ら
、
笛
の
前
に
て
つ
く
は
い
て
、
袖
を
た
ゝ

み
て
、
ふ
と
こ
ろ
へ
入
て
、
立
て
、
太
鼓
の
前
に
て
間
を
よ
ひ
、「
い
か

に
在
所
の
人
の
渡
候
か
。
此
所
に
て
れ
う
し
の
や
と
を
を
し
へ
て
給
り
候

へ
」。「
い
や
こ
そ
の
秋
身
ま
か
り
た
る
れ
う
し
ハ
候
ハ
ぬ
か
。
そ
の
や
と

を
ゝ
し
へ
て
給
候
へ
」。「
近
比
祝
着
申
而
候
」。
つ
れ
う
た
い
の
間
ハ
、

は
し
か
ゝ
り
へ
そ
ろ
〳
〵
と
行
、
う
た
い
は
て
ゝ
か
ら
、
し
て
柱
の
う
ち

へ
入
、「
い
か
に
」
と
案
内
を
言
。「
う
た
か
い
も
」
の
時
分
、
袖
を
い
つ

と
な
く
取
出
し
、
は
し
め
請
取
た
る
時
の
や
う
に
て
、「
合
れ
は
」
の
時
、

合
る
袖
を
つ
れ
に
渡
す
也
。
立
の
き
、
笛
之
前
へ
の
き
、
か
さ
を
取
、
正

方
に
お
き
、
少
立
の
き
、
か
つ
せ
う
し
て
、
本
座
へ
な
を
る
也
。
か
さ
の

下
へ
を
ゝ
少
出
し
候
へ
ハ
、
し
て
、
か
さ
と
り
よ
け
也
。

一

八
十

天
鼓

一
人
。
大
臣
。
ゑ
ほ
し
の
前
を
お
り
て
。
か
り
き
ぬ
。
大
口
。
末
広
。

名
乗
を
少
高
く
名
乗
、
な
を
る
也
。
立
て
、
う
た
ふ
也
。
く
り
に
て
、
な

を
る
也
。「
急
て
参
り
給
ふ
へ
し
」
と
言
時
よ
り
て
、
少
引
立
る
体
を
す

る
も
在
之
。

中
入
の
時
、「
い
か
に
誰
か
有
」
と
言
、
狂
言
を
よ
ひ
、「
老
仁
を
し
た

く
へ
帰
し
候
へ
。
又
天
鼓
か
跡
を
」
言
時
、
狂
言
色
々
の
事
言
也
。
色
々

狂
言
と
、
せ
り
ふ
言
也
。
く
わ
け
ん
の
役
者
ふ
れ
さ
せ
候
。
立
て
、
ひ
き

く
さ
か
り
て
、
う
た
ふ
也
。
な
を
り
後
ハ
、
不
立
に
う
た
ふ
也
。

一

八
十
一

こ
か
う

一
人
。
大
臣
也
。
な
の
り
て
、
太
鼓
の
わ
き
に
て
、
右
の
ひ
さ
を
つ
き
、

う
た
ふ
也
。「
御
か
ん
」
と
、
正
方
す
こ
し
う
か
ゝ
い
、「
れ
う
の
御
馬
」

と
、
中
国
へ
向
。
中
国
よ
り
跡
に
入
也
。

一

八
十
二

藤
戸

三
人
。
な
し
打
。
は
ち
ま
き
。
折
物
な
と
、
う
つ
く
し
き
も
の
を
き
て
。

ひ
た
ゝ
れ
。
刀
。
末
広
。
供
ハ
、
か
み
を
ゆ
ひ
。
か
み
し
も
に
て
。
次
第
、

名
乗
。
道
行
、
付
而
。「
い
か
に
誰
か
有
」
と
供
へ
言
。
供
ハ
「
御
前
に
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候
」
と
言
、
か
し
こ
ま
り
聞
。
言
付
而
か
ら
、
こ
し
を
か
く
る
也
。
供
ハ

脇
正
方
を
少
請
て
、「
此
し
ま
」
と
言
、
な
を
る
也
。「
を
と
高
し
」
の
時
、

あ
ら
〳
〵
と
言
也
。
後
ハ
、
面
目
無
之
心
在
之
。
大
夫
に
よ
り
、
久
世
舞

の
末
に
脇
へ
、
す
か
り
つ
く
仕
舞
在
之
。
去
共
、
少
も
か
ま
ハ
さ
る
体
を

す
る
也
。
心
を
か
け
さ
る
か
、
な
ら
ひ
也
。

「
い
か
に
誰
か
有
」
と
狂
言
を
よ
ひ
、
と
ふ
ら
ひ
の
事
言
付
、
く
わ
ん

け
ん
か
う
の
役
者
を
ふ
れ
さ
す
る
也
。
間
を
か
た
る
と
も
、
わ
き
よ
り
ハ

か
ま
ハ
す
、
き
ゝ
入
す
、
は
つ
か
し
き
体
を
し
て
入
か
、
な
ら
ひ
也
。
間

の
う
た
ひ
を
、
立
て
う
た
ふ
也
。
正
方
へ
向
、
か
つ
せ
う
し
て
、「
一
せ

い
」
と
言
也
。
又
、
こ
し
を
か
く
る
也
。

一

八
十
三

と
う
か
ん
こ
し

一
人
。
お
り
す
ち
な
と
、
ち
と
う
つ
く
し
き
物
を
き
て
。
は
な
し
も
と

ゆ
ひ
。
大
口
。
末
広
。
但
、
か
み
を
ゆ
ひ
。
か
み
し
も
。
刀
。
し
つ
め
折

に
て
も
す
る
也
。
二
度
有
ハ
、
か
へ
て
す
る
也
。
名
乗
過
て
、
狂
言
を
よ

ひ
、「
い
か
に
、
此
あ
た
り
の
人
、
御
入
候
か
」
と
言
。
せ
り
ふ
を
ゆ
ひ
、

な
を
る
也
。
立
て
、
も
ん
た
う
也
。
後
ハ
立
す
に
、
う
た
ふ
也
。

一

八
十
四

ふ
し
太
鼓

一
人
。
大
臣
也
。
名
乗
過
、
左
ヘ
開
、
右
へ
ま
ハ
り
、「
い
か
に
誰
か

有
」
と
言
付
而
、
な
を
る
也
。
か
た
み
、
取
寄
て
置
也
。
立
て
、
女
に
向
、

か
（
た
）
み
を
笛
の
前
に
て
取
て
、
両
の
手
に
て
渡
、
な
を
る
也
。

一

八
十
五

二
人
し
つ
か

一
人
。
何
に
て
も
う
つ
く
し
き
物
を
き
。
か
さ
折
。
ち
や
う
け
ん
。
大

口
。
末
広
。
名
乗
過
、
左
ヘ
開
、
右
へ
廻
、
は
し
か
ゝ
り
の
方
へ
向
、

「
女
共
」
と
言
す
て
、
な
を
る
。

後
、
立
て
、
笛
の
わ
き
を
見
て
、「
宝
蔵
」
と
言
。
笛
の
前
に
て
つ
く

は
い
て
、
い
し
や
う
を
取
て
、
両
の
手
に
て
大
夫
へ
渡
し
、
い
し
や
う
き

る
間
ハ
右
の
ひ
さ
を
つ
き
、
か
し
こ
ま
り
て
待
て
、
き
候
ハ
ヽ
立
て
、
正

方
へ
向
、「
し
つ
か
御
前
の
舞
を
御
舞
有
」
と
言
、
な
を
る
。

一

八
十
六

松
む
し

一
人
。
か
み
を
ゆ
ひ
。
折
す
ち
。
か
み
し
も
。
刀
。
し
つ
め
折
。
名
乗

て
、
な
を
る
也
。
後
も
立
す
に
、
ち
と
正
方
を
請
て
、
う
た
ふ
也
。
後
ハ

大
夫
に
向
、
う
た
ふ
也
。

間
来
候
時
、
知
人
之
酒
も
り
な
と
す
る
也
。「
い
か
に
申
候
」。「
ち
と

ふ
し
ん
成
事
の
候
。
近
比
御
存
よ
ら
さ
る
事
に
て
候
へ
共
、
此
所
に
お
ゐ

て
、
松
虫
の
ね
に
と
も
を
忍
と
言
子
細
、
御
存
候
ハ
ヽ
、
か
た
つ
て
御
聞

せ
候
へ
き
か
」。「
別
成
事
に
て
ハ
な
く
候
。
御
存
の
こ
と
く
、
我
等
事
は

当
町
に
出
て
酒
を
う
り
候
か
、
い
つ
く
と
も
し
ら
す
若
き
男
一
人
来
、
酒

を
の
み
候
か
、
帰
る
さ
に
ハ
酒
ゑ
ん
を
な
し
、
色
々
う
た
ひ
舞
遊
候
て
帰

り
候
間
、
ふ
し
ん
に
存
、
一
日
も
来
候
程
に
、
い
か
成
も
の
そ
と
名
を
尋

て
候
へ
ハ
、
さ
ま
〳
〵
の
事
を
か
た
り
、
其
後
、
松
む
し
の
ね
に
か
ハ
ら

ぬ
友
を
忍
ふ
と
言
す
て
、
市
人
に
ま
き
れ
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
か
、
な
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ん
は
う
ふ
し
ん
に
存
（
候
）
と
よ
」。「
心
得
申
候
。
さ
あ
ら
ハ
懇
に
跡
を

と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
其
ま
ゝ
う
た
ふ
也
。

一

八
十
七

あ
こ
き

二
人
。
か
み
を
ゆ
ひ
。
か
み
し
も
。
刀
。
し
つ
め
折
。
一
人
に
て
も
吉
。

次
第
、
名
乗
。
道
行
、
付
而
。
な
を
る
也
。
立
、
う
た
ふ
也
。「
し
き
嶋

に
よ
り
く
る
」
に
て
、
な
を
る
。

中
入
過
て
立
て
、「
い
か
に
当
浦
の
人
の
渡
候
か
」。「
此
所
を
ハ
あ
こ

き
か
浦
と
申
候
か
、
そ
れ
に
付
、
少
尋
申
度
事
候
。
此
方
へ
御
出
候
へ
」。

「
此
所
を
あ
こ
き
か
浦
と
申
い
わ
れ
、
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物

か
た
り
候
も
の
か
な
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
、
是
ハ
日
向
国
の
者
に

て
候
か
、
此
所
初
て
一
見
の
者
に
て
候
か
、
此
所
に
何
と
な
く
や
す
ら
ひ

候
処
に
、
何
方
共
な
く
老
人
一
人
来
候
程
に
、
此
所
を
ハ
い
か
成
所
と
申

候
そ
と
尋
申
て
候
へ
ハ
、
あ
こ
き
か
浦
と
申
候
ほ
と
に
、
何
と
て
あ
こ
き

か
浦
と
ハ
申
候
そ
と
申
て
候
ヘ
ハ
、
あ
こ
き
か
う
ら
の
い
わ
れ
、
是
ハ
御

身
の
御
物
か
た
り
と
一
し
く
さ
ま
〳
〵
か
た
り
給
ひ
、
色
々
の
哥
な
と
引
、

其
後
あ
と
は
か
も
な
く
姿
を
見
う
し
な
ひ
候
ほ
と
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
た

つ
ね
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
し
は
ら
く
此
所
に
逗
留
し
、
懇
に
と
ふ
ら

ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
立
す
に
う
た
ふ
也
。

一

八
十
八

梅
か
え

二
人
。
つ
ね
の
そ
う
。
次
第
、
名
乗
。
道
行
、
付
而
。
正
方
に
て
「
是

ハ
は
や
」
と
言
。「
宿
を
か
ら
う
す
る
」
と
言
。
つ
れ
ハ
「
し
か
る
へ
う

候
」
と
言
、
な
を
る
。
か
く
屋
の
方
を
少
請
て
、
宿
を
か
る
。
大
夫
次
第
。

脇
座
へ
行
、
大
夫
下
に
居
時
、
な
を
る
也
。
太
鼓
を
見
て
「
ふ
し
き
や
」

と
言
。

立
て
、「
い
か
に
在
所
の
人
の
渡
候
か
。
少
尋
申
度
事
の
候
。
こ
な
た

へ
御
出
候
へ
」。「
是
ハ
か
い
の
国
し
む
延
山
よ
り
出
た
る
沙
門
に
て
候
。

此
所
に
お
ゐ
て
い
に
し
へ
ふ
し
と
申
か
く
人
の
は
て
給
ひ
た
る
い
わ
れ
御

存
候
ハ
、
か
た
つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。
懇
に
御
物
（
語
）
候
者
哉
。
尋
申

事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
最
前
申
こ
と
く
此
所
初
而
一
見
の
事
に
て
候
か
、

此
所
に
て
日
の
暮
て
候
程
に
、
宿
を
か
り
候
処
に
、
か
さ
り
た
る
太
鼓
、

同
舞
の
い
し
や
う
の
候
を
ふ
し
ん
を
な
し
て
候
へ
ハ
、
只
今
御
身
の
御
物

か
た
り
と
一
し
く
、
ふ
し
の
は
て
給
ひ
た
る
い
わ
れ
、
さ
ま
〳
〵
か
た
り

給
ひ
、
ふ
し
の
つ
ま
の
事
を
身
の
上
の
や
う
に
言
な
し
、
其
後
か
き
け
す

こ
と
く
に
す
か
た
を
見
う
し
な
ひ
て
候
ほ
と
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
さ
て
尋

申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
さ
あ
ら
は
此
所
に
逗
留
し
、
懇
に
と
ふ
ら
ひ
申

さ
う
す
る
に
て
候
」。
立
す
に
正
方
へ
向
、「
そ
れ
」
と
言
出
す
。
か
つ
せ

う
し
て
、「
一
し
や
ふ
と
く
」
と
言
。「
そ
く
と
く
」
か
ら
手
を
な
を
し
、

本
座
へ
居
、
な
を
る
也
。

一

八
十
九

水
無
瀬

一
人
。
つ
ね
の
そ
う
。
す
み
そ
め
な
と
吉
。
な
の
り
て
か
ら
笛
の
所
に

正
方
へ
向
、
な
を
る
也
。
子
共
出
る
時
立
て
、
は
し
か
ゝ
り
を
見
て
、

〔
ら
〕

「
言
語
道
断
」
と
言
。「
さ
り
ぬ
や
う
に
て
」
と
脇
座
の
方
へ
行
、
正
方
へ
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向
、
立
て
ゐ
る
也
。「
な
ふ
〳
〵
」
と
言
時
、
子
の
方
へ
向
。「
さ
ら
ハ

と
ゝ
ま
り
」
と
言
時
、
二
足
三
足
程
、
子
の
方
へ
よ
る
。「
み
れ
ハ
む
か

し
」
の
時
、
正
方
へ
向
、
庭
を
見
る
心
す
。「
も
る
月
か
け
」
の
と
き
、

子
方
へ
向
、「
お
僧
を
内
」
の
時
、
居
座
へ
な
を
る
。
あ
ね
、
帯
を
持
来

と
き
、
さ
て
〳
〵
と
思
ふ
心
し
て
、
帯
に
目
を
付
。
又
、
立
帰
る
時
、
見

お
く
り
、
又
、
お
と
ゝ
来
時
、
同
前
也
。「
父
ハ
あ
わ
れ
に
」
と
言
時
、

子
を
見
。「
身
の
を
き
所
」
と
言
時
、
下
を
見
。「
人
や
も
し
白
露
」
と
言

（
マ
マ
）

時
よ
り
所
を
を
見
。「
親
と
子
」
と
言
時
、
子
を
見
。「
名
乗
も
」
と
言

時
、
両
の
手
を
上
て
、
な
く
也
。「
あ
と
を
と
う
こ
そ
」
と
言
、
ち
と
正

方
へ
向
心
す
る
也
。
子
を
見
て
「
あ
ら
い
た
ハ
し
や
」
と
言
。
子
共
ま
と

ろ
む
時
、
そ
と
立
、
正
方
へ
向
、「
言
語
道
断
」
と
言
。
し
て
柱
ま
て
行

時
、
お
と
ゝ
左
の
袖
を
引
時
、
子
に
向
。
帰
て
、
子
を
脇
正
方
へ
な
を
し
、

本
座
へ
な
を
る
也
。「
目
を
ふ
さ
き
」
の
時
、
正
方
へ
向
。
念
仏
申
時
、

し
ゆ
す
左
の
手
を
か
け
て
、
念
仏
申
体
也
。「
南
無
ゆ
う
れ
い
」
の
時
、

正
方
に
て
其
ま
ゝ
か
つ
し
や
う
す
る
也
。
し
て
出
て
脇
へ
向
時
、
立
て
、

か
つ
し
や
う
し
て
「
念
仏
衆
生
」
と
言
也
。「
来
迎
」
ま
て
、
か
つ
せ
う

し
て
ゐ
る
也
。
し
て
、
子
共
の
手
を
取
、
両
の
脇
に
直
時
ハ
、
二
人
の
子

〔
専
〕

と
、
し
て
と
に
よ
く
〳
〵
心
を
付
る
。
さ
て
〳
〵
と
言
心
、
思
ひ
入
せ
ん

也
。「
み
と
り
子
」
の
返
し
に
て
、
三
人
な
か
ら
下
に
ゐ
る
也
。
子
共
を

さ
き
に
立
て
、
入
也
。

一

九
十

籠
太
鼓

一
人
。
か
み
を
ゆ
ひ
。
か
み
し
も
。
刀
。
し
つ
め
折
。
又
、
な
し
打
、

ひ
た
ゝ
れ
に
て
も
す
る
也
。
正
方
に
て
名
乗
。
狂
言
を
よ
ひ
出
し
、
番
の

事
を
言
付
て
、
な
を
る
也
。
狂
言
来
て
、「
う
せ
ら
る
」
と
申
時
、
あ
ら

①

〳
〵
と
「
汝
く
せ
事
」
と
言
。
し
て
来
時
、
其
ま
ゝ
謡
也
。
狂
言
、
し
て

に
向
、
し
や
へ
る
時
、
狂
言
を
見
て
、
し
か
る
也
。
鼓
を
言
か
く
る
。
狂

言
「
狂
気
し
た
る
」
と
言
時
、
立
て
行
見
、
ふ
し
ん
成
体
を
す
る
也
。

「
や
さ
し
き
」
と
う
た
い
出
し
、
籠
へ
行
。
く
わ
ん
ぬ
き
を
は
つ
し
、
右

の
手
に
て
戸
を
ひ
ら
き
、「
早
是
ま
て
」
と
言
出
る
。「
鼓
の
こ
ゑ
も
」
の

時
、
打
返
に
て
下
に
ゐ
る
也
。「
な
つ
か
し
の
此
籠
や
」
の
返
に
て
立
て
、

ぬ
け
ぬ
や
う
に
「
此
上
」
と
言
出
す
。「
み
た
せ
い
く
わ
ん
」
の
時
、
下

に
ゐ
る
也
。

①
「
汝
」
は
難
読
。

一

九
十
一

自
然
居
士

二
人
。
か
み
を
ゆ
ひ
。
か
み
し
も
。
刀
。
し
つ
め
折
。
さ
を
ゝ
二
つ
、

笛
の
う
し
ろ
に
お
く
。「
袖
を
ぬ
ら
さ
ぬ
」
時
分
よ
り
出
て
、
ぬ
け
ぬ
や

う
に
、
は
し
か
ゝ
り
に
て
名
乗
、
右
へ
開
、「
い
か
に
」
と
言
。「
立
越
」

と
言
、
し
て
柱
ま
て
行
て
、
子
を
見
て
、
俄
に
見
付
而
、「
さ
れ
は
こ
そ
」

と
言
。「
急
て
つ
れ
て
御
入
候
へ
」
と
言
、
扇
を
さ
す
。
つ
れ
ハ
子
を
引

立
て
、
脇
座
へ
行
、
な
を
す
。
子
の
跡
か
ら
行
を
、
狂
言
出
て
「
や
る
ま

い
」
と
言
時
、「
や
る
ま
い
と
ハ
」
と
言
、
あ
と
へ
向
。「
や
る
ま
い
」
と

言
時
、「
や
う
か
有
」
と
言
、
刀
に
手
を
か
く
る
。
右
よ
り
ふ
み
し
り
そ

き
、
な
を
る
也
。
一
声
を
打
出
し
て
か
ら
、
右
の
か
た
を
ぬ
き
、
ひ
ほ
か

わ
を
帯
に
は
さ
み
、
さ
を
を
取
、
立
、
左
の
手
に
さ
を
ゝ
持
、
右
の
手
を
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そ
へ
、
う
た
ふ
也
。「
あ
ら
を
と
高
し
」
と
右
の
手
を
さ
す
。「
衣
に
お
そ

れ
て
」
と
言
時
、
右
ノ
手
に
て
は
か
ま
を
取
、「
是
も
な
ん
ち
」
と
言
時
、

子
を
見
る
。「
さ
ん
〳
〵
に
打
」
と
言
と
き
、
右
の
手
に
て
左
を
そ
へ
て
、

右
の
手
を
さ
か
手
に
打
、
さ
て
さ
を
ゝ
右
に
つ
き
、
う
た
ふ
。
左
之
手
に

て
は
、
は
か
ま
を
取
、「
な
ふ
渡
候
か
」
と
つ
れ
へ
向
。
さ
を
ゝ
す
て
ゝ
、

大
鼓
の
ま
へ
に
て
右
の
ひ
さ
を
つ
き
、
か
た
を
入
、
ひ
ほ
か
わ
を
し
〳
〵

立
て
、
脇
正
方
へ
行
、
右
の
ひ
さ
を
つ
き
、
う
た
ふ
也
。
つ
れ
は
、
な
を

る
。「
是
成
若
き
人
」
と
、
つ
れ
を
見
る
。「
是
に
ゑ
ほ
し
の
候
」
と
言
、

と
り
出
し
、
し
て
に
き
す
る
。「
な
に
の
つ
れ
な
ふ
候
へ
き
」
と
云
、
脇

座
へ
な
を
る
。
舞
の
末
に
立
て
、「
あ
ま
り
」
と
言
、
又
す
わ
る
。
久
世

舞
の
ま
に
立
て
、
さ
ゝ
ら
を
所
望
す
る
時
、「
竹
」
と
言
時
、
舟
中
と
笛

の
前
を
見
て
、「
折
ふ
し
」
と
言
、
す
わ
る
。
さ
ゝ
ら
の
た
ん
の
ま
に
立

て
、
か
つ
こ
を
所
望
す
る
。「
か
つ
こ
を
取
て
つ
け
候
」、「
こ
し
に
か
つ

こ
か
に
相
て
候
」
な
と
ゝ
言
、
な
を
る
也
。

一

九
十
二

長
良

一
人
。
は
な
し
も
と
ゆ
ひ
に
、
た
う
も
と
ゆ
ひ
。
そ
は
つ
き
。
大
口
。

末
広
。
又
、
ち
や
う
け
ん
に
て
も
す
る
也
。
名
乗
、
つ
ね
の
こ
と
し
。

「
是
よ
り
か
ひ
と
言
所
に
て
」
之
時
、
少
開
也
。「
か
ひ
の
土
橋
」
と
言
時
、

脇
座
へ
付
や
う
に
し
て
、
脇
座
へ
も
不
付
。
ふ
た
い
の
ま
ん
中
ま
て
行
、

正
方
へ
向
、
立
て
居
也
。
し
て
出
て
「
あ
ら
、
お
そ
や
」
と
言
時
、
し
て

〔
の
葉
も
〕

の
方
へ
向
、
ふ
し
ん
な
と
言
心
持
し
て
見
る
也
。「
其
言
よ
り
は
や
た
か

い
ぬ
」
と
言
時
よ
り
、
こ
し
を
ち
と
こ
ゝ
む
る
心
。
う
や
ま
う
心
也
。

「
約
束
の
こ
と
く
つ
た
ゑ
ん
」
と
言
、
う
れ
し
と
思
ふ
心
在
之
。「
か
き
け

す
や
う
に
」
と
言
時
、
し
て
を
い
か
に
も
ふ
し
ん
し
て
見
送
り
、
太
鼓
の

前
迄
出
候
て
、
帰
て
、
正
方
へ
向
、「
言
語
道
断
」
と
言
、「
又
こ
そ
爰
に

来
ら
め
」
と
言
時
、
脇
座
を
見
。「
い
さ
み
を
な
し
」
と
言
時
、
し
て
柱

の
前
へ
行
、
正
方
を
は
る
か
に
見
上
、
う
れ
し
き
気
色
し
て
帰
也
。

後
ハ
、
た
う
か
ふ
り
。
金
の
は
ち
ま
き
。
そ
は
つ
き
。
は
ん
き
り
。
け

ん
を
は
き
、
末
広
。
出
て
、
は
し
か
ゝ
り
、
し
て
柱
と
松
と
の
間
に
て
、

左
の
足
を
少
ひ
き
、
右
の
足
を
引
、「
末
や
う
た
い
」
と
言
出
す
。「
物
す

さ
ま
し
き
」
と
言
時
、
脇
正
方
へ
ひ
ら
く
。「
山
の
か
い
よ
り
見
渡
ハ
」

と
云
時
、
柱
よ
り
内
、
脇
座
へ
行
道
を
直
に
見
渡
な
り
。
柱
よ
り
そ
と
を

み
る
は
、
あ
し
く
と
言
な
り
。
又
、
柱
に
手
を
か
け
て
み
る
も
あ
り
。
是

も
あ
し
く
。「
月
も
く
ま
な
き
し
ん
か
う
」
と
云
時
、
月
を
み
る
こ
ゝ
ろ

な
り
。「
所
ハ
か
ひ
の
川
波
」
と
ゆ
ふ
時
出
る
。「
川
な
み
」
と
ふ
た
い
を

み
る
。「
渡
せ
る
は
し
」
と
言
時
、
ふ
た
い
よ
り
、
我
か
前
へ
み
る
。「
渡

り
し
人
の
」
と
云
時
、
二
足
三
足
程
し
り
そ
き
、
足
も
と
を
み
る
な
り
。

「
う
れ
し
や
今
ハ
は
や
」
と
云
時
、
扇
に
て
手
を
う
つ
な
り
。「
お
も
ふ
ね

か
ひ
」
と
云
時
、
扇
を
ひ
ろ
け
、
し
ま
ひ
有
之
。「
あ
か
つ
き
か
け
て
」

と
云
時
、
わ
き
さ
へ
あ
ゆ
み
行
。「
こ
ま
を
は
や
む
る
」
と
言
時
、
は
し

か
ゝ
り
を
は
る
か
に
た
ち
の
ひ
、
み
る
な
り
。
し
た
に
ゐ
る
。「
長
良
は

る
か
に
み
奉
る
」
時
、
た
ち
て
み
る
也
。
し
な
有
之
。「
い
せ
ひ
に
を
そ

れ
」
と
い
ふ
時
、
あ
と
へ
少
し
さ
り
て
、
い
か
に
も
う
や
ま
ふ
こ
ゝ
ろ
し

て
、
つ
く
は
ふ
な
り
。「
其
時
長
良
立
あ
か
り
」
と
言
時
、
袖
を
引
つ
く

ろ
ひ
、
立
て
、
手
の
し
な
あ
る
也
。「
土
橋
を
は
る
か
に
の
ほ
り
行
ハ
」

と
ゆ
ふ
と
き
、
た
ひ
の
き
わ
ま
て
行
、
つ
く
は
ふ
。「
は
る
か
の
川
に
」
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と
言
時
、
く
つ
を
み
、
よ
く
〳
〵
く
つ
に
こ
ゝ
ろ
を
か
く
る
な
り
。
く
つ

を
み
る
や
う
は
、
い
か
に
も
〳
〵
き
つ
と
み
る
な
り
。「
長
良
つ
ゝ
い
て
」

①

と
云
と
き
、
た
ひ
の
上
へ
右
之
あ
し
よ
り
の
ほ
り
、「
と
ん
て
お
り
」
と

言
字
に
合
て
、
お
る
ゝ
な
り
。「
な
か
る
ゝ
く
つ
を
と
ら
ん
」
と
言
時
、

く
つ
の
き
わ
へ
行
、
ち
か
つ
き
、
く
つ
を
と
ら
ん
と
す
る
な
り
。
く
つ
の

②
有
時
し
ら
さ
れ
ハ
、
時
に
よ
り
な
に
と
様
に
も
、
き
て
ん
し
た
ひ
な
り
。

も
し
、
く
つ
、
た
ひ
の
き
わ
な
と
へ
お
り
た
ら
は
、
お
り
両
小
あ
し
に
て
、

け
い
た
し
て
も
く
る
し
か
ら
す
。
よ
き
程
な
ら
は
、
其
ま
ゝ
お
く
な
り
。

人
の
目
に
か
ゝ
ら
さ
る
や
う
に
す
る
な
り
。「
か
ん
せ
き
」
と
正
方
を
高

く
う
け
、「
い
は
を
」
と
、
ふ
た
い
内
を
見
る
心
也
。「
取
つ
き
や
う
こ
そ

な
か
り
け
り
」
と
言
時
、
手
を
打
、
ゆ
ひ
を
さ
し
、
右
の
ひ
さ
を
立
る
。

（
マ
マ
）

ゆ
ひ
を
さ
し
心
む
る
も
も
有
。
そ
れ
ハ
わ
る
し
と
言
也
。
又
、
た
い
に

こ
し
を
か
く
る
も
有
。
そ
れ
も
い
ら
ぬ
事
と
言
。「
ふ
し
き
や
川
波
立
返
」

と
言
時
、
ち
と
心
も
ち
在
之
。「
波
間
に
出
、
し
や
た
い
」
と
言
時
、
し

〔
に
〕

や
た
い
も
心
を
付
也
。「
長
郎
さ
わ
か
す
」
の
返
に
て
、
け
ん
を
ぬ
き
て
、

立
か
ゝ
る
也
。「
く
つ
を
を
と
り
」
と
切
は
ら
い
て
、
一
ま
ハ
り
さ
ま
に
、

け
ん
を
さ
し
、
さ
て
た
い
へ
右
の
足
よ
り
上
り
、
正
方
を
向
、
く
つ
を
両

の
手
に
て
高
〳
〵
と
さ
し
上
、
く
つ
を
は
か
せ
、
た
い
よ
り
左
の
足
よ
り

お
り
、
う
や
ま
ひ
、
両
の
手
を
つ
き
、
一
巻
を
渡
時
、
取
て
正
方
に
て
高

く
ひ
ろ
け
、
拝
見
し
て
、
二
え
に
折
、
左
の
手
に
も
ち
、
い
ろ
〳
〵
心
を

付
也
。①

「
ん
」
は
「
つ
」
の
上
か
ら
書
き
直
す
。
②
「
時
」
は
「
所
」
の
誤

写
か
。

一

九
十
三

景
清

か
み
を
ゆ
ひ
。
か
み
し
も
。
刀
。
し
つ
め
折
。
し
て
の
小
謡
之
間
に
出

て
、
鼓
打
の
わ
き
に
居
て
、
よ
ひ
出
さ
れ
て
出
也
。
人
丸
を
見
て
、
ふ
し

ん
を
立
、「
あ
れ
成
御
事
」
と
言
也
。「
こ
な
た
へ
渡
り
候
へ
」
と
言
、
人

丸
を
ハ
脇
座
へ
な
を
し
、
供
を
ハ
笛
の
前
へ
な
を
し
、
脇
ハ
わ
き
正
方
に

な
を
る
。
但
、
し
て
に
よ
り
人
丸
の
下
へ
な
を
る
も
有
之
。
し
て
と
言
合

也
。
下
に
ゐ
て
、「
い
か
に
景
清
」
と
言
。「
な
ふ
〳
〵
人
丸
を
見
て
御
対

面
」
と
言
、
物
語
の
前
に
脇
座
へ
な
を
る
も
有
。
又
、
其
ま
ゝ
ゐ
て
も
く

る
し
か
ら
す
。「
さ
ら
ハ
よ
と
ま
る
」
と
言
時
、
人
丸
を
さ
き
に
立
て
、

入
也
。

一

九
十
四

せ
つ
た
い

弁
慶
也
。
判
官
を
さ
き
に
立
。
次
第
。
道
行
、
付
す
に
。
ふ
た
を
お
し

へ
ら
れ
て
見
る
。「
や
か
て
御
着
候
へ
」
と
、
か
ね
ふ
さ
を
み
る
。「
御
と

ま
り
候
へ
」
と
、
わ
き
座
へ
な
を
る
。
わ
き
ハ
、
つ
ゝ
み
の
前
に
な
を
る
。

子
の
出
る
を
見
て
、「
た
か
御
子
息
に
て
候
か
」
と
言
、
ち
と
し
か
る
心

在
之
。
う
は
出
る
時
、
う
や
ま
う
心
有
之
。
う
は
と
の
う
た
ひ
別
の
事
な

し
。
ち
と
た
ま
り
心
斗
也
。「
言
語
道
断
」
と
言
。
う
は
を
は
う
く
ハ
ん

の
前
へ
、
し
や
う
し
出
す
心
。
そ
れ
よ
り
心
か
わ
る
也
。
物
語
に
色
々
心

在
之
。
別
の
事
な
し
。「
弁
慶
な
み
た
お
さ
へ
つ
ゝ
」
と
子
を
み
て
心
在

之
。「
な
く
〳
〵
宿
を
出
け
れ
は
」
と
言
時
、
初
出
た
る
次
第
に
入
也
。

な
こ
り
お
し
け
に
入
也
。



146

一

九
十
五

朝
長

①

二
人
。
う
つ
ほ
僧
也
。
名
乗
、
道
行
、
付
而
。
在
所
の
者
を
よ
ふ
。

「
い
か
に
在
所
の
人
渡
り
候
か
」。「
此
所
に
お
ゐ
て
。
長
者
之
宿
所
、
わ

き
て
ハ
朝
長
の
む
し
よ
を
、
お
し
へ
て
給
候
へ
」。
を
し
へ
ら
れ
て
一
人

行
も
在
之
。
又
、
狂
言
と
つ
れ
た
ち
て
行
も
在
之
。
大
夫
出
て
も
、
立
す

に
う
た
ふ
也
。「
あ
ら
う
れ
し
や
」
と
言
、
立
て
、
脇
座
へ
な
を
る
也
。

間
か
ゝ
る
時
、「
さ
い
前
の
人
に
て
候
か
。
朝
長
の
し
か
ひ
し
は
て
給
ひ

た
る
有
さ
ま
、
委
か
た
つ
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
委
し
き
御
物
か
た
り
承
候

て
落
涙
仕
候
。
御
ふ
し
ん
尤
に
て
候
。
く
そ
う
ハ
朝
長
の
御
ゆ
か
り
の
者

に
て
候
故
、
御
跡
と
ふ
ら
ひ
申
さ
ん
と
思
ひ
、
爰
元
罷
下
」。「
心
え
申
候
。

弥
々
と
ふ
ら
い
申
さ
う
す
る
に
て
候
。」
間
之
う
た
ひ
、
其
ま
ゝ
う
た
ふ

也
。
つ
れ
な
し
。
一
人
之
間
の
う
た
ひ
、
な
ら
い
在
之
。
秘
事
也
。

①
「
而
」
は
「
す
」
の
上
か
ら
書
き
直
す
。

一

九
十
六

春
栄

三
人
。
な
し
打
。
は
ち
ま
き
。
折
な
と
き
て
。
ひ
た
ゝ
れ
。
刀
。
末
広
。

供
ハ
か
み
を
ゆ
ひ
。
か
み
し
も
。
刀
。
し
つ
め
折
さ
し
て
。
太
刀
を
持
。

春
栄
を
さ
き
に
立
、
出
て
、
太
鼓
の
わ
き
に
か
し
こ
ま
り
、
春
栄
脇
座
へ

な
を
り
た
る
を
見
て
立
て
、
名
乗
。
右
へ
開
、「
い
か
に
」
と
言
。
つ
れ

立
て
「
畏
て
候
」
と
言
、
笛
の
少
上
に
な
を
る
。
供
も
笛
の
前
に
な
を
る
。

太
刀
を
下
に
を
き
、
あ
ふ
き
を
ぬ
き
も
つ
。
し
て
出
、
案
内
を
言
時
、
供

〔
大
法
〕

出
相
て
、
き
ゝ
つ
き
、
わ
き
へ
言
。
供
、
又
し
て
へ
言
時
、「
太
方
」
と

言
、
刀
を
取
、
わ
き
出
相
候
時
、
立
て
、
太
鼓
の
前
迄
出
る
。
し
て
と
わ

き
と
の
間
、
少
遠
く
ゐ
（
る
）
也
。
聞
て
、
春
栄
の
前
へ
行
、
右
の
ひ
さ

を
つ
き
言
。
立
て
、
又
種
直
へ
言
。
其
後
、
春
栄
の
右
ノ
袖
を
取
て
、
左

の
手
に
て
引
立
。
種
直
と
春
栄
と
の
間
を
見
か
へ
す
様
に
し
て
、
種
直
の

き
わ
ま
て
つ
れ
て
行
、
俄
に
の
く
也
。
本
座
へ
、
な
を
る
。「
め
し
う
と

し
ゆ
こ
の
つ
わ
者
」
と
言
時
、
両
の
手
を
さ
し
上
、
な
く
〳
〵
下
に
ゐ
る

也
。
い
か
に
も
あ
は
れ
成
体
也
。
居
な
を
り
て
、
種
直
に
向
、「
春
栄
殿

の
お
も
さ
し
」
と
言
也
。「
心
中
に
て
候
」
と
言
は
な
し
、
の
ひ
上
り
、

か
く
や
の
方
を
み
て
、
ふ
し
ん
成
か
ほ
に
て
「
何
と
申
そ
」
と
言
。
種
直

に
向
、
言
て
か
ら
、
そ
れ
よ
り
弥
々
あ
わ
れ
成
体
心
在
之
。
久
世
舞
、
上

ハ
過
て
、
立
て
、
春
栄
を
つ
れ
て
、
ふ
た
い
さ
き
へ
正
方
へ
向
な
を
し
、

か
へ
り
て
、
種
直
に
向
。
ひ
さ
を
つ
き
「
御
な
を
り
候
へ
」
と
言
、
な
を

る
を
み
て
、「
雪
の
ふ
る
ゑ
」
の
時
分
、
扇
を
さ
し
、
右
の
か
た
を
ぬ
き

て
、
太
刀
を
取
、「
御
十
念
」
と
声
を
か
く
る
。
立
て
両
の
間
へ
行
、
ち

と
春
栄
の
は
う
へ
よ
り
、
両
を
見
合
時
、
早
打
ハ
か
み
を
ゆ
い
。
か
み
し

も
に
て
。
刀
、
し
つ
め
折
を
さ
し
、
右
ノ
か
た
を
ぬ
き
、
文
を
右
ノ
手
に

も
ち
、
さ
し
上
て
出
也
。
出
る
時
分
ハ
「
花
や
さ
き
ぬ
ら
ん
」
と
、
う
た

ひ
は
つ
る
時
分
、
間
の
き
れ
ぬ
や
う
に
、
ハ
し
か
ゝ
り
の
三
つ
一
つ
出
て
、

「
い
か
に
」
と
言
こ
ゑ
を
き
ゝ
、
は
や
う
ち
を
見
て
、「
お
そ
し
き
れ
と
の

御
使
か
」
と
、
太
刀
を
ぬ
き
て
ふ
り
上
る
時
、
文
を
持
て
来
、
取
な
を
し

渡
す
也
。「
う
れ
し
し
〳
〵
」
と
言
、
太
刀
を
す
て
ゝ
、
文
を
取
、
脇
正

方
に
て
高
く
さ
し
上
、
お
と
ゝ
い
よ
り
、
ち
と
正
方
へ
出
て
、
右
の
ひ
さ

を
つ
き
、
よ
む
也
。「
ま
つ
〳
〵
残
ハ
よ
み
て
も
む
や
く
」
と
言
、
文
を

右
に
も
ち
、
左
に
て
春
栄
を
引
立
、
本
座
へ
な
を
し
、
か
た
を
入
、
種
直
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に
向
、「
兄
弟
の
よ
し
み
」
と
、
両
人
を
う
れ
し
け
に
み
て
な
を
る
。「
い

か
に
太
刀
刀
」
と
言
付
る
。
種
直
に
向
、「
家
に
つ
た
わ
る
重
代
の
太
刀
」

と
右
の
手
に
て
も
ち
、
こ
し
り
を
つ
き
、
春
栄
の
前
に
を
き
、
居
な
を
り
、

扇
を
ぬ
き
立
て
「
猶
よ
ろ
こ
ひ
」
と
扇
を
ひ
ろ
け
、
先
春
栄
、
後
種
直
に

し
や
く
を
取
。
帰
て
「
伊
つ
の
み
嶋
」
と
正
方
を
請
て
、
は
る
か
に
見
て

ま
ハ
る
も
よ
し
。
其
ま
ゝ
も
よ
し
。「
風
ふ
き
お
さ
ま
る
」
扇
を
し
て
、

く
て
ん
の
足
に
て
、「
か
つ
し
ん
」
と
ふ
み
、「
此
時
」
と
す
わ
る
也
。
春

栄
酌
に
立
時
、
扇
を
ひ
ろ
け
請
る
。「
い
か
に
種
直
」
と
見
て
、
舞
を
所

望
す
る
也
。「
ふ
し
お
か
み
」
の
時
お
か
む
。
春
栄
と
入
也
。

一

九
十
七

元
服
曾
我

す
み
ほ
う
し
。
水
衣
。
大
口
。
刀
さ
し
て
も
吉
。
末
広
。
し
ゆ
す
。
の

う
り
き
つ
れ
て
、
太
刀
を
も
た
せ
て
、
は
し
め
よ
り
出
也
。
脇
座
に
居
也
。

「
其
な
き
跡
を
と
ハ
れ
ん
」
と
言
時
、
な
く
也
。「
さ
す
か
に
別
当
」
と
言

〔
い
〕

時
、
立
て
、
ふ
た
り
の
ま
ん
中
迄
出
て
、
は
る
か
に
見
送
り
、
名
残
お
し

き
体
に
て
、
う
た
ひ
ま
て
笛
の
脇
よ
り
、
地
の
中
を
と
を
り
、
太
鼓
の
そ

ハ
へ
行
て
、
待
て
ゐ
る
也
。
久
世
舞
は
て
ゝ
、
ハ
し
か
ゝ
り
へ
立
て
、
の

う
り
き
を
よ
ひ
、
し
て
へ
せ
り
ふ
を
言
せ
て
、
脇
座
へ
通
る
。「
い
て

〳
〵
け
ん
ふ
く
い
わ
ゝ
ん
」
と
言
時
、
扇
を
さ
し
、
右
の
手
に
て
太
刀
を

取
、
立
て
、
向
へ
行
。
右
の
ひ
さ
を
つ
き
、
か
た
手
に
て
、
太
刀
を
下
に

を
き
、
つ
ね
の
太
刀
請
取
後
の
や
う
に
直
也
。
立
て
、
脇
座
へ
な
を
る
也
。

助
成
へ
向
、「
一
さ
し
」
と
言
也
。

②

一

九
十
八

あ
た
か
ひ
て
①

と
か
し

重
盛

一
人
。
か
み
を
ゆ
ひ
。
か
み
し
も
。
刀
。
し
（
つ
）
め
折
。
狂
言
に
太

刀
を
も
た
せ
、
な
の
り
、
右
へ
開
、「
い
か
に
誰
か
有
」
と
言
。
言
付
て
、

な
を
る
。
狂
言
立
て
「
い
か
に
」
と
言
時
、
立
て
、
留
也
。
い
か
に
も
き

③

つ
と
有
や
う
に
す
る
也
。
気
を
う
い
に
す
る
也
。
く
ハ
ん
し
ん
ち
や
う
過

て
、「
急
て
御
通
候
へ
」
と
言
、
笛
の
少
か
み
に
、
な
を
る
也
。
狂
言
ハ

笛
の
ま
へ
に
ゐ
る
也
。
狂
言
立
て
、「
判
官
殿
御
通
候
」
と
言
時
、「
心
え

て
有
」
と
言
、
い
か
に
も
急
に
右
の
か
た
を
ぬ
き
、
扇
を
さ
し
、
太
刀
を

左
に
も
ち
、
立
て
、「
い
か
に
是
成
か
う
り
き
」
と
、
い
か
に
も
つ
よ
く

言
、
と
む
る
。
い
さ
み
か
ゝ
る
時
、
太
刀
に
手
を
か
け
、
い
せ
い
を
す
る

也
。「
近
比
あ
や
ま
り
て
候
」
と
、
面
目
な
け
に
言
也
。
し
て
通
り
て
か

ら
、
笛
の
う
し
ろ
よ
り
、
い
と
な
く
狂
言
方
の
中
へ
引
、
居
也
。
久
世
舞

の
末
に
立
て
、
ぬ
け
ぬ
や
う
に
、「
い
か
に
誰
か
有
」
と
言
也
。
狂
言
帰

て
、
し
て
に
向
、
せ
り
ふ
を
言
て
、
脇
座
へ
な
を
る
。
し
て
、
し
や
く
を

す
る
時
、
扇
を
ひ
ろ
け
、
請
て
、「
一
さ
し
」
と
言
也
。

①
「
ひ
て
」
は
不
明
。
②
〈
安
宅
〉
に
重
盛
は
登
場
し
な
い
。
③
難
読
。

「
真
」
を
間
違
え
て
「
う
い
」
と
書
写
し
た
か
。

一

九
十
九

七
き
お
ち

一
人
。
な
し
打
。
ひ
た
ゝ
れ
。
折
物
な
と
き
て
。
刀
、
末
広
さ
し
て
。

左
に
弓
、
右
に
矢
を
二
つ
も
ち
。
は
し
か
ゝ
り
に
て
、
一
せ
い
を
う
た
ひ
、

し
て
の
舟
を
み
て
、「
あ
れ
を
見
れ
ハ
」
と
言
か
く
る
。「
腹
き
ら
ん
と
」
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言
、
弓
矢
を
す
て
、
刀
に
手
を
か
く
る
。
狂
言
、
う
し
ろ
よ
り
た
く
也
。

「
し
は
ら
く
」
と
い
わ
れ
、
き
ゝ
て
、
舟
を
よ
す
る
体
を
し
て
、
し
て
柱

の
内
へ
、
扇
を
ぬ
き
も
ち
て
、
出
る
。
し
う
に
た
い
め
ん
の
心
也
。
し
さ

り
て
、
し
て
に
向
、「
い
か
に
」
と
言
也
。
立
、
と
う
平
を
引
立
、
み
す

る
也
。「
さ
ら
は
」
と
言
、
か
た
り
の
前
に
て
、
扇
ぬ
き
た
る
も
吉
。
居

な
を
り
て
、
舞
を
所
望
す
る
也
。

一

百

満
仲

一
人
。
す
み
ほ
う
し
。
水
衣
。
大
口
。
末
広
。
し
ゆ
す
。
は
し
か
ゝ
り

〔
案
〕

に
て
名
乗
、
安
内
を
言
。
し
て
出
る
時
せ
り
ふ
を
言
て
、
し
て
柱
よ
り
内

へ
出
、
な
を
る
。「
美
女
を
引
立
」
の
時
、
立
て
、
太
鼓
の
わ
き
よ
り
美

女
を
引
立
。
脇
正
方
に
な
を
し
、
う
た
ひ
て
、
し
て
へ
舞
を
所
望
し
て
か

ら
、
美
女
を
つ
れ
て
満
仲
の
下
へ
居
な
を
る
也
。「
美
女
を
と
も
な
い
」

の
時
、
美
女
を
つ
れ
て
入
也
。
美
女
を
さ
き
に
立
る
也
。

一

百
一

盛
久

二
人
。
な
し
打
。
ひ
た
ゝ
れ
。
折
物
な
と
き
て
。
刀
。
末
広
。
太
刀
取

ハ
、
な
し
打
に
、
そ
は
つ
き
。
大
口
。
末
広
。
太
刀
を
持
。
又
、
道
行
あ

ら
ハ
、
こ
し
か
き
二
人
。
是
ハ
は
ち
ま
き
に
、
大
口
。
刀
さ
し
て
も
吉
。

し
て
を
さ
き
に
立
、
こ
し
に
の
せ
て
、
其
次
脇
、
左
ハ
太
刀
取
。「
東
山

へ
御
こ
し
を
立
候
へ
」
と
言
心
在
之
。
ふ
た
い
へ
出
て
、
ろ
ん
き
は
て
ゝ
、

し
て
ハ
こ
し
を
か
く
る
。
其
時
、
太
鼓
の
前
に
つ
く
は
い
て
、
こ
し
を
か

け
て
か
ら
笛
の
前
へ
な
を
る
也
。
又
、
道
行
時
ハ
、
右
の
様
ニ
太
鼓
の
脇

に
つ
く
は
い
て
、
こ
し
を
か
け
て
か
ら
立
て
名
乗
。
笛
の
前
に
な
を
る
。

太
刀
取
ハ
、
脇
の
な
を
る
を
み
て
、
脇
の
下
に
、
な
を
る
也
。
し
て
う
た

ひ
過
て
、
立
て
少
出
て
、
ひ
さ
を
つ
き
て
言
也
。
御
経
ち
や
う
も
ん
の
心

在
之
。
居
な
を
り
、「
有
か
た
や
」
ノ
時
小
謡
に
て
、
又
居
な
を
る
。「
す

て
に
八
声
の
鳥
な
ひ
て
」
の
時
、
立
て
す
ゝ
む
る
。
つ
れ
も
立
て
行
。
心

あ
ら
け
な
く
也
。
座
に
な
を
る
と
き
、
太
刀
取
う
し
ろ
に
立
よ
り
、
太
刀

を
ぬ
き
、
ふ
り
上
て
お
と
し
、「
御
経
の
ひ
か
り
ま
な
こ
に
ふ
さ
か
り
」

と
両
の
手
を
さ
し
上
、
目
ふ
さ
か
る
体
す
る
也
。
其
後
う
し
ろ
へ
の
く
也
。

「
太
刀
を
は
そ
の
ま
ゝ
直
し
」
と
、
う
た
い
に
成
て
、
う
れ
し
け
に
な
を

る
也
。「
い
か
に
誰
か
有
」
と
狂
言
を
よ
ふ
。「
盛
久
の
事
き
と
く
成
事
に

て
ハ
な
き
か
」。
色
々
し
や
れ
事
を
言
、
か
み
を
ゆ
ひ
、
ゐ
し
や
う
を
き

る
間
、
種
々
の
事
を
言
也
。
こ
し
ら
へ
、
出
来
た
る
時
分
、
ゑ
ほ
し
の
事

一
人
し
て
参
候
。
御
前
の
体
す
る
也
。「
夢
相
」
と
言
時
ハ
、
ち
と
ゐ
な

を
り
て
、
御
前
を
請
て
、
し
て
へ
言
。「
よ
り
と
も
き
こ
し
め
し
」
と
言

時
、
心
在
之
。「
い
か
に
盛
久
し
ハ
し
」
と
言
時
、
御
前
を
見
て
、
は
る

か
に
下
へ
ゐ
な
を
り
、
御
前
を
さ
し
て
、
両
の
手
を
つ
き
、
し
ハ
ら
く
と

言
心
気
色
を
す
る
也
。
御
れ
ん
を
上
た
る
心
体
也
。
物
語
の
後
、「
御
さ

か
月
」
の
時
、
正
方
へ
行
。
扇
を
ひ
ろ
け
、
し
て
の
前
へ
行
、
渡
す
也
。

い
か
に
も
う
れ
し
け
に
成
心
す
る
也
。

一

百
二

は
ち
の
木

①

一
人
。
う
つ
ほ
そ
う
也
。
ち
と
け
つ
こ
う
成
小
袖
の
ふ
る
き
て
よ
し
。
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か
さ
を
き
る
也
。
次
第
、
わ
き
名
乗
に
て
、
か
さ
を
ぬ
く
。
道
行
に
て
、

②

き
る
也
。
付
ス
。
か
さ
を
ぬ
き
。
但
三
度
せ
ハ
一
と
ハ
、
か
さ
を
ぬ
か
す

③

候
。
宿
を
か
る
也
。「
さ
ら
ハ
待
■
か
し
申
す
る
」
と
言
、
た
い
こ
の
う

し
ろ
へ
入
行
也
。
か
ら
さ
い
明
寺
殿
の
又
雪
ふ
る
故
也
。「
我
等
事
に
て

候
」
と
言
。
か
さ
を
も
ち
、
立
て
言
。「
あ
ら
曲
な
や
」
と
言
、
腹
立
心

し
て
、
又
う
し
ろ
さ
へ
入
。「
さ
や
う
に
お
ほ
し
め
し
候
ハ
ヽ
」
の
時
分

よ
り
立
て
、
か
さ
を
き
、
は
し
か
ゝ
り
行
、
か
く
や
の
方
へ
帰
る
体
を
す

る
也
。
又
ふ
た
い
さ
き
、
わ
き
の
居
座
へ
行
も
よ
し
。
大
夫
次
第
也
。

「
袖
成
雪
を
打
は
ら
い
、
〳
〵
」
と
言
時
、
袖
の
雪
を
は
ら
ふ
心
す
る
也
。

「
是
ハ
東
路
」
の
あ
た
り
よ
り
、
し
つ
か
に
脇
座
へ
な
を
り
、
か
さ
を
ぬ

く
。「
あ
の
雪
も
ち
た
る
木
」
と
、
を
し
へ
ら
れ
て
、
木
を
見
る
也
。「
い

と
ま
申
て
出
る
也
」
と
言
時
、
か
さ
を
も
ち
立
也
。「
な
こ
り
お
し
き
」

と
、
い
と
ま
こ
ひ
の
心
し
て
、「
と
も
に
名
残
や
お
し
む
ら
ん
」
と
言
時
、

④（
マ
マ
）

か
さ
を
を
き
て
入
也
。

後
ハ
色
の
有
す
み
ほ
う
し
、
折
物
な
と
き
て
、
衣
な
と
吉
。
く
ハ
ら
。

（
マ
マ
）

よ
き
、
し
ゆ
す
。
末
広
。
文
を
ふ
と
こ
ろ
に
に
入
。
又
、
左
の
た
も
と

に
入
も
吉
。
太
刀
も
ち
つ
れ
て
、
脇
座
に
こ
し
を
か
く
る
。「
い
か
に
誰

か
有
」
と
、
太
刀
持
を
よ
ふ
。
太
刀
持
聞
て
、
狂
言
に
言
付
る
。
し
て
来

時
、「
い
か
に
」
と
言
、
め
つ
ら
し
き
と
言
心
在
也
。
か
た
り
の
間
に

「
其
く
そ
く
」
と
言
。
又
「
長
刀
」
と
言
時
、
長
刀
を
見
て
、
遠
く
を
か

は
、「
あ
ノ
な
き
な
た
」
と
言
。
又
ひ
さ
の
き
わ
に
お
か
は
、「
其
長
刀
」

と
言
也
。「
自
筆
の
状
」
と
取
出
し
、
右
の
手
、
脇
な
け
て
も
渡
。
又
、

し
て
に
よ
り
て
手
に
て
も
渡
也
。

①
「
ふ
る
き
」
の
下
に
「
き
」
が
入
る
か
。「
古
き
着
て
よ
し
」
の
意
味

か
。
②
「
但
三
度
せ
ハ
一
と
ハ
、
か
さ
を
ぬ
か
す
候
」
は
「
道
行
に
て
」

の
「
に
て
」
か
ら
傍
記
。
③
「
■
か
し
」
は
ミ
セ
ケ
チ
か
。「「
申
す
る
」

と
言
、
た
い
こ
の
う
し
ろ
へ
入
行
也
」
は
、
■
に
傍
記
。「
か
ら
さ
い
明

寺
殿
の
又
雪
ふ
る
故
也
」
に
は
、
脱
字
脱
文
が
あ
る
か
。
④
「
笠
を
置

き
」
の
意
味
で
は
な
く
、「
を
」
は
衍
字
。

一

百
三

に
し
き
と

二
人
。
な
し
打
。
ひ
た
ゝ
れ
。
は
ち
ま
き
。
刀
。
末
広
。
供
は
、
か
み

を
ゆ
ひ
。
か
み
し
も
。
刀
。
し
つ
め
折
。
名
乗
て
、
右
へ
開
、「
い
か
に

誰
か
有
」
と
言
、
案
内
を
言
せ
よ
。
つ
ゝ
み
の
前
に
正
方
向
て
、
立
て
ゐ

（
る
）
也
。
し
て
出
て
、
立
向
、
し
て
に
よ
り
て
脇
座
へ
成
も
、
又
脇
正

方
へ
成
も
、
と
ひ
合
て
、
引
、
な
を
る
也
。「
座
敷
を
立
」
と
言
時
、
あ

ら
け
な
く
立
て
帰
る
也
。
し
て
に
よ
り
て
引
留
也
。
跡
へ
立
帰
り
、
い
か

に
も
あ
ら
け
な
く
「
弓
矢
八
幡
」
と
言
也
。
は
か
ま
の
そ
は
を
取
入
也
。

後
ハ
、
な
し
打
。
白
き
は
ち
ま
き
に
、
そ
は
つ
き
。
大
口
。
太
刀
を
は

き
、
長
刀
を
も
ち
。
よ
せ
て
の
衆
は
刀
斗
也
。
は
し
か
ゝ
り
に
て
、
一
声

を
う
た
ふ
也
。
後
ハ
、
う
た
ひ
に
合
心
持
在
也
。

一

百
四

あ
ふ
ひ
の
上

一
人
。
と
き
ん
。
す
ゝ
か
け
。
香
色
な
と
の
水
衣
。
大
口
。
折
物
か
、

白
き
小
袖
な
と
吉
。
末
広
。
し
ゆ
す
一
れ
ん
ハ
も
つ
。
一
れ
ん
ハ
、
ふ
と

こ
ろ
へ
入
也
。
刀
さ
し
て
も
吉
也
。
ま
く
き
ハ
よ
り
少
出
て
、
左
ノ
足
よ
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り
引
、
右
ノ
足
に
て
引
、
わ
き
へ
正
方
を
請
て
、「
く
し
き
」
と
う
た
ひ

出
す
也
。
狂
言
を
見
て
、「
な
ん
ち
ハ
さ
き
へ
行
候
へ
」
と
言
。
大
臣
出

向
時
、
病
人
を
と
う
。「
大
床
」
と
言
時
、「
さ
ら
ハ
」
と
言
、
少
出
て
小

袖
の
所
を
見
、「
け
に
是
ハ
」
と
言
。「
さ
ら
ハ
か
ち
し
申
さ
う
」
と
言
、

太
鼓
の
前
へ
立
寄
、
か
し
こ
ま
り
、
扇
を
さ
し
、
し
ゆ
す
を
右
へ
取
直
し
、

袖
を
引
つ
く
ろ
う
時
、
小
鼓
よ
り
打
か
く
る
を
聞
て
立
て
、
小
袖
の
そ
ハ

へ
行
。
枕
跡
を
見
て
、
ひ
さ
を
つ
き
、
左
を
立
て
、
こ
し
を
す
へ
、「
行

者
」
と
言
出
す
。「
一
い
の
り
」
と
言
時
、
い
の
る
也
。
し
て
来
か
ら
俄

に
見
て
、「
な
ま
ん
」
と
言
時
、
左
の
ひ
さ
を
つ
き
て
、
右
を
立
て
、
う

し
ろ
へ
開
き
、
し
て
立
つ
を
見
て
立
。
し
て
の
か
は
、
つ
む
る
。
か
ゝ
ら

ハ
、
の
く
也
。
よ
せ
の
け
ハ
、
し
て
次
第
に
い
の
る
也
。
し
て
柱
を
か
こ

ハ
ヽ
、
ひ
さ
を
つ
き
、
い
の
る
也
。
し
て
小
袖
取
付
時
、
し
て
の
う
し
ろ

を
し
ゆ
す
に
て
打
。
小
袖
を
ゝ
さ
へ
、
し
て
へ
心
を
は
な
さ
す
見
也
。
し

て
う
た
ひ
出
時
立
て
、「
た
と
い
」
と
言
出
す
。「（
重
）
而
」
と
、
し
ゆ

す
を
す
り
、
い
の
る
也
。
し
て
、
つ
よ
き
時
ハ
よ
わ
く
し
り
そ
く
。
し
て
、

よ
わ
き
時
ハ
つ
よ
く
か
ゝ
り
、
是
ゐ
ん
や
う
の
心
也
。
太
鼓
の
前
へ
、
い

の
り
付
る
。
し
ゆ
す
に
て
打
も
有
。
ま
た
、
い
の
り
す
へ
て
も
よ
し
。

「
是
ま
て
な
」
と
言
時
、
本
座
へ
の
き
、
な
を
る
也
。
能
々
心
付
る
。
う

れ
し
き
心
も
ち
在
之
。

一

百
五

せ
う
き

一
人
。
た
う
も
と
ゆ
い
。
そ
は
つ
き
。
大
口
。
末
広
。
名
乗
。
道
行
、

付
す
に
。
正
方
へ
向
、
立
て
ゐ
て
、
し
て
に
よ
ハ
れ
て
向
。「
い
つ
を
い

つ
と
か
」
の
時
、
な
を
る
也
。
後
ハ
、
そ
の
ま
ゝ
う
た
ふ
也
。

①
間
を
か
た
ら
ハ
狂
言
か
ゝ
る
時
、「
近
比
お
ほ
し
よ
ら
さ
る
事
に
候

へ
と
も
、
せ
う
き
ノ
き
よ
つ
か
い
に
て
、
か
う
へ
を
打
く
た
き
、
む
な
し

く
成
、
其
後
そ
う
く
ハ
ん
せ
ら
れ
（
候
）
子
細
御
存
な
ら
ハ
、
か
た
つ
て

御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
。
尋
申
事
よ
の
き
に
あ
ら
す
。
我

（
マ
マ
）

ら
て
い
と
と
へ
趣
候
処
ニ
、
老
人
一
人
来
そ
う
も
ん
申
た
き
と
被
申
候

間
、
い
か
成
も
の
そ
と
申
て
候
へ
ハ
、
只
今
御
身
御
物
か
た
り
と
一
し
く
、

懇
に
か
た
り
、
其
後
こ
ゑ
ハ
か
り
に
て
か
た
ち
を
見
う
し
な
い
候
間
、
ふ

し
ん
に
存
、
尋
申
候
事
候
。
心
え
申
候
」。

①
以
下
、
末
尾
ま
で
は
、
冒
頭
「
一
人
」
か
ら
に
傍
記
す
る
。

一

百
六

つ
な

五
人
も
六
人
も
吉
。
来
光
ハ
、
か
さ
折
。
ち
や
う
け
ん
。
大
口
。
末
広
。

つ
な
ハ
、
か
み
を
ゆ
ひ
。
か
み
し
も
。
し
つ
め
折
。
刀
。
来
光
を
さ
き
に

立
、
つ
き
に
つ
な
、
其
跡
に
ほ
ふ
し
や
う
。
次
第
過
、
来
光
名
乗
之
時
、

各
々
か
し
こ
ま
り
、「
有
か
た
」
よ
り
各
々
立
、
う
た
ふ
也
。
道
行
、
付

す
に
。
来
光
、
脇
座
に
こ
し
を
か
く
る
。
残
ハ
太
鼓
の
前
に
待
て
ゐ

（
る
）
也
。
来
光
「
い
か
に
誰
か
有
」
と
、
シ
カ
〳
〵
出
て
、
来
光
め
ん

〳
〵
を
近
ふ
よ
ふ
。「
仰
に
て
候
程
に
」
と
云
時
、
各
々
出
る
。
つ
な
ハ

脇
正
方
、
ほ
う
し
や
う
ハ
笛
の
前
、
残
ハ
間
〳
〵
に
ゐ
（
る
）
也
。
来

〔
知
〕

光
「
い
か
に
」
と
言
。
つ
な
「
さ
ん
候
」
と
言
、
、
め
ん
〳
〵
を
下
地
す

る
心
也
。「
い
か
に
ほ
う
し
や
う
に
申
へ
き
事
の
候
」
と
、
ち
と
さ
ゝ
ゆ

る
心
在
之
。
ほ
う
し
や
う
も
あ
ら
け
な
く
腹
を
立
て
、
御
前
に
て
と
言
心
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也
。
た
か
い
に
あ
ら
そ
い
心
也
。「
ま
ん
さ
の
と
も
か
ら
」
と
、
み
な

〳
〵
ち
と
心
在
之
。「
し
る
し
を
た
へ
」
と
言
時
、
来
光
へ
向
、
手
を
つ

き
言
。
来
光
、
札
を
右
の
手
に
て
渡
。
つ
な
ハ
立
て
行
、
札
を
取
。
両
の

手
に
て
取
、
左
に
も
ち
、
帰
る
。「
立
帰
」
と
言
時
、
又
帰
り
、
来
光
へ

も
向
、
各
々
へ
も
心
を
付
、
か
く
や
の
方
に
て
、
と
ゝ
め
入
也
。
来
光
、

各
々
、
入
也
。

後
ハ
、
し
ろ
き
は
ち
ま
き
。
黒
か
し
ら
。
く
わ
か
た
。
そ
は
つ
き
。
折

物
成
共
、
折
す
ち
成
共
。
大
口
。
太
刀
を
は
き
、
札
を
右
の
手
に
。
ふ
ち

を
持
。
は
し
か
ゝ
り
の
中
程
ま
て
ハ
、
さ
ら
〳
〵
と
出
。
正
方
へ
向
、
左

の
足
を
少
開
、
右
ノ
足
を
引
す
へ
、「
さ
て
も
」
と
う
た
ふ
也
。
左
に
ハ
、

た
つ
な
を
持
た
る
心
也
。「
南
か
し
ら
」
と
言
時
、
南
を
見
て
あ
ゆ
み
出

て
、「
ら
し
や
う
も
ん
を
見
渡
」
と
言
時
、
作
物
を
見
渡
て
、「
駒
も
す
ゝ

〔
ず
〕

ま
ぬ
」
心
、「
み
ふ
る
い
」
す
る
心
。
急
心
。「
其
時
馬
を
の
り
は
な
す
」

と
言
時
、
ふ
ち
を
す
て
ゝ
、
ふ
た
ひ
へ
さ
ら
〳
〵
と
出
て
、
た
い
へ
上
り
、

右
の
手
に
て
札
を
ぬ
き
、
正
方
の
方
に
ふ
た
の
か
き
を
か
け
て
、
帰
ら
ん

と
す
る
所
を
、
し
て
に
と
ら
へ
ら
れ
て
、
太
刀
に
手
か
け
て
、
ぬ
か
ん

①

〳
〵
と
す
る
。
ぬ
く
も
よ
し
。
か
ふ
と
を
引
ち
き
ら
れ
て
、
と
ひ
お
り
、

か
し
こ
ま
り
、
右
の
ひ
さ
を
つ
き
、
左
の
ひ
さ
を
立
て
、
太
刀
に
手
を
か

け
見
る
也
。
し
つ
か
に
太
刀
を
ぬ
き
、
さ
し
か
さ
し
て
待
立
也
。「
と
ひ

ち
か
ひ
」
の
時
、
と
ひ
ち
か
い
、
き
る
。
く
み
つ
く
所
を
、
は
ら
ふ
。

「
し
た
い
行
」
時
、
し
て
の
跡
を
行
心
也
。「
つ
な
ハ
名
を
こ
そ
」
と
言
時
、

大
夫
の
し
と
め
所
へ
行
、
太
刀
を
か
た
け
、
し
と
め
て
入
也
。

①
「
ぬ
く
も
よ
し
」
は
「
ぬ
か
ん
〳
〵
と
す
る
」
に
傍
記
。

一

百
七

か
う
う

二
人
も
三
人
も
。
た
う
も
と
ゆ
ひ
。
折
す
ち
な
と
き
て
。
大
口
。
末
広
。

う
し
ろ
に
さ
し
て
、
つ
え
の
さ
き
に
、
く
さ
を
ゆ
ひ
、
右
の
か
た
に
か
た

け
出
る
也
。
次
第
過
、
つ
え
を
左
に
て
お
ろ
し
、
右
に
さ
け
て
。
又
、
両

の
手
に
て
ひ
き
く
も
ち
て
も
よ
し
。
名
乗
て
、
つ
れ
も
つ
え
を
同
様
ニ
お

ろ
し
て
、
つ
く
は
う
。「
野
へ
ハ
」
と
う
た
ひ
出
し
て
、
又
つ
え
を
か
た

け
、
三
人
な
か
ら
立
向
、
道
行
う
た
ふ
。
付
す
に
。
せ
り
ふ
を
言
、
な
を

る
。
つ
え
を
お
ろ
し
、
下
に
を
く
。
し
て
出
て
□
□
□
、
立
て
、
取
て
、

は
し
め
の
や
う
に
つ
え
を
か
た
け
て
、
う
た
ふ
。「
さ
ら
は
を
り
て
」
と

言
、
お
る
ゝ
心
し
て
、
正
方
へ
向
、
立
て
ゐ
る
也
。「
も
と
の
み
き
わ
」

と
言
、
又
舟
に
の
り
、
下
に
ゐ
、
く
さ
を
ゝ
ろ
し
、
下
に
を
く
。「
御
上

り
候
へ
」
と
言
時
、
く
さ
を
取
、
立
て
か
た
け
、
お
る
ゝ
体
也
。「
御
舟

お
そ
れ
て
候
」
と
云
、
上
る
。
し
て
に
向
、「
又
せ
ん
ち
ん
」
と
云
、「
あ

ら
や
さ
し
や
」
と
言
、「
何
の
草
花
に
て
も
」
と
言
、
さ
し
出
す
。
つ
れ

の
衆
も
「
此
花
を
も
」
と
言
立
て
、
さ
し
出
す
。「
ふ
し
き
や
」
と
言
、

か
た
り
の
時
す
わ
る
。
但
、
し
て
に
よ
り
立
て
も
か
た
る
也
。
脇
も
立
て
、

き
く
也
。

大
鼓
の
前
迄
行
、「
い
か
に
在
所
の
人
の
渡
候
か
、
少
尋
申
度
事
の
候

間
、
こ
な
た
へ
御
出
候
へ
」。
知
音
也
。「
別
成
事
に
て
ハ
な
く
候
。
此
う

か
う
の
野
へ
に
お
ゐ
て
、
美
人
草
の
い
わ
れ
御
存
候
ハ
ヽ
、
か
た
つ
て
御

聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
語
候
者
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
か
た

〳
〵
御
存
の
こ
と
く
、
某
は
此
野
へ
の
草
か
り
に
て
候
か
、
い
つ
も
の
こ

と
く
草
を
か
り
、
便
舟
を
待
、
是
成
舟
に
の
り
候
処
に
、
舟
ち
ん
の
事
を
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申
（
候
）
程
に
、
我
等
こ
と
き
の
者
の
舟
ち
ん
出
し
た
る
事
ハ
な
く
候
と

申
て
候
へ
ハ
、
舟
ち
ん
と
申
せ
は
と
て
よ
の
儀
に
て
ハ
な
し
、
是
程
の
多

草
花
を
一
も
と
く
れ
よ
と
申
候
程
に
、
あ
ら
や
さ
し
や
と
存
、
何
の
草
花

に
て
も
め
さ
れ
候
へ
と
申
、
此
草
を
出
し
候
へ
ハ
、
多
き
草
花
の
中
よ
り

一
本
ゑ
つ
て
と
ら
れ
候
程
に
、
何
と
て
其
花
を
ゑ
つ
て
め
さ
れ
候
そ
と
申

て
候
へ
ハ
、
是
ハ
ひ
し
ん
草
と
申
て
、
ゆ
へ
有
花
と
申
さ
れ
候
程
に
、
ふ

し
ん
を
な
し
て
候
へ
ハ
、
只
今
御
身
の
御
物
か
た
り
と
一
し
く
、
か
う
う

か
う
そ
の
た
ゝ
か
い
の
や
う
を
懇
に
か
た
り
、
其
後
我
こ
そ
か
う
う
か
ゆ

う
れ
い
と
名
乗
、
あ
と
と
ふ
ら
い
て
く
れ
よ
と
言
す
て
、
姿
を
見
う
し
な

ひ
て
候
」。「
心
え
申
候
。
さ
あ
ら
ハ
此
所
に
逗
留
し
、
彼
御
跡
を
懇
に
と

ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
立
て
、
正
方
へ
向
、「
一
せ
い
」
と
か
つ

し
や
う
し
、
な
を
る
也
。

一

百
八

舟
弁
慶

三
人
も
四
人
も
。
と
き
ん
。
す
ゝ
か
け
。
折
物
な
と
き
て
。
水
衣
。
大

口
。
末
広
。
し
ゆ
す
。
刀
。
立
衆
ハ
、
な
し
打
。
そ
は
つ
き
。
大
口
。
末

広
。
刀
。
判
官
を
さ
き
に
立
、
出
る
。
次
第
。
名
乗
。
さ
し
に
て
、
各
々

立
向
。
判
官
名
乗
の
間
ハ
、
か
し
こ
ま
る
。
但
、
立
て
も
く
る
し
か
ら
す
。

心
在
へ
し
。「
又
よ
を
こ
め
て
」
の
時
、
立
向
。
道
行
、
付
而
。
あ
や
か

し
へ
向
、
御
宿
の
事
を
言
。
つ
れ
衆
ハ
笛
の
前
に
立
て
待
。
大
鼓
の
前
へ

〔
主
〕

行
、「
い
か
に
此
屋
の
て
い
し
ゆ
の
渡
候
か
」。
知
人
也
。
て
い
衆
出
て
、

な
を
る
也
。
判
官
こ
し
を
か
け
て
か
ら
、
わ
き
大
鼓
の
前
に
て
、
右
の
ひ

さ
を
つ
き
、
両
の
手
を
つ
き
「
い
か
に
」
と
言
。「
さ
ら
ハ
某
参
り
て
」

と
言
、
し
ゆ
す
を
ふ
と
こ
ろ
に
入
て
立
、
は
し
か
ゝ
り
に
て
、「
し
つ
か
」

と
言
。「
あ
ら
〳
〵
事
〳
〵
し
や
」
と
、
ち
と
心
を
か
へ
て
「
さ
有
ハ
」

と
言
。
し
て
よ
り
さ
き
に
、
ふ
た
い
へ
さ
ら
〳
〵
と
出
、
手
を
つ
き
、

「
し
つ
か
」
と
言
、
其
ま
ゝ
ゐ
な
を
り
、「
此
た
へ
」
と
言
、
笛
の
前
に
な

を
り
、「
い
や
〳
〵
く
る
し
か
ら
ぬ
」
と
、
ち
と
わ
ら
ふ
心
す
る
也
。「
涙

を
な
か
し
」
と
言
時
、
な
く
心
在
之
。「
い
か
に
弁
慶
」
と
い
わ
れ
、
手

を
つ
き
、
き
ゝ
、
立
て
、
扇
ひ
ろ
け
、
し
つ
か
に
酒
を
す
ゝ
む
る
心
也
。

「
是
に
ゑ
ほ
し
の
候
」
と
言
、
取
て
き
す
る
也
。
本
座
に
、
な
を
る
。

し
ゆ
す
を
取
出
す
。「
急
御
舟
を
出
さ
う
す
る
に
て
候
」
と
言
、
太
鼓

の
そ
は
ま
て
行
、「
い
か
に
せ
ん
と
う
」
と
言
、
色
々
の
事
を
言
也
。
つ

れ
わ
き
立
て
、
其
時
立
向
、「
御
使
」
と
聞
、
か
し
こ
ま
る
。
ち
と
あ
ら

〳
〵
と
言
也
。「
急
御
舟
を
出
へ
し
」
と
手
を
上
、
舟
頭
に
ハ
、
御
舟
急

と
言
心
也
。「
立
さ
ハ
き
つ
ゝ
」
の
時
立
、
舟
を
出
し
て
か
ら
舟
に
の
る
。

下
に
ゐ
る
也
。
立
、
東
を
は
る
か
に
見
て
、「
あ
ら
咲
止
や
」
と
言
。「
あ

の
む
こ
山
お
ろ
し
」
と
右
を
見
、「
ゆ
つ
り
は
か
た
け
」
と
左
を
見
、「
吹

お
ろ
す
風
」
と
、
ろ
く
ち
を
見
、「
み
な
〳
〵
心
中
に
」
と
舟
中
を
見
、

つ
れ
み
て
、「
し
ハ
ら
く
と
」
言
。
は
し
か
ゝ
り
を
向
へ
見
渡
し
、
は
る

か
に
み
て
、「
あ
ら
ふ
し
き
や
」
と
言
。「
い
か
に
弁
慶
」
と
い
わ
れ
、
右

の
ひ
さ
を
つ
き
、
手
を
も
つ
き
「
御
前
に
候
」
と
言
。
扇
を
さ
し
、
そ
れ

よ
り
し
ゆ
す
を
両
の
手
に
て
つ
ま
く
り
、
き
ね
ん
の
心
在
之
。「
弁
慶
を

し
へ
た
て
」
の
時
、
中
へ
わ
り
入
心
在
之
。「
し
ゆ
す
さ
ら
〳
〵
と
お
し

も
ん
て
」
の
時
よ
り
、
い
の
る
也
。「
東
方
」
と
東
を
見
、「
南
方
」
と
南

を
見
、「
西
方
」
と
西
を
見
、「
北
方
」
と
北
を
見
、
し
て
遠
さ
か
る
時
ハ
、

し
つ
か
に
い
の
る
。
近
つ
く
時
ハ
、
急
に
い
の
る
也
。「
弁
慶
舟
子
」
と
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（
マ
マ
）

言
、
舟
中
へ
心
を
付
。
し
て
し
つ
た
い
来
と
き
、
は
ら
ひ
、
い
の
り
の

く
る
心
在
之
。
近
く
へ
よ
ら
ハ
、
し
ゆ
す
に
て
打
也
。
か
し
こ
ま
り
、
判

官
を
さ
き
に
お
ろ
し
、
供
し
て
入
也
。

一

百
九

大
え

一
人
。
く
す
み
た
る
ほ
う
し
。
紫
か
香
か
。
水
衣
。
大
口
。
末
広
。
し

て
、
し
ゆ
す
を
持
。
脇
座
に
、
こ
し
を
か
く
る
。
う
た
ひ
、
い
か
に
も
し

ん
成
心
也
。
中
入
よ
り
、
こ
し
か
け
る
お
り
に
、
出
は
に
心
を
付
す
。

「
両
眼
を
ひ
ら
き
」
と
言
時
よ
り
目
を
明
、
見
る
心
。
そ
れ
よ
り
心
を
付

也
。
俄
に
み
る
心
也
。「
き
み
や
う
ち
や
う
ら
い
」
の
時
分
よ
り
立
て
、

し
て
の
前
へ
そ
ろ
〳
〵
と
行
。「
一
し
ん
に
か
つ
せ
う
し
」
と
言
、
か
つ

せ
う
し
立
て
、
の
き
、
な
を
る
也
。

一

百
十

せ
か
い

太
郎
坊
、
つ
れ
わ
き
也
。
と
き
ん
。
す
ゝ
か
け
。
白
き
物
な
と
き
て
。

香
の
衣
よ
し
。
大
口
。
末
広
さ
し
て
吉
。
し
ゆ
す
。
刀
さ
し
て
吉
。
し
て

〔
き
〕

に
よ
は
れ
て
出
、「
先
某
あ
ん
し
つ
へ
御
入
候
へ
」
と
言
、
さ
ゝ
へ
通
、

笛
の
前
に
な
を
る
。
左
の
足
上
に
ひ
さ
を
く
む
也
。「
あ
れ
こ
そ
日
本
の
」

と
、
ひ
ゑ
の
山
を
ゝ
し
ゆ
る
也
。
あ
た
こ
と
、
ひ
え
の
山
を
見
渡
す
心
也
。

「
い
さ
も
ろ
共
に
立
出
て
」
と
言
時
、
正
方
へ
立
な
ら
ひ
、「
我
か
名
や
よ

〔
き
〕

所
に
高
尾
山
」
と
見
心
。「
東
を
み
れ
は
」
と
よ
東
を
見
る
。「
南
に
つ
ゝ

（
マ
マ
）

く
」
と
南
を
見
つ
ゝ
く
る
。「
嵐
と
共
に
と
う
せ
に
け
り
」
と
、
し
て
と

一
度
に
入
。

僧
正
、
本
脇
也
。
す
み
ほ
う
し
。
香
の
衣
な
と
吉
。
折
物
な
と
き
て
。

大
口
。
末
広
さ
す
。
し
ゆ
す
も
つ
。
つ
れ
も
二
人
な
か
ら
同
。
く
る
ま
を

出
し
、
出
る
也
。
く
る
ま
の
う
し
ろ
よ
り
乗
。
つ
れ
も
う
し
ろ
よ
り
、
一

人
は
左
へ
行
、
一
人
ハ
右
に
ゐ
る
也
。
う
た
ひ
出
し
、「
あ
れ
に
見
え
た

る
さ
か
り
松
」
と
、
松
を
見
渡
心
也
。
地
の
う
た
ひ
に
成
て
、
こ
し
を
か

く
る
。
両
人
も
下
に
ゐ
（
る
）
也
。「
ち
や
う
か
せ
つ
し
や
」
と
、
あ
ら

け
な
く
つ
よ
く
い
の
る
也
。「
又
飛
来
」
と
、
又
い
の
る
。
つ
よ
く
俄
に

い
の
る
也
。
く
る
ま
よ
り
お
り
、
脇
ま
わ
り
て
、
前
よ
り
お
る
ゝ
也
。
下

か
ゝ
り
に
は
、
太
郎
坊
本
脇
と
也
。

一

百
十
一

鞍
馬
天
狗

三
人
。
つ
ね
の
そ
う
。
ち
こ
を
さ
き
に
た
て
。
花
み
の
衆
を
い
か
ほ
と

成
共
つ
れ
て
。
は
し
か
ゝ
り
に
て
文
を
取
、
高
〳
〵
と
さ
し
上
、
正
方
を

請
て
、
よ
む
也
。
小
う
た
ひ
に
な
り
て
、
文
を
ゝ
き
、
ふ
た
い
へ
出
て
、

ち
こ
を
脇
座
に
な
を
し
て
、
む
か
い
を
下
り
に
、
な
を
る
。
狂
言
と
か
ら

か
ひ
、「
い
や
〳
〵
た
ゝ
お
た
ち
あ
ら
う
」
と
言
。
児
斗
置
て
、
み
な

〳
〵
入
也
。

一

百
十
二

せ
つ
生
石

二
人
。
そ
う
也
。
紫
の
衣
な
と
も
吉
。
次
第
。
道
行
、
付
而
。
狂
言
来

時
、「
な
ん
ち
ハ
物
に
く
る
う
か
、
く
た
ひ
れ
て
有
か
」
な
と
ゝ
言
也
。
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正
方
へ
向
、
立
て
ゐ
（
る
）
也
。
し
て
「
な
ふ
〳
〵
」
と
言
時
、
向
、
後

に
石
の
き
わ
へ
よ
ら
す
。
し
て
と
石
と
へ
能
々
心
付
る
。「
物
す
こ
き
秋

の
夕
哉
」
に
て
、
す
わ
る
也
。

「
い
か
に
の
う
力
。
汝
ハ
玉
も
の
前
の
い
ハ
れ
存
た
ら
ハ
か
た
り
候
へ
」。

「
心
え
て
有
。
さ
あ
ら
ハ
あ
の
石
の
ほ
と
り
へ
立
寄
、
か
つ
し
や
う
す
る

に
て
候
、
乍
去
、
先
か
つ
し
候
へ
」。
扇
を
さ
し
、
し
ゆ
す
を
左
へ
取
、

つ
え
を
右
に
つ
き
立
。
た
い
の
き
わ
へ
よ
り
、「
花
を
た
む
け
」
と
右
の

ひ
さ
を
つ
き
、
つ
え
を
下
に
置
、
せ
う
か
う
の
心
し
て
、「
な
ん
ち
く
ハ

ん
ら
ひ
」
の
時
、
立
。「
き
う
〳
〵
に
」
と
言
時
、
二
つ
た
ゝ
き
、「
さ
れ

〳
〵
」
と
言
、
の
き
、
な
を
る
也
。
後
に
ハ
た
ゝ
す
に
、
う
た
ふ
也
。

一

百
十
三

金
輪

男
ハ
か
み
を
ゆ
い
。
か
み
し
も
。
し
つ
め
折
。
名
乗
、
は
し
か
ゝ
り
の

方
へ
向
、
案
内
を
言
。
わ
き
ハ
か
さ
折
。
ち
や
う
け
ん
。
大
口
。
末
広
。

又
た
て
ゑ
ほ
し
に
。
水
衣
。
大
口
に
て
も
す
る
也
。
は
し
か
ゝ
り
に
て
男

と
う
た
ひ
、
男
ハ
笛
の
前
に
な
を
る
也
。「
御
命
を
て
ん
し
か
ゑ
ん
」
と

言
、
太
鼓
の
わ
き
に
ゐ
（
る
）
也
。
作
物
を
出
す
也
。
其
間
に
扇
を
さ
す
。

し
ゆ
す
右
へ
取
、
立
て
、
左
よ
り
ふ
み
出
し
、
た
な
の
そ
は
へ
行
。
左
の

ひ
さ
を
つ
き
、
右
の
ひ
さ
を
た
て
、
御
へ
い
を
取
、
右
の
手
に
持
、
右
の

ひ
さ
を
た
て
持
、
よ
せ
い
し
て
い
て
、「
て
ん
し
か
へ
申
さ
ん
」
と
言
出

す
。「
き
ん
し
や
う
」
の
へ
い
を
一
つ
ふ
り
、
又
初
の
や
う
に
持
、
い

た
ゝ
か
す
。「
雨
ふ
り
」
と
右
の
空
を
見
、「
い
な
つ
ま
」
と
左
の
空
を
見
、

「
御
へ
い
も
さ
ゝ
め
き
」
と
言
時
、
へ
い
を
二
ふ
り
ふ
り
て
、
ふ
り
す
へ

て
、
左
の
手
を
そ
へ
い
た
ゝ
き
て
取
な
を
し
、
さ
か
さ
ま
に
直
之
。
立
て
、

脇
座
へ
な
を
る
也
。

一

百
十
四

道
成
寺

三
人
。
つ
ね
の
そ
う
。
但
、
大
口
。
刀
さ
し
て
も
よ
し
。
名
乗
て
、
の

う
り
き
を
よ
ひ
て
言
付
、
な
を
る
。
つ
れ
も
同
。
の
う
り
き
来
、
つ
れ
、

ま
い
の
事
言
。
つ
れ
ハ
「
し
ら
ぬ
」
と
言
。

「
お
ち
申
候
」
と
言
時
、「
何
か
お
ち
候
」
と
言
、
し
か
る
也
。
立
て
行
、

見
る
也
。
き
も
を
つ
ふ
す
体
也
。
つ
れ
に
向
、「
ミ
な
〳
〵
御
存
候
か
」

と
言
。
か
た
り
の
間
に
も
、
つ
れ
へ
言
渡
。「
な
ん
ほ
う
」
と
扇
を
ひ
ろ

け
て
、
手
を
打
も
有
。
又
其
ま
ゝ
と
も
言
也
。
二
度
有
ハ
、
か
へ
て
す
へ

し
。「
水
か
へ
つ
て
」
か
ら
気
を
、
は
つ
た
と
も
ち
か
へ
て
、「
東
方
」
か

ら
し
ゆ
す
を
す
る
。
い
か
に
も
さ
ら
り
〳
〵
と
な
か
く
、
せ
い
を
い
れ
す

に
す
る
也
。「
う
こ
く
か
う
こ
か
ぬ
か
」
の
あ
た
り
よ
り
、
つ
よ
く
い
の

る
。「
つ
き
か
ね
こ
そ
」
と
、
の
ひ
上
り
て
見
て
、
猶
つ
め
か
け
〳
〵
い

の
る
也
。
か
ね
を
引
上
て
後
、
猶
つ
め
か
け
い
の
る
也
。「
き
ん
せ
い
と

う
方
」
の
出
し
、
わ
き
の
物
な
れ
は
、
せ
い
を
入
う
た
ふ
也
。
は
た
ら
き

の
間
の
い
の
り
も
、
し
て
次
第
也
。
し
ゆ
す
に
て
う
た
す
。
か
ね
に
よ
り

つ
く
を
、
よ
り
て
引
す
ゆ
る
也
。
扇
に
て
も
、
又
し
ゆ
す
に
て
も
、
し
と

め
す
る
也
。
何
も
同
事
也
。
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一

百
十
五

く
ろ
つ
か

二
人
。
つ
ね
の
山
伏
也
。
次
第
過
、
正
方
に
て
、
さ
し
を
う
た
ふ
。
つ

れ
と
同
也
。「
し
か
る
に
ゆ
う
け
い
」
の
時
、
立
、
向
也
。
道
行
、
付
也
。

つ
れ
も
少
付
や
う
の
心
也
。「
宿
を
か
ら
ふ
」
と
言
、
な
を
る
也
。「
案
内

申
候
」
と
言
時
、
二
人
な
か
ら
立
て
、
か
る
也
。
し
て
す
わ
る
。
二
人
な

か
ら
す
わ
る
也
。
わ
く
か
せ
わ
と
見
て
、
ふ
し
ん
を
た
つ
る
也
。

中
入
に
ふ
し
ん
を
立
る
也
。
の
う
り
（
き
）
と
色
々
し
や
れ
事
を
言
也
。

二
人
な
か
ら
扇
を
ひ
た
ひ
に
あ
て
、
ね
ふ
る
也
。
ね
ふ
る
内
に
の
う
り
き

〔
す
〕

〔
行
〕

か
へ
る
を
見
て
、「
い
ふ
方
へ
引
そ
」
と
、
二
度
言
と
か
む
る
也
。
三
度

①

〔
行
〕

め
に
ハ
■
■
の
う
り
き
に
い
わ
れ
て
、「
さ
ら
ハ
引
て
見
う
す
る
に
て
候
」

と
言
。
扇
を
さ
し
、
し
ゆ
す
を
右
へ
取
、
二
人
な
か
ら
立
。
し
て
柱
の
方

へ
ま
わ
り
た
る
か
吉
。
作
り
物
の
内
を
見
て
、「
ふ
し
き
や
」
と
言
也
。

下
か
ゝ
り
に
ハ
脇
正
方
の
か
た
へ
廻
と
也
。
そ
れ
ハ
悪
し
と
言
也
。「
足

〔
行
〕

に
ま
か
せ
て
に
け
て
引
」
と
言
時
、
脇
座
の
方
へ
行
、
正
方
へ
向
、
二
人

な
か
ら
立
て
、
ゐ
る
也
。
し
て
出
て
、「
い
か
に
客
僧
」
と
言
時
、
し
て

へ
向
、
そ
れ
よ
り
い
か
に
も
、
い
せ
い
を
あ
ら
し
て
す
る
也
。「
お
そ
ろ

し
や
」
と
言
時
、
し
て
よ
り
す
ゝ
み
か
ゝ
る
時
、
二
人
な
か
ら
い
の
る
也
。

し
て
打
か
ゝ
ら
ハ
の
く
。
ち
と
よ
ハ
れ
け
れ
は
、
つ
め
か
け
て
い
の
る
。

は
し
か
ゝ
り
ま
て
い
の
り
つ
め
て
打
、
帰
る
時
、
柱
を
し
て
か
こ
ハ
ゝ
、

脇
よ
り
も
か
こ
へ
。
脇
座
ま
て
打
つ
め
ら
れ
て
、
太
鼓
の
打
上
を
聞
て
、

言
出
す
也
。「
御
こ
ろ
〳
〵
」
と
き
を
い
か
け
て
、
い
の
り
付
る
也
。「
せ

め
か
け
〳
〵
」
の
時
、
い
か
に
も
き
を
い
、
ゐ
の
り
付
而
、
打
お
さ
む
る

也
。
一
つ
し
ゆ
す
に
て
打
也
。
つ
れ
は
立
て
ゐ
て
、
中
に
て
い
の
り
留
る

也
。「
今
ま
て
」
の
返
に
て
、
の
き
な
を
る
也
。

①
難
読
。「
ふ
み
」
か
。

一

百
十
六

も
み
ち
か
り

三
人
も
五
人
も
出
る
也
。
か
さ
折
。
ち
や
う
け
ん
。
大
口
。
末
広
。
刀
。

又
、
な
し
打
に
。
は
ち
ま
き
。
ひ
た
ゝ
れ
。
大
口
。
末
広
。
刀
に
て
す
る

時
は
、
左
の
か
た
を
ぬ
き
、
左
に
弓
を
持
、
矢
を
こ
し
に
さ
し
、
右
の
手

に
て
ハ
、
大
口
の
前
を
少
取
様
に
し
て
出
る
。
つ
れ
ハ
か
み
し
も
に
、
か〔ぬ〕

み
を
ゆ
い
。
太
刀
も
ち
ハ
一
人
、
た
ち
を
も
ち
、
残
衆
ハ
右
の
か
た
を
ゆ

き
、
つ
え
を
つ
く
。
は
し
か
ゝ
り
を
三
つ
二
つ
ほ
と
出
て
、
左
に
て
ふ
み

と
め
、
右
に
て
引
す
ゑ
、
正
方
を
請
て
、「
面
白
や
」
と
言
出
す
。
道
行

の
心
に
謡
也
。
左
へ
ひ
ら
き
、「
い
か
に
誰
か
有
」
と
言
。
つ
れ
、
ひ
さ

ま
つ
き
聞
、「
あ
の
山
か
け
」
と
、
し
て
の
方
へ
向
、
心
を
付
而
言
也
。

つ
れ
立
て
、
さ
き
へ
出
、
狂
言
に
言
也
。
帰
て
、
も
と
の
所
に
て
か
し
こ

ま
り
、
手
を
つ
き
、
わ
き
へ
言
也
。「
か
た
〳
〵
乗
打
」
と
、
み
な
〳
〵

へ
言
渡
心
也
。
正
方
を
請
て
、「
馬
よ
り
お
り
て
」
の
返
に
て
、
弓
を
右

へ
取
、
つ
ゑ
に
つ
き
て
、
弓
の
こ
し
や
う
、
馬
の
か
し
ら
に
さ
ハ
ら
ぬ
分

別
在
之
。
左
の
足
を
う
し
ろ
へ
お
り
、
引
し
り
そ
き
、
又
右
の
足
を
引
そ

ろ
へ
、
又
弓
を
左
へ
取
な
を
し
、
は
し
め
の
や
う
に
し
て
、
い
か
に
も
は

る
か
に
正
方
を
う
か
ゝ
い
、
ゆ
ら
〳
〵
と
出
、
し
て
柱
よ
り
少
さ
き
へ
出

也
。
か
た
く
成
ぬ
や
う
に
出
る
と
言
也
。
正
方
へ
向
、
脇
正
方
に
立
て
ゐ

（
る
）
也
。
し
て
へ
少
も
心
を
付
す
。
お
そ
れ
て
忍
体
也
。「
袂
に
す
か
り

と
ゝ
む
る
」
と
言
時
よ
り
、
猶
さ
き
へ
行
、
見
て
、
さ
て
〳
〵
う
つ
く
し
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き
と
思
ふ
心
也
。
そ
ろ
〳
〵
と
脇
座
へ
引
な
を
り
て
、
弓
矢
を
下
に
置
也
。

扇
を
ぬ
き
も
ち
、「
む
ね
打
さ
は
く
」
扇
在
之
。
し
て
酌
を
せ
ハ
扇
を
ひ

〔
酌
〕

ろ
け
請
也
。
し
て
次
第
也
。
何
時
も
勺
を
合
時
合
へ
し
。
舞
の
四
段
め
の

頭
よ
り
、
い
つ
と
な
く
ひ
さ
を
な
を
し
て
、
し
て
の
扇
を
取
な
を
し
、
見

物
の
衆
も
、
し
て
に
心
目
を
や
り
、
脇
へ
心
の
な
き
内
に
扇
を
ひ
ろ
け
、

左
の
ひ
さ
に
左
の
ひ
ち
を
つ
き
、
左
の
手
に
て
扇
を
ひ
た
い
に
あ
て
、
右

の
手
さ
き
に
て
ひ
さ
を
ゝ
さ
へ
、
ひ
ち
を
い
か
ら
せ
、
ね
む
る
也
。

狂
言
出
て
、
太
刀
を
枕
本
に
置
、
帰
り
て
か
ら
、
そ
ろ
り
（
と
）
を
き
、

目
を
さ
ま
し
た
る
体
也
。
扇
を
右
へ
取
、
太
刀
を
一
目
見
、
お
し
し
つ
め

て
「
あ
ら
あ
さ
ま
し
や
」
と
言
出
す
。
笛
は
た
ら
き
の
内
に
て
、
ゑ
ほ
し

を
ぬ
き
、
ち
や
う
け
ん
を
ぬ
き
、
か
み
を
も
打
さ
は
き
、
ひ
ん
を
も
な
て

〔
ろ
〕

お
と
し
、
た
ち
を
取
、
ひ
さ
を
な
を
し
、
し
て
へ
心
を
付
る
。
は
た
ら
き

の
内
に
も
太
刀
を
と
り
、
ゐ
な
を
る
事
在
之
。「
南
無
や
」
と
正
方
へ
向
、

太
刀
を
い
た
ゝ
く
も
有
之
。
其
ま
ゝ
く
わ
ん
ね
ん
す
る
体
を
も
す
る
も
在

之
。
太
刀
を
ぬ
い
て
立
て
も
。
又
ひ
さ
ま
つ
い
て
も
。「
と
ひ
ち
か
い
」

や
う
ハ
言
合
て
、「
引
を
ろ
し
」
と
左
の
手
に
て
引
を
ろ
し
、
右
の
手
に

て
「
さ
し
と
を
し
」、
左
の
手
を
そ
へ
て
二
刀
き
り
て
、
右
の
か
た
へ
太

刀
を
か
た
け
、
右
の
足
よ
り
ひ
ら
き
、
左
の
手
に
て
ハ
大
口
の
そ
は
を
高

く
と
り
、
し
と
む
る
也
。
太
刀
を
狂
言
の
ゐ
座
へ
、
や
り
入
也
。
又
一
刀

き
り
て
、
二
刀
め
を
ハ
つ
き
て
、
太
刀
を
か
た
け
す
に
、
う
て
ま
く
り
す

る
や
う
に
し
て
も
留
る
事
在
之
。

一

百
十
七

あ
ひ
そ
め
川

二
人
。
か
さ
折
。
ち
や
う
け
ん
。
大
口
。
末
広
。
供
ハ
、
か
み
を
ゆ
ひ
。

か
み
し
も
。
し
つ
め
折
。
刀
。
は
し
か
ゝ
り
に
て
名
乗
。
た
い
は
い
せ
す
、

ふ
た
い
見
、「
あ
ら
ふ
し
き
や
」
と
見
て
、「
い
か
に
」
と
供
へ
言
。
供
ハ

か
し
こ
ま
り
聞
て
、
少
さ
き
へ
出
、「
さ
こ
の
せ
う
に
か
へ
り
て
」、
も
と

の
所
に
て
手
を
つ
き
、
言
。「
さ
こ
の
せ
う
来
」
言
。
子
を
見
て
、「
あ
ま

り
成
ハ
」
と
言
。
文
取
来
時
、
取
て
正
方
へ
向
、
ひ
ろ
け
て
よ
む
。「
よ

り
す
み
」
と
よ
む
内
か
ら
、
少
心
在
之
。「
か
ん
主
、
や
」
と
、
き
も
を

つ
ふ
す
体
也
。「
言
語
道
断
」
と
言
。
文
を
ま
き
、
左
に
も
ち
、
そ
ろ

〳
〵
と
ふ
た
い
へ
出
、
い
つ
と
な
く
文
を
す
つ
る
。
子
を
見
て
、「
あ
ら

〔
候
〕

ふ
ひ
ん
の
者
も
や
」
と
、
ふ
ひ
む
か
る
心
体
也
。「
な
の
み
と
す
れ
と
」

の
時
、
正
方
へ
向
、
は
つ
か
し
き
体
。
又
、「
な
み
た
に
む
せ
ひ
」
と
、

な
く
心
也
。「
月
か
け
」
と
、
い
か
に
も
し
つ
め
て
、
あ
わ
れ
に
言
心
也
。

「
そ
れ
と
見
え
ね
と
」
ゝ
言
時
、
目
を
は
な
す
。「
是
こ
そ
父
よ
」
と
立
向
、

し
な
在
之
。「
さ
こ
そ
」
と
目
を
は
な
す
。「
と
り
付
か
み
か
き
な
て
」
と

う
た
い
に
合
て
、
か
み
か
き
な
て
、
右
の
ひ
さ
を
つ
き
、
か
つ
く
り
と
つ

く
は
い
よ
り
、「
所
用
お
も
ハ
ぬ
」
と
言
時
、
両
の
手
に
て
な
く
。
立
、

「
い
か
に
さ
こ
」
と
言
。
し
か
い
の
そ
は
へ
行
、
右
之
ひ
さ
を
つ
き
、
左

を
立
。
つ
ね
の
者
の
ね
て
居
候
物
言
な
と
す
る
こ
と
く
、「
い
か
に
」
と

言
也
。「
か
ん
し
よ
く
」
と
か
ほ
ゝ
し
つ
と
見
、
さ
て
〳
〵
と
言
心
也
。

「
せ
ん
け
ん
の
く
ろ
か
み
」
と
、
又
か
み
を
見
る
心
也
。「
ま
ゆ
す
み
」
と
、

又
か
ほ
ゝ
み
る
。
あ
け
は
を
ハ
、
い
か
に
も
あ
い
し
や
う
に
声
を
出
す
。

〔
残
〕

「
思
ひ
や
跡
に
さ
ら
ん
」
と
子
を
見
る
。「
ら
ん
」
立
、
鼓
の
前
に
て
、
さ
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こ
に
「
の
つ
と
」
と
言
、
つ
く
は
い
、
扇
を
さ
し
、
へ
い
を
と
り
立
て
、

正
方
の
し
か
い
の
そ
は
へ
行
、
左
の
ひ
さ
を
つ
き
、
右
の
ひ
さ
を
立
、

〈
か
な
わ
〉
の
、
の
つ
と
の
こ
と
く
、
へ
い
を
ふ
り
、「
き
ん
し
や
う
」
と

言
出
す
。
い
た
た
く
也
。「
し
や
つ
く
ハ
う
」
と
、
又
へ
い
を
ふ
り
、
い

①

た
ゝ
く
。
へ
い
を
持
な
か
ら
、
脇
座
へ
な
を
り
、
へ
い
を
下
に
直
也
。

①
「
直
」
は
「
置
」
の
誤
写
か
。

一

百
十
八

松
山
か
ゝ
み

か
み
を
ゆ
い
。
か
み
し
も
。
刀
。
し
つ
め
折
。
姫
と
、
か
ゝ
み
を
さ
き

へ
出
し
、
出
候
。
名
乗
を
少
ひ
き
く
名
乗
。
笛
の
前
に
か
し
こ
ま
り
、
姫

う
た
ひ
は
て
ゝ
、
立
て
、「
あ
ら
ふ
ひ
ん
や
」
と
言
、
う
た
ふ
也
。
姫
を

見
て
、「
何
と
て
物
を
ハ
申
さ
ぬ
そ
」
と
言
。
い
ろ
〳
〵
引
事
な
と
言
時

ハ
、
脇
正
方
な
と
請
也
。
立
寄
て
、「
か
ゝ
み
を
見
う
や
」
と
言
、
か
ゝ

み
の
前
へ
行
。
見
て
、「
や
、
さ
れ
は
こ
そ
」
と
言
、
少
立
の
く
。「
や
あ
、

い
か
に
ひ
め
」
と
姫
に
向
。「
あ
ら
ふ
ひ
ん
や
」
と
言
時
、
脇
正
方
へ
向
、

言
。「
や
あ
。
い
か
に
ひ
め
」
と
姫
に
向
。「
父
か
立
寄
ハ
」
と
言
時
、

か
ゝ
み
の
前
へ
向
。「
扇
を
う
つ
せ
ハ
」
と
言
時
、
扇
を
う
つ
し
、
や
か

て
引
。「
爰
を
も
つ
て
」
と
、
ひ
め
に
向
。「
父
は
な
み
た
に
」
と
言
時
、

両
の
手
を
さ
し
上
、
な
き
〳
〵
へ
つ
た
り
と
す
わ
り
、
な
く
。「
我
こ
そ

は
と
ハ
」
と
言
時
、
か
ゝ
み
を
見
。「
面
目
な
し
」
と
、
か
を
ゝ
引
、
面

目
な
け
に
居
也
。
し
つ
と
り
と
立
入
也
。

【
以
下
重
複
曲
】

（
通
盛
）

①し
■
□
□
□
□
□
■
シ
テ
と
一
度
②

に
、
す
ハ
る
也
。
後
ハ
こ
し
を
ふ
む
也
。

﹇
初
出
と
の
異
同
﹈
①
以
下
は
料
紙
の
継
ぎ
目
に
あ
た
り
、
ほ
と
ん
ど
判

読
で
き
な
い
。
初
出
で
は
、「（
か
つ
）
し
や
う
し
て
言
也
。
し
て
と
一
度

に
、
す
ハ
る
也
」。
②
「
む
」
は
「
懸
」。

一

二
十
八

忠
度

三
人
。
下
僧
也
。
道
行
、
不
付
。「
宿
を
か
ら
う
」
と
言
、
な
を
る
也
。

立
て
、
中
入
に
心
を
付
也
。

〔
行
〕

直
に
大
鼓
之
前
迄
引
、
間
を
よ
ふ
。「
少
尋
申
度
事
候
間
、
是
へ
御
出

候
へ
」
言
、
本
座
へ
な
を
る
。「
此
所
に
て
さ
つ
ま
の
か
み
忠
度
の
は
て

給
ひ
た
る
い
わ
れ
存
な
ら
ハ
御
物
語
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
物
哉
。

尋
申
事
よ
の
儀
に
有
す
。
是
ハ
都
方
の
者
に
て
候
か
、
此
所
初
而
一
見
の

①

②

事
に
て
候
か
、
此
所
に
て
や
と
を
か
り
候
へ
ハ
、
花
の
か
け
程
之
宿
の
候

（
マ
マ
）

へ
き
か
と
の
給
ひ
候
程
に
、
た
れ
を
有
主
と
て
定
候
へ
き
と
申
て
候
へ
ハ
、
③

そ
れ
に
つ
き
只
今
御
身
の
御
物
か
た
り
と
一
し
く
、
色
々
哥
物
語
な
と
申

伝
す
へ
き
由
申
、
是
成
花
之
か
け
に
て
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ

し
ん
に
存
、
さ
て
尋
申
て
候
」。「
心
へ
申
候
。
懇
に
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す

る
に
て
候
」。「
心
え
申
候
」。
□
□
と
、
う
た
（
ひ
）
出
し
て
か
ら
立
也
。

﹇
初
出
と
の
異
同
﹈
①
「
候
ヘ
ハ
」
は
な
い
。
②
「
花
」
の
前
に
「
又

ハ
」
が
入
る
。
③
「
申
」
の
後
に
「
さ
れ
、
其
後
都
へ
帰
り
て
御
言
」
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が
入
る
。

一

二
十
九

兼
平

一
人
。
つ
ね
の
僧
也
。
道
行
、
付
而
。
な
を
る
也
。
立
て
、「
な
ふ

〳
〵
」
と
言
。「
と
く
〳
〵
め
さ
れ
」
と
言
時
、
右
之
足
よ
り
乗
。
下
ニ

居
る
也
。「
い
か
に
舟
頭
殿
」
と
云
也
。「
先
、
向
に
見
へ
た
る
」
と
見
て
、

名
所
浦
山
と
、
そ
れ
〳
〵
に
心
、
目
、
か
ほ
、
身
を
も
や
る
様
に
し
て
謡

也
。
シ
テ
と
言
合
て
、
身
を
や
る
也
。
正
方
へ
、
す
み
か
け
て
居
也
。
太

夫
、
中
入
之
時
、
い
か
に
も
ふ
し
ん
な
る
体
を
し
て
見
る
也
。

狂
言
出
て
、
ふ
し
む
を
立
る
時
、「
是
ハ
向
よ
り
舟
を
か
り
候
て
、
此

所
へ
越
て
候
。
そ
れ
に
つ
き
不
審
成
事
之
候
。
少
尋
申
度
事
候
間
、
こ
な

た
へ
御
出
候
」
と
言
、
舟
よ
り
上
り
、
居
座
へ
な
を
る
。
間
、
出
ル
な
り
。

「
別
成
事
に
て
も
無
候
。
今
井
之
四
郎
兼
平
の
あ
わ
つ
か
原
に
て
は
て
給

ひ
た
る
様
体
、
御
存
な
ら
ハ
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
語
候
物
哉
。

①

尋
申
事
儀
に
有
す
。
是
ハ
兼
平
之
御
ゆ
か
り
の
者
に
て
候
か
、
御
跡
弔
申

さ
ん
た
め
此
所
参
候
処
に
、
向
に
て
便
舟
を
こ
ひ
、
舟
ニ
乗
候
へ
ハ
、
舟

中
に
て
み
へ
渡
り
た
る
浦
山
名
所
旧
跡
を
尋
申
候
へ
は
、
こ
と
〳
〵
く
を

し
へ
給
ひ
、
其
後
此
所
あ
ハ
つ
に
は
や
く
付
と
斗
言
す
て
、
姿
を
見
う
し

な
ひ
て
候
ほ
と
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
さ
て
尋
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
此

②

所
に
逗
留
し
、
兼
平
ノ
御
跡
、
懇
に
御
弔
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
後
ハ

其
ま
ゝ
。

﹇
初
出
と
の
異
同
﹈
①
「
事
」
の
後
に
「
よ
の
」
が
入
る
。
②
「
し
」

の
後
に
「
弥
々
」
が
入
る
。

一

三
十

恒
正

一
人
。
下
僧
。
大
口
也
。
又
う
つ
ほ
に
て
も
吉
。
道
行
、
不
付
に
。
正

方
へ
行
、
立
て
居
也
。
シ
テ
出
る
時
、「
ふ
し
き
や
」
と
、
其
ま
ゝ
向
也
。

「
ま
ほ
ろ
し
の
」
返
に
て
、
す
わ
る
也
。

一

三
十
一

実
盛

三
人
僧
。
本
脇
は
大
口
也
。
う
つ
ほ
に
も
よ
し
。
脇
座
に
、
こ
し
を
か

く
る
。
狂
言
、
口
明
を
言
候
て
、
謡
出
す
。
つ
れ
二
人
ハ
鼓
之
前
に
居
也
。

道
行
過
て
か
ら
、
脇
座
へ
な
を
る
也
。
シ
テ
出
て
も
、
其
ま
ゝ
謡
也
。①

間
、
か
ゝ
る
也
。「
何
と
て
け
ふ
ハ
お
そ
く
参
候
そ
」
と
言
。
色
々
ふ

し
ん
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
き
く
そ
う
も
少
不
審
成
事
の
候
。
此
所
に
て
斉

②

藤
別
当
実
盛
之
は
て
給
ひ
た
る
謂
、
御
存
な
ら
ハ
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。

「
懇
に
御
物
語
執
着
申
候
。
ふ
し
ん
成
事
候
。
よ
の
儀
に
て
ハ
な
く
候
。

③

お
こ
と
の
ふ
し
ん
の
こ
と
く
何
方
共
知
す
老
人
一
人
、
此
間
日
中
せ
う
み

④

や
う
に
お
こ
た
ら
す
参
候
間
、
い
か
成
者
そ
名
を
名
乗
と
申
候
ヘ
ハ
、
な
⑤

の
ら
て
実
盛
之
は
て
給
た
る
様
体
を
懇
に
か
た
り
給
ひ
、
其
後
御
身
之
御

物
か
た
り
と
一
し
く
、
我
実
盛
か
ゆ
う
れ
い
と
言
捨
、
あ
の
池
の
辺
に
立

寄
と
見
て
、
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
ほ
と
に
、
な
ん
ほ
う
ふ
し
ん
に
候
」。

「
さ
あ
ら
ハ
あ
の
池
の
辺
に
て
、
懇
に
弔
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
立
て
う

た
ひ
、
正
方
へ
向
、
ガ
ツ
し
や
う
し
て
、「
南
無
阿
み
」
と
言
な
り
。
其

間
に
こ
し
か
け
を
と
ら
せ
て
、
後
は
、
こ
し
を
か
け
す
。

﹇
初
出
と
の
異
同
﹈
①
「
色
々
」
の
後
に
「
ふ
し
ん
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
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き
く
そ
う
も
少
」
が
な
い
。
②
「
御
」
が
な
い
。
③
「
日
中
」
の
後
に

「
の
」
が
入
る
。
④
「
間
」
の
後
に
「
名
を
ハ
」
が
入
る
。
⑤
「
之
」

が
な
い
。

一

三
十
二

あ
つ
も
り

一
人
。
ゐ
中
僧
也
。
次
第
を
笛
之
方
へ
向
、
う
た
ふ
也
。
道
行
、
付
而
。

正
方
に
て
、
せ
り
ふ
を
言
、
な
を
る
。
立
て
、「
い
か
に
」
と
云
。「
身
の

わ
さ
の
」
小
謡
に
て
、
す
わ
る
也
。
但
、
シ
テ
に
う
か
ゝ
い
立
て
、
仕
舞

な
と
在
之
と
言
は
、
立
て
居
也
。

立
て
、
在
所
之
者
を
よ
ふ
。
狂
言
よ
り
、
か
ゝ
る
事
も
在
之
。「
少
尋

申
度
事
候
。
此
所
に
お
ゐ
て
篤
盛
之
は
て
給
ひ
た
る
様
体
を
か
た
つ
て
御

聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
。
近
比
面
目
も
な
き
事
に
て
候
へ
と

①

も
、
是
は
熊
谷
の
次
郎
直
実
か
は
て
に
て
候
」。「
う
け
た
ま
ハ
り
候
昔
を

②

思
ひ
出
て
落
涙
仕
て
候
。
弥
々
此
所
に
て
御
経
を
み
、
御
弔
申
さ
う
す
る

に
て
候
」。
立
て
、
う
た
ふ
。
但
、
其
ま
ゝ
も
よ
し
。

﹇
初
出
と
の
異
同
﹈
①
「
候
」
の
後
に
「
心
え
申
し
候
。
只
今
の
御
物
か

た
り
を
」
が
入
る
。
②
「
を
」
の
後
に
「
よ
」
が
入
る
。

一

三
十
三

江
口

三
人
。
下
僧
也
。
付
而
。
つ
れ
に
せ
り
ふ
を
言
、
な
を
す
。
大
鼓
の
前

に
て
「
い
か
に
里
人
之
渡
候
か
」。「
此
所
お
ハ
江
口
の
里
と
申
候
か
。
此

所
に
て
江
口
の
君
の
旧
跡
ハ
い
つ
く
之
ほ
と
に
て
候
そ
」。「
さ
あ
ら
ハ
立

寄
弔
申
さ
う
す
る
に
て
候
」
と
言
。
ち
と
高
く
よ
り
て
。
大
夫
に
と
ひ
合

所
は
、
大
夫
次
第
に
見
て
、「
さ
て
は
」
と
言
出
す
。「
あ
ら
い
た
わ
し

や
」
と
言
、
正
方
へ
行
。
立
て
居
て
、
大
夫
に
よ
ひ
か
へ
さ
れ
て
、「
ふ

し
き
や
な
」
と
云
也
。

大
夫
中
入
之
時
、
直
に
大
鼓
之
前
迄
又
行
、「
い
か
に
さ
い
せ
ん
の
人

①

の
渡
候
か
」
と
、
間
を
よ
ふ
。「
少
尋
申
事
之
候
て
、
こ
な
た
へ
御
出
候

へ
」。「
此
所
に
て
江
口
之
君
の
い
わ
れ
御
存
な
ら
は
、
か
た
つ
て
御
き
か

せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
か
た
り
候
者
哉
。
尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
さ

②

い
せ
ん
御
身
の
御
を
し
へ
給
如
、
江
口
之
君
の
旧
跡
を
た
ゝ
何
と
な
く
弔

③

候
処
ニ
、
い
つ
く
共
不
知
女
性
一
人
来
、
江
口
之
君
之
ゆ
う
れ
い
と
名
の

り
、
是
成
川
竹
之
ほ
と
り
に
て
、
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
ほ
と
に
、
ふ
し

④

ん
に
候
て
た
つ
ね
て
候
」。「
心
へ
申
候
。
此
所
に
逗
留
し
、
江
口
之
君
之

御
跡
を
懇
に
弔
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。「
い
さ
と
ふ
ら
い
て
」
の
時
、
立

也
。﹇

初
出
と
の
異
同
﹈
①
「
て
」
で
は
な
く
「
間
」。
②
「
の
」
が
な
い
。

③
「
来
」
の
後
に
「
江
口
之
君
の
御
事
懇
に
語
、
其
後
我
こ
そ
」
が
入
る
。

④
「
ね
」
の
後
に
「
申
」
が
入
る
。

一

三
十
四

采
女

一
人
。
常
の
僧
。
道
行
、
付
而
。
正
方
へ
向
、「
う
れ
し
や
」
と
言
、

な
を
る
。
立
て
、
さ
る
沢
の
池
を
見
る
心
。
シ
テ
次
第
の
心
也
。
小
謡
に

て
、
な
を
る
。

①

中
入
に
立
て
、「
い
か
に
此
所
の
人
ノ
渡
り
候
か
」。
狂
言
出
時
、
な
を
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り
て
、「
う
ね
め
の
君
の
い
わ
れ
御
存
な
ら
ハ
か
た
り
て
御
き
か
せ
候
へ
」。

②

「
懇
に
御
物
か
た
り
候
者
哉
。
尋
申
事
余
の
儀
あ
ら
す
。
是
ハ
諸
国
一
見

之
僧
に
て
候
か
、
此
春
日
之
明
神
へ
初
而
参
候
処
に
、
何
方
共
な
く
、
女

性
一
人
来
、
此
春
日
山
の
子
細
さ
ま
〳
〵
か
た
り
給
ひ
、
其
後
是
成
猿
沢

の
池
へ
と
も
な
わ
ふ
す
る
と
承
候
ほ
と
に
、
参
り
て
候
へ
ハ
、
思
ふ
子
細

之
候
へ
ハ
、
此
池
の
辺
に
て
仏
事
を
な
せ
と
承
候
程
に
、
安
間
の
事
に
て

候
、
扨
誰
と
心
さ
し
、
ゑ
こ
う
申
へ
き
と
申
て
候
へ
ハ
、
さ
ま
〳
〵
か
た

り
給
ひ
、
其
後
我
ハ
采
女
の
君
の
い
う
れ
い
と
承
、
此
池
水
に
入
せ
給
ふ

と
見
て
、
姿
を
見
う
し
な
ひ
て
候
ほ
と
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
扨
尋
申
て

候
」。「
心
得
申
候
。
さ
あ
ら
は
御
池
の
辺
に
て
御
経
を
よ
み
、
仏
事
を
な

し
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
下
に
居
な
か
ら
哥
を
よ
み
か
へ
す
也
。

﹇
初
出
と
の
異
同
﹈
①
「
ノ
」
が
な
い
。
②
「
儀
」
の
後
に
「
に
」
が

入
る
。

一

三
十
五

定
家

三
人
。
白
、
紫
、
黄
ハ
、
ヽ
る
し
。
次
第
、
道
行
、
つ
ね
の
こ
と
し
。

①

付
て
。
つ
れ
方
ハ
、
な
を
る
。
わ
き
は
正
方
向
、「
面
白
や
」
と
言
。「
あ

〔
止
〕

ら
笑
心
や
」
と
、
時
雨
を
見
る
心
。「
是
成
宿
り
」
と
、
わ
き
座
を
見
て
、

立
寄
心
也
。
し
て
に
、
よ
は
れ
て
向
ふ
。
う
た
ふ
也
。「
実
々
、
是
成
か

く
を
見
れ
は
」
と
、
正
方
の
上
の
、
け
た
の
と
を
り
を
見
て
う
た
ふ
也
。

つ
か
へ
行
時
ハ
、
し
て
次
第
に
行
。
つ
か
を
見
て
、「
あ
ら
ふ
し
き
や
」

と
言
。
小
う
た
い
に
て
、
な
を
る
。

立
て
、「
い
か
に
此
所
の
人
ノ
渡
り
候
か
」
と
言
。
狂
言
出
る
時
、「
是

②

ハ
北
国
か
た
の
僧
に
て
候
か
、
此
所
初
而
一
見
の
事
に
て
候
。
此
分
て
ハ

し
よ
く
し
内
し
ん
わ
う
の
御
事
御
存
候
ハ
ヽ
、
か
た
り
て
御
聞
せ
候
へ
」。

「
懇
に
御
物
語
候
者
哉
。
尋
申
事
余
の
儀
に
有
す
。
さ
い
せ
ん
も
申
こ
と

く
、
是
ハ
北
国
方
の
者
に
て
候
か
、
此
所
初
而
一
見
仕
候
処
に
、
俄
時
雨

の
ふ
り
来
候
ほ
と
に
、
是
成
一
宿
り
に
立
寄
、
時
雨
を
は
ら
さ
は
や
と
思

③

ひ
候
処
に
、
何
方
共
女
性
一
人
来
、
何
と
て
其
や
と
り
へ
ハ
立
寄
候
そ
と

承
候
程
に
、
只
今
の
時
雨
を
は
ら
さ
む
為
に
立
寄
候
と
申
て
候
へ
ハ
、
是

④

ハ
定
家
の
卿
の
立
お
か
れ
、
さ
て
時
雨
の
ち
む
に
て
候
と
承
、
其
後
無
所

へ
供
な
わ
ふ
す
る
と
承
候
程
に
、
参
候
へ
ハ
、
是
成
石
と
う
ハ
し
よ
く
し
⑤

内
し
ん
わ
う
の
み
は
か
な
り
、
又
此
か
つ
ら
を
ハ
定
家
か
つ
ら
と
申
の
よ

⑥
し
給
候
程
に
、
定
家
か
つ
ら
と
は
い
か
や
う
な
る
い
わ
れ
に
て
候
そ
と
申

て
候
へ
ハ
、
定
家
か
つ
ら
の
い
わ
れ
さ
ま
〳
〵
語
給
ひ
、
其
後
し
よ
く
し

な
い
し
ん
わ
う
、
是
迄
見
え
来
り
た
り
と
承
、
此
石
と
う
の
辺
に
て
姿
を

み
う
し
な
ひ
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
扨
尋
申
て
候
」。「
心
得
申
候
。
此

所
に
し
は
ら
く
逗
留
し
、
定
家
の
卿
又
ハ
し
よ
く
し
な
い
し
ん
わ
う
の
お

ん
あ
と
、
懇
と
ふ
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て
候
」。
後
は
立
て
も
、
す
わ
り

て
も
、
く
る
し
か
ら
す
。
出
は
よ
り
、
ふ
し
き
の
声
と
思
ふ
心
有
之
。

「
是
見
給
へ
」
の
時
、「
あ
ら
い
た
わ
し
」
と
言
て
、
立
て
前
へ
よ
り
て
も
、

⑦又
其
ま
ゝ
に
て
も
。
か
つ
せ
う
し
て
出
る
時
、
本
座
へ
な
を
る
。
よ
く

〳
〵
心
を
付
る
な
り
。

﹇
初
出
と
の
異
同
﹈
①
「
方
」
で
は
な
く
「
衆
」。
②
「
此
」
の
後
に

「
所
に
お
ゐ
て
、
定
家
卿
の
い
わ
れ
」
が
入
る
。
③
「
共
」
の
後
に
「
知

す
」
が
入
る
。
④
「
さ
て
」
で
は
な
く
「
た
る
」。
⑤
「
の
」
が
な
い
。

⑥
「
給
」
で
は
な
く
「
承
」。
⑦
「
又
其
ま
ゝ
に
て
も
。
か
つ
せ
う
し
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て
」
が
な
い
。

一

三
十
六

夕
か
ほ

三
人
。
但
、
壱
人
に
て
も
。
白
、
紫
、
黄
ハ
わ
る
し
。
ち
や
か
、
あ
さ

①

き
な
と
よ
し
。
名
乗
過
、
さ
し
よ
り
、
つ
れ
衆
う
た
ひ
出
し
て
。
道
行
つ

②

か
す
に
。
つ
れ
ハ
、
な
を
る
。
わ
き
ハ
、
か
く
や
の
方
を
み
て
「
あ
の
や

つ
ま
」
と
言
、
な
を
る
。
中
入
を
見
す
。

「
い
か
に
此
あ
た
り
の
人
の
渡
候
か
」。
狂
言
出
時
、「
少
尋
申
度
事
の

候
間
、
こ
な
た
へ
御
出
候
へ
」。「
是
ハ
豊
後
の
国
よ
り
出
た
る
僧
に
て
候

③

か
、
此
所
に
お
ゐ
て
、
何
か
し
の
ゐ
ん
の
い
わ
れ
、
わ
き
て
は
夕
か
ほ
の

上
の
い
わ
れ
御
存
候
ハ
ヽ
、
語
て
御
聞
せ
候
へ
」。「
懇
に
御
物
語
候
者
哉
。

〔
最
〕

尋
申
事
よ
の
儀
に
あ
ら
す
。
才
前
も
申
こ
と
く
、
是
ハ
豊
後
の
国
よ
り
罷

上
、
此
所
何
と
な
く
や
す
ら
ひ
候
所
に
、
何
方
共
知
す
、
女
性
一
人
、
歌

を
き
ん
し
て
来
候
程
に
、
ふ
し
ん
を
な
し
て
候
へ
ハ
、
何
か
し
の
ゐ
ん
の

い
わ
れ
懇
に
語
、
又
夕
か
ほ
の
上
の
い
わ
れ
、
我
か
身
の
上
に
言
な
し
、

姿
を
か
き
け
す
や
う
に
見
う
し
な
ひ
て
候
程
に
、
ふ
し
ん
に
存
、
扨
尋
申

て
候
」。「
心
得
申
候
。
此
所
に
お
ゐ
て
懇
に
と
む
ら
ひ
申
さ
う
す
る
に
て

④

候
」。
■
て
■
■
せ
う
し
、
な
を
る
。
但
、
御
前
の
⑤

﹇
初
出
と
の
異
同
﹈
①
「
て
」
の
後
に
「
足
立
」
が
入
る
。
②
「
に
」

が
な
い
。
③
「
わ
き
て
は
夕
か
ほ
の
上
の
い
わ
れ
」
が
な
い
。
④
難
読

箇
所
は
、「
立
て
か
つ
せ
う
し
」。
⑤
こ
こ
で
本
文
記
事
が
終
わ
る
。


